
第 1章 茎 ．IIl11 4 蓄
縮成と歩み

L

|

 

．
．
．
 
-
―

-
L
 

ー 多芸正之

llll災 r贔冒昌讐J 冥・董支霙の争

1995年 1月17日早朝に起こった阪

神 ・淡路大震災後、新聞・テレビ等を通し

て刻々と報道される被害状況を知らされ、

私は被災地の障害をもつ人たちのことを思

わざるをえなかった。実際、被災地に住ん

でいる知人の障害者に電話をかけても通じ

ない。 行政の障害福祉課に尋ねても、被災

された職員が多くて状況はま ったくつかめ

ない、 との返事。いてもたってもおれなく

なって、 日頃から京都の地で障害者と地域

で共に生きることを願ってさまざまな働き

を続けておられる親しい人たちに、何か被

災された 「障害」児・者への支援活動がで

きないだろうか、 と相談をもちかけた。

その日、 1月20日、即刻、「被災 『障

害』児・者支援の会」が結成された。最終

的には18の賛同団体がつらなり、被災「障

害」児・者への支援活動を展開するという

特色あるボランティア団体が誕生したので

ある。

早速めぐみホームに事務局を置き、活動

を開始。

対する情報の収集と、また同時に、被災さ

れた障害者への情報の発信を開始した。 事

務局にはファックスを通して頻繁に多くの

障害者を支援する団体から情報が寄せられ

てきた。しかし、それらの情報は障害者を

支援する団体の活動報告等が多く、被災さ

れた「障害」児・者に直接関係する情報は

極めて少なく、又、断片的なものであった。

震災前、地域で生きておられた障害者の

情報と実態がつかめない。そこで、 「支援

の会」

まず被災地での 「障害」児 ・者に

としては、被災地に拠点を置いて、

避難所や障害者の家庭を回って直接に被災
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された障害者と出会い、彼らが何を求めて

おられるのかを聞くことから始めることに

なった。

「支援の会」の活動エリヤを灘区、東灘

区と定める。被災地での活動責任者として

乎田 義愛隣館ディサービスセンター所長

があたってくださることとなる。被災地の

現地拠点として神戸学生青年センターの一

室をお借りることができた。以後、 4月か

らは雲内教会、 6月からは兵庫教区クリス

チャンセンターに拠点を移しながら、支援

活動は継続された。 2~3月は常時10人

から20名のボランティアが泊り込み、 4

月以降も5~10人による支援活動を展開

することができた。ボランティアヘの直接

的な連絡と保険手続き、 「支援の会」から

の情報発信は京都市民福祉センターが担当

してくださった。

震災支援のボランティア活動というと被

災地の活動ばかりが注目されるが、「支援

の会」の支援活動は被災地でのボランティ

ア活動だけにとどまらず、 3000人を超

える人たちが、自らが出来ることは何だろ

うと問いながら、さまざまな方法でもって、

いろんな場所で支援活動を展開してくださ

った。

京都においては、「支援の会」結成当日

から、被災された障害者の京都における一

時避難の受け入れが開始された。一時避難

の場所提供のリストアップは愛隣館ディサ

ービスセンターが担当してくださり、 一時

避難者のコーディネートはほっとハウスが

担ってくださった。

活勁を継続していくための資金は、震災

直後から 10数回に及ぶ街頭募金がなされ、

寒風の中に立ってくださった人たちは30

0人を超えた。幼いこどもたち、さまざま

な障害をもつ人たち、又その家族、 「私た

ちは神戸へ行けないがせめて・・」と大き

な声で街行く人たちに募金を呼びかけてく

ださ った。さらに、全国各地から多くの人

たちの心湿まるお金が寄せられ、総額は2

000万円を超えた。

「支援の会」のボランティア活動は京都

を中心に地域で活動を続ける団体やグルー

プが被災地で支援活勁を行なうことであり、

支援活動を開始したその時から、私たちは

必ずいつか撤退しなければならないという

負い目をもっていた。支援活動が活発にな

り、関わっていく支援ケースが多くなれば

なるほどに、私たちは責任が問われる思い

を常に深めていった。 「支援の会」として

のボランティア活動の基本方針、具体的ケ

ースについての対応方法まで、 30回に及

ぶ事務局会議で話し合われた。事務局会議

においてはしばしば深夜に及ぶ議論が繰り

返された。生命に関わる支援活動とは、行

政の責任においてなされなければならない

問題のみきわめ、地域で自立して生きられ

る障害者への援助がどうあるべきか、等々、
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さまざまな意見を突き合わせながら、「支 運びとなった。今後、「支援の会兵庫」の

援の会」の活動方針は事務局会議で熱心に 働きを応援するとともに、支援活動を通し

話し合われた。 て示された課題として、京都の地で障害を

199 5年秋以来、「支援の会」の活動 もつ人たちと共に地域づくりに取り組んで

を引き継いでくださる神戸におけるボラン いきた＜願っている。

ティア団体として、「被災『障害』児 ・者

支援の会兵庫」の結成準備が始められ、 1

996年5月より活動を開始してくださる
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多芸正之

1被災「障害」児者事務局会議まとめ l

ロ 1995年 1丹20日

めぐみホーム

・被災 「障害」児・者支援の会結成。事務局

はめぐみホームが担当、代表に多芸正之があ

たる。会の目的は被災された障害児、障害者、

そして、その家族の人たちに対する支援。

・具体的取り組みとして①情報の収集②募

金活動③人材派遣④京都での一時避難受

け入れ⑤物資支援

・街頭募金の開始、人材派遣のためにはボラ

ンティアの募集を始める。

・ 23日被災地へ2名派遣。

・会議中に大阪精神人権センターより電話

が入り、今神戸より京都で一時避難を求める

精神障害者が向かっているので受け入れて

欲しいとのこと。西小倉めぐみ教会に泊まっ

てもらうこととする。

国リ一直めぐみホーム

◆情報の収集と提供

・ニューカトレア会京都での一時避難を要

望。

•六甲デイケアセンター ポランティアが疲労、

代わりのボランティアを要請。

・すずかけ共同作業所数人の障害者が避難

中。物資はある。西宮以西の被災作業所と連

絡を取ろうとしているが音信取れず。

・すばる舎 3つのうち2つの作業所が崩壊。

パン工場の機械大破。

・全障連 現地の情報収集と避難場所の確

保、ポランティア派遣。

・オズの箱 情報の収集と発信。

・えーぜっと会 全障連と同調。

・たんぽぽの家 「阪神大震災被災障害者救

援プロジェクト」を結成し、大阪YMCAの

「応援する市民の会」と連携。えーぜっと会

と連絡を取り合い被災者受け入れ準備可。

・京都JCIL独自な資料作成。

・相楽西部障害者福祉連絡協議会

1/19から現地へ。神戸県庁で入所施設の無

事は確認。京都府庁障害福祉課へ被災者受

け入れ要請。受け入れ先としてアパートがあ

る。(4/4.5/4キッチン）

• 修光学園情報を流してほしい。被災地か

らボランティアの要請を受けている。

・乙訓の里大阪の障害者解放センターの情

報を得た。先日職員が緊急物資を運ぶ。

•お誕生日ありがとう運勁 YWCAの働きと

連携。物資調達の手伝いをしている。
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・障害者災害救援センター（共作連）こちらの

情報提供。

・大阪外大学生ボランティアグループ 10人

単位で動ける。介護経験なし。手弁当、日帰

り。

•宇治市社協 500 人避難されている西宮市

社協の手伝い。

・京都ボランティア協会大阪YMCAのバッ

クアップ。応援する市民の会で230人のボラ

ンティア登録をしたがコーディネートできてい

ない。

・京都府障害福祉課現地の収容施設の無事

は確認済み。京都府下の各施設での受け入

れ決定。

・山科学園きょうの事務局のことを会議に図

り体制を組む。募金活動などには積極的に参

加したい。

•宇治明るい社会づくり運動 今日の会議の

情報をもちかえって検討する。

•朝日新聞郵便振替の番号が決まり次第記

事として載せる。

・京都新聞会の結成は記事として載せる。

・医療法人大山医院きこえのへや募金、補

聴器・補聴器用電池の協力。

◆情報収集はめぐみホームで。情報発信は京

都市民福祉センター経由で各団体へ。

◆チラシの賛同団体（個人）の追加。乙訓の里、

乙訓の里親の会、医療法人大山医院き

こえのへや、誕生日ありがとう運動。

～） 大手筋商店街で。 2/5(5時半～） 四条

大宮で。乙訓の里は長岡京近辺で実施を検

討する。各団体がそれぞれの地域で街頭募

金をした場合、事務局へ報告する。

◆募金の緊急的な事柄での使い方は、事務

局と平田、中西、銅銀で協議して対応する

ことを了承。

◆一時避難場所の受け入れは短期を基本と

して受け入れていく。

圃璽l四めぐみホーム

◆組織（賛同団体）

•第二回事務局会議以後、賛同団体に加入し

ていただいた団体。

・日本基督教団京都教区障害者問題特設委

員会、京都自閉症協会、榎の会、アクセス京

都、向島あそぼう会

◆募金活動

・28日（土）4時大手筋商店街参加者35名

募金額¥229.116円

・28日（土）3時

イズミヤ長岡京店参加者18名

募金額¥82,939円

・29日（日）2時大手筋商店街参加者37名

募金額¥86.566円

・2日（木）5時30分四条大宮参加者

募金額¥30,695円

◆街頭募金は1/28(4時～）、 1/29(2時 ◆物資支援

支援の会 5



・豊能障害者労働センターヘタオル・下着・

トイレットペーパー・衣類

・すばる舎（西宮市）へ食料品牛肉20kg・

鶏肉30kg• きゅうり5ケース・キャベツ5ケー

ス・白菜5ケース・トマト9ケース・人参3ケー

ス・玉葱5ケース・みりん20蹂・濃口醤油18

蹂・薄口醤油20蹂・味噌20kg

◆人的支援

・すばる舎へ 7人

◆情報収集次の所から発信された情報が届

いている。

・障害者問題を考える兵庫県連絡会議（兵庫

県南部地震情報）

・阪神大震災被災障害者救援プロジェクト

（たんぼぽの家）

神戸在住の患者会員の所在地確認

・応援する市民の会

・阪神障害者解放センター（被災地情報）

・阪神大震災被災弱者救援センター（弱者救

援ニュース）

・（社）日本てんかん協会・阪神大震災情報

・全障連全国事務局ニュース

・聴覚言語障害者総合福祉施設

・障害者救援本部

・全国社会福祉協議会・企画部

・京都府障害厚生施設協議会

・大阪精神人権センター

・視覚障害者の情報としては神戸のKさんと

関西盲人ホームのYさんより。

圃圃'2丹頭めぐみホーム
●組織（賛同団体）

第三回事務局会議以後、賛同団体に加入し

ていただいた団体。

•海外教育協力隊
◆募金活動

・5日（日）4時四条河原町四角

参加者約70名募金額¥335.155円

●物資支援

•朝日ボランティア基地へ車椅子（中古） 5台

を送る。

・すばる舎へ文具

●人的支援すばる舎

●情報収集
-------• 

・支援の会ニュースNo.1を発行(1,000部

印刷）

・各賛同団体で配る。個人・団体で募金をし

てくださった方で事務局が把握している所に

は発送済み。

◆2/11入浴介護支援について

・大阪の応援センターの要請として障害者の

男性15名、女性15名をお風呂へ入れるため

の介護ボランティアを募っているとのことであ

る。支援の会として募集して応援する。

◆神戸の取り組みについて

［現在までの報告】

・7日と9日の調査の報告について

•平田・藤原・川上揚・川端さんが神戸へ行っ

支援の会 6



た。

・灘区・東灘区の福祉事務所等へ行き資料の

提供を求める。

•神戸学生青年センター、並びに六甲ディケア

センター、ニューカトレア会とも連絡を取り合

って活動する。また、すでに被災地での調査

を始めている、たんぼぼの家とも情報交換を

していく必要がある。

【今後の取り組み方について】

【人的支援の展望】

・現地の活動の代表責任者には平田義さん

になっていただく。

・ 13日より林、 14日より矢崎、 15日より新潟

の敬和学園の学生の人たち3~4名が来ると

のことである。

・ボランティアの人たちが事務局から現地まで

の交通費・現地での食事代は支援の会が負

担する。

・ボランティアに入ってもらう人には支援の会

が費用を負担してボランティア保険に入って

もらう。手続きは京都市民福祉センターがあ

たる。

・ 13日事務局の多芸・広野・川上信が物資搬

入のためトラックを借りて学生センターヘ行

く。

・現在バイクは提供していただいた3台と）1|

上兄弟の2台の計5台となった。自転車は西

小倉めぐみ教会の1台。 ．． ．

・入浴介護サービスの実施のためリフト付き車

が必要なので、京都ボランティア協会からあ

たってもらう。

【物的準備】

・NCC（日本キリスト教協議会）より携帯電話

を開設する費用を出していただいて確保し

た。 番号030-27-36689

◆京都での一時避難活動について

・ 10日～11日ニューカトレア会会員2名が

避難される。西小倉めぐみ教会で受け入れ

る。

•上田啓悟さん13 日より25日まで一時避

難。

一2ーが 7日めぐみホーム
◆物的支援

•神戸学生青年センターヘバイク2台

•六甲ディケアセンターヘバイク1台

◆募金活動について

・2月19日（日）午後3時より6時まで四条河

原町高島屋前にて実施する。

・KBSで放送してもらえないか、市民センタ

ーの方で検討してもらう。

・ボランティアをしたい、と申し出てくださって

いる人たちに募金活動への参加を要請する。

担当は京都市民福祉センター。

◆すばる舎への支援について

・人的支援については継続していく。

・物資支援もすばる舎から要請があることに

は継続して支援する。

支援の会 7 



◆神戸の取り組みについて

・ 10名位が毎日入って活動している。一時

避難場所とか在宅の家庭を訪ねてチラシ配

布。

具体的なさまざまなケースが出てきてい

る。

•かなり難しいケースもあって毎日活動が終

った後みんなでミーティングして対応を協議

している。

• 毎日の活動記録とともに個々人のケースの

記録も残している。

・たんぼぼの家が回られたところから入浴サ

ービスの希望者がおられるので受けてほし

い、という要請がある。

・えんぴつの家からはディサーピスを開始する

ので障害者の送り迎えを手伝って欲しいと

いう要請もある。

・現地で活動している他の団体とのつながり

ができてきている。

・車が必要となってきている。

•藤原さんが2月末で北海道に帰られた後、

藤原さんが果たしてくれている役割を誰が

できるか心配である。

・今後はいつまで神戸学生青年センターが部

屋を貸していただけるのか、乎田に交渉し

てもらう。

・日本基督教団対策本部より電話とファック

スを取り付け、使用料も含めて援助するとの

申し出があり手続き中である。

◆京都での一時避難活動について

•上田啓悟さんが京都におられる時の介護ス

ケジュールは川上信が担当してたててもら

う。

ー224日めぐみホーム
◆組織タンタンおもちゃライプラリーが賛同

団体に加わってくださった。

●募金活動について

・次回の街頭募金は3月12日（日）午後3時

~5時、四条河原町高島屋前にて実施する。

♦京都での一時避難

・ニューカトレア会のメンバーが週1~2日、西

小倉めぐみ教会に泊まられる。

●神戸の取り組みについて

灘区・東灘区の避難場所はほぽ八割回った。

さまざまなケースが出てきているが、入浴サ

ービスを希望される人には車で送迎して応え

ている。

•愛生園よりリフト付きバスを借りて、上田さん

が回られるのに使っている。

・27日より京都の運転ボランティア友の会よ

り一台リフト付きバスを借りる。運転手が足

りないので、京都ボランティア協会と阪神大

震災支援センター（宇治）に募ってもらう。

神戸の新聞にも「運転手付き移動入浴車募

集」の依頼をする。

・えんびつの家は週二回、ガイドヘルパーを行

なっている。
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・日本基督教団対策本部が費用を出してくだ

さって電話・ファックスが28日につくことと

なっている。番号は078-856-0700。

圃圃I鑓 廷めぐみホーム

◆組織 ペンギンの会が賛同団体に加わっ

てくださった。

◆京都新聞「大震災ボランティア団体支援

金」を申諸。

◆募金活動について

・次回は3月12日（日）3時より5時まで。

四条河原町高島屋前にて。

◆神戸の取り組みについて

•藤原さんが帰られた後、福士（市民センタ

ー）が現地のまとめ役をしてくださっている。

3月末まで継続してもらえるように、支援の会

より京都市民福祉センターに依頼する。

・将来的には地域で受けていただけるように

繋いでいくことが必要であるが、それにはか

なり長期的支援が必要と考えられる。

•毎日の活動が事務局（京都）を通して、支

援してくださっている多くの人にニュース等を

通して伝えられるようにする。

◆京都での一時避難活動について

•金曜日には上田啓悟さんが帰ってこられる

ので、介護者が必要である。

・ニューカトレア会の人の一時避難は今回はな

くなった。

◆被災地での支援の会の活動の報告会をし

てはどうかと考える。報告会の詳細について

は今後検討する。

◆ニュースNo.3を出してもらう場合、現在の

状況が詳しくわかるものを出して欲しい。中

西昌哉に10日発行予定として担当してもら

う。

一3片 10日めぐみホーム
◆募金活動について

・ 12日（日）午後3時より5時まで、四条河原

町高島屋前で募金を実施。

◆神戸の取り組みについて

今まで避難所におられた障害者で仮設住宅

とか自宅に戻られた人がおられるがその後の

様子がわからない。

・4月以降も神戸学生青年センターを借りら

れるのかどうかを来週の事務局会議までに

乎田から聞いてもらう。

・小規模作業所のようすについて調査する。

◆京都での一時避難について

・来週、 上田さんは京都へ来られない。

・ニューカトレアの人たちが13日より15日ま

で来られる。西小倉めぐみ教会に宿泊。

●被災 「障害」児・者支援の会、活動報告会

について

・3月26日（日）午後3時より5時まで、愛隣

館で活動報告会をもつ。
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・報告会後、交流親睦会をもつ。

●京都新聞「大震災ボランティア団体支援

金」贈呈式が11日10時30分に行なわれる。

多芸が出席。

◆会計監査銅銀さんになっていただく。

置璽I立 17日めぐみホーム

◆京都新聞社社会福祉事業団より「大震災

ボランティア団体支援金」として 80万円の

支援を受けた。

◆街頭募金活動について

•しばらく様子をみて考える。

◆神戸の取り組みについて

・現在までに受けてきたケースを行政や地域

のボランティア団体にどうつないでいくかが

課題である。

・被災「障害」児・者の支援はかなり長期の

取り組みが必要である。 4月以降もできれば

神戸学生青年センターを借りられることを求

める。しかし、ボランティアの宿泊と休息を考

えると同センターの近くに費用をかけてもどこ

か場所を探すことも考えられる。又、ボランテ

ィアに関しても現地で長期に継続できる人を

専従として、他のボランティアをコーディネート

してもらうことが必要である。早急に適当な

人を探すこととする。

・車もまだ必要である。

◆京都での一時避難活動について

・ 13日より15日までニューカトレア会のメンバ

ーが3人、西小倉めぐみ教会に宿泊。今週も

20日より22日まで宿泊を希望されている。

◆被災 「障害」児・者支援の会、活動報告会

について

・26日（日）午後3時より5時まで愛隣館研

修センターにおいて開く。

・すばる舎・神戸・京都一時避難・募金・事務

局等、さまざまな働きに関わってくださった

立場より報告を受ける。

・報告会後に交流親睦会をもつ。

会費は1000円とする。

・チラシ作成は事務局が担当する。資料等は

中西昌哉が担当する。

一 3片24日めぐみホ―ム

◆京都新聞社社会福祉事業団より車を購入

する費用として30万円の支援を約束してい

ただいた。

●神戸の取り組みについて

・3月末をもって神戸学生青年センターを出

なければならないため、移転先を探さなけれ

ばならない。店舗・マンション等、不動産屋さ

んに聞いてみたが権利金が大変高い。神戸

学生青年センターの近くの雲内教会のプレハ

ブ小屋が借りられるかも知れないので、訪ね

て頼んでみる。

・専従として矢崎和彦になってもらう。
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・4月以降、学生ボランティアが少なくなるの

で、新たにボランティアを募り、体制を整え直

す必要がある。

◆京都での一時避難活動について

・現在、洛南病院に入院中のTさんは六甲デ

ィケァセンターヘ通うことから少しずつ生活を

慣らしていくことが必要とのこと。そのための

交通費の援助を要請されているので支援す

る。

●被災「障害」児・者支援の会、活動報告会

について

報告会の司会中西昌哉

全体の報告 多芸

神戸の全体の報告平田

ボランティアの報告

すばる舎杉山

神戸 金子・川端

一時避難受け入れ藤井

事務局徳永

受け付け棚谷

・資料については事務局で作れる範囲にまか

せる。

・交流会親睦会 司会川上信

一 4片 7日めぐみホーム

●活動報告会 3月26日（日）午後3時

愛隣館研修センター参加者 53名

資料作成募金・支援活動に協力していただ

いた団体と個人に発送。

・交流親睦会参加者 44名

・会費として徴収せずカンパをしていただい

た。

当日カンパ金

指定献金

35,105円

26.948円

◆すばる舎への支援について

•川田さんは職員として、 山本さんはアルバイ

卜職員として、杉山さんはボランティアとして

今後もかかわられる。今後については、すば

る舎から要諸があれば対応する。

◆神戸の取り組みについて

・4月以降の拠点を神戸学生青年センターか

ら雲内教会に移す。しかし、事務所になる

所はプレハブ小屋で本箱等が置いてあり、

机を置くと狭く、宿泊の部屋は地下室で大

変冷えて、湿度が多く過ごしにくいため、で

きれば近くで場所を探す必要がある。

・食事についてもボランティアの人数も減り外

食せざるをえないことが多い。

・活動としては訪問と入浴サーピス、送迎等

を継続している。

・リフト付き車を友生園から借りているが、近

＜返さねばならず、ぜひー台はリフト付き車

が必要である。

・今後も活動を継続していくためには長期か、

同じ曜日に継続してかかわれるボランティア

が必要である。金子さんに専従となってもら

うことを要請する。

・地域型の仮設住宅の申し込みが始まってい
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るが、風呂、トイレが共同であり、部屋も六

畳か四畳半のいずれかに一世帯。申し込ま

れる人は少ない。

◆京都での一時避難活動について

•上田さんは7~9日。

・ニューカトレアのメンバーが6~7日に希望さ

れている。

●京都新聞社会福祉事業団ニュースに「支

援の会」の記事を載せたいので13日（木）昼

1時30分より取材したいとの要請がある。

◆4月15日夜チャリティーコンサート（馬庭さ

んより要請）で活動報告の要請があり、銅銀

さんに行っていただく。

◆すばる舎が西宮から東京まで自転車キャラ

バンを実施される途中に、4月28日～29日

京都に立ち寄られる。すでに馬庭さんが宿泊

場所として善正寺の承諾をえられ、食事の準

備については京都市民福祉センターが場所を

提供されることが決っているが、一応京都に

おける受け入れの窓口として、支援の会がな

って欲しいという要請があり、お手伝いでき

る範囲で受けることとする。

一 4片14日めぐみ咋ーム

◆神戸の支援活動について

・いつまで支援の会の活動を続けるのか、被

災障害者にどのように支援活動をしていく

のがよいのか、を考える必要がある。支援の

会としては、支援活動を一応一年をめどと

して今後も継続していく。その活動を継続

していくためには、拠点となる場所を探す必

要がある。

・一応一年の支援活動を継続していくために、

概算としての予算をたてる必要がある。

・被災地で活動している現地の状況を共有す

る努力が大切であることを確認し、できるだ

け事務局会議に参加しているものも被災地

へ行くようにする。

◆京都での一時避難活動について

・ニューカトレァ会の人は週一回程度一時避

難を希望されている。一時避難されてこられ

た時、一緒に泊まってくれる人が必要であ

る。

◆京都新聞社会福祉事業団よりワンボックス

の車を提供してもらう。

◆4月15日のマリオネット・チャリティーコンサ

ートの利益金が支援の会へおくられるので、

コンサートの中で支援の会について話をして

欲しいと馬庭さんより要請があり、銅銀に出

席していただく。

一 5片12日めぐみホ―ム

◆神戸の支援活動について

仮設住宅入居後も入浴サービスを希望される

人が多くなっている。

・今年度中支援を継続することを考えると、
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仮設住宅を回って入居後のニーズを今一度

聞くことが必要と考え、仮設回りを始めてい

る。

・拠点となっている雲内教会を5月末には出

なければならず、新たな拠点場所を探さな

ければならない。

・ボランティアが少なくなってきているので、

募る必要がある。できるだけ長期で活動でき

る人、又同じ曜日に入れる人を募る。

・専従は矢崎一人とする。

•長期にボランティア活動を続けてくださって

いる人が一時的に帰省される場合の交通費

の援助については、帰省される頻度等を考慮

して、随時検討して対応する。

●京都での一時避難活動について

・今後も希望があれば一時避難者を受け入

れる。

・避難者の交通費は援助する。食事代は自己

負担とする。

一 5丹26且めぐみホ―ム

◆京都での一時避難活動について

・30日に棚谷が「拓人」の仮設住宅を訪問、

一時避難してこられる人がどのような状況に

あるのか認識を深めることとする。

• 一時避難者と介護ボランティアとの交流の

時をもちたい。

◆神戸の支援活動について

・教会関係に拠点の移転場所がないか探して

もらっているが、今のところまだ見つかってい

ない。 5月末に引っ越すことは難しいので、雲

内教会に事情を説明して、今少し借りられな

いか、相談する。

・地域型仮設住宅の入居が始まったがその数

は多くない。しかし、入居された人の中には

生活されるのが大変な人もあり、仮設住宅

に入居された人を訪ねている。

・仮設住宅に入居されると物資が手に入りに ・

くくなり、新たに物資支援の希望がある。出

来る範囲で物資支援も継続していく。

・支援の会がかかわってきたYさんは長い問、

一人で歩くことが出来なかった人であるが、

ボランティアの人たちとの信頼関係も深まり、

積極的な生き方を求められるようになり、作

業所へ通う決意をされると共に、一人で歩き

始められたという感動的報告があった。

•更に、これらの支援活動を継続していくため

には、ポランティアを募る必要がある。灘ボ

ランティア協会・京都教区の対策救援対策

委員会・教団の「阪神大震災」救援活動セ

ンター等にもボランティアを募る。

•神戸学生青年センターのお風呂を借りて入

浴サービスを続けているが、そのお風呂が

壊れ修理が必要となった。

◆中西昌哉に編集していただきニュースNo.

4の発行を担当してもらう。
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一 6片2日めぐみホーム

◆京都での一時避難活動について

・精神障害者の人で西宮の病院に入院されて

いた人が、その病院から転院を求められてい

ることを知り、棚谷が宇治にある病院と連絡

をとって、宇治の病院での受診に同行され、

主治医同士話し合ってすぐに転院が実現し

た。

◆神戸の支援活動について

・雲内教会牧師館の改築工事のため5月末を

もって移らなければならなかったのだが、移

転先が見つからず困っている。 6月1日に開

かれた日本基督教団「阪神大震災」救援活

動センター運営委員会にどこか移転先を紹介

して欲しい、と文書でもって要請したところ、

日本荼督教団兵庫教区事務所の地下室を支

援の会の現地事務所として、又、ボランティア

の宿泊場所としては同じ建物の和室を緊急

的 （次の場所が見つかるまで）に貸してもい

いとの返答をもらう。

•その間に運営委員会の方と支援の会と一緒

にどこか土地を探して、見つかればそこに

運営委員会が十畳程度の建物を建てて提

供しようとの申し出も受けた。

・仮設住宅をまわり、仮設住宅に入居された

人たちのニーズを聞いているが、ボランティ

アが少なくなっているので、募集する必要が

ある。

・継続して支援の会でボランティア活動を続

けておられる人が郷里に帰られる場合の交

通費については、一律には決められないが、

事務局において随時全額とはいかなくとも

援助を検討することとする。

一_ 6男 19日兵庫教区クリスチャンセンター

◆京都での一時避難活動について

・被災され入院されていた精神障害者の方が

病院より転院を求められていたので京都の

病院と連絡、診察に同行、当日夜は西小倉

めぐみ教会に宿泊、翌日受診された病院に

入院をされた。

・ニューカトレア会の人、 1~2名が毎週月・火

曜日に一時避難されている。

◆神戸の支援活動について

・6月12日より兵庫教区クリスチャンセンター

の地下カレージの倉庫を事務室として、又、

和室を寝室として借りて活動を継続するこ

とができた。

・今回は「地下室・和室使用についての確認

書」を取り交わした。

•それには、一応期間は8月末までとなってい

るので、以後拠点となる場所のことについて

も検討していく必要がある。

・ボランティアの人たちの保険について水谷に

検討してもらう。

・支援の会のボランティアとして働く場合、あ
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くまで私たちは来年春頃までしか活動がで

きないことを考え、できる範囲で地域の行

政とポランティアにつないでいくように努め

る必要がる。又、被災から生じたことへの支

援活動を基本に考えながら、一人一人のケ

ースをみんなで相談してから関わっていくよ

うにする。

◆日本基督教団京都教区ネパール特設委員

会主催のパイプオルガン・チャリティーコンサ

ートの当日、プログラムの中で「支援の会」の

報告をして欲しい、とのことであり、矢崎に行

っていただく。

一 7片21日めぐ和—ム

◆京都での一時避難活動について

・7月24日（月）京都での一時避難をされて

いる人たちと彼らの介護に入ってきたボラン

ティアの人たちとの話し合いをもつ。

•一時避難されている精神障害者の人たちも

次第に仮設住宅入居が決まってきているが、

仮設住宅入居後も週l~2日の一時避難は

今後も希望されている。

◆神戸の支援活動について

・仮設5次（最終）の発表が19日にあったが、

入居決定された人が少なく継続して避難所

生活をされている。支援の会が関わる人た

ちの中にも5~7世帯おられる。日本基督教

団が建てている仮設住宅に入ることができ

ないか、尋ねることとする。又もし紹介した

時、入居の意志があるか、考えを聞く必要

がある。

・現在使用している軽自動車は調子が悪く、

使用が危険な状態となった。古くて、修理を

するより廃車した方がよいと考えられる。新

たに一台車を購入する必要があり、自動車

販売会社の数社に打診している。

・活動に使用している車に対して、駐禁除外

の証明書を福祉事務所を通して警察

に申請してもらった。東灘区・灘区の警察が

許可してもらえそうな見通しである。

・泊込みのボランティアは少なくなっているた

め、募集しなければならない。

・できれば地元の人を募りたい。他地域から

のボランティアの人については1ヶ月以上入

れる人を募る。

・遠畑に専従となっていただいた。しかし、 9

月以後も継続していただけるかは未定であ

る。

・クーラーも窓もない事務所に扇風機と除湿

器を購入した。

一領18日めぐ紗—ム

◆京都教区パイプオルガンコンサートより

626.573円いただ<

◆京都での一時避難活動について

・7月24日に一時避難しておられる人たちと
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彼らの介護に入ったことのある人たちとの

話し合い（交流会）をもった。

・京都における一時避難をされる人の介護者

については今後棚谷が担当する

◆神戸の支援活動について

・8月20日でもって災害救助法が打ち切られ

る。

・灘区は 1ケ所（王子センター•300人）に集

められることになっているが実際はまだ避

難所には2500人ほどおられる。東灘区は5

ケ所の予定。

・支援の会が関わってきた人で仮設を求めて

おられた人は全員入居が決まった。

・24日に現在借りているクリスチャンセンター

の件で兵庫教区議長と話し合いを予定して

いる。兵庫教区から紹介していただいた住

吉公園の中にある教団の建物はすでにある

団体が使っていて、支援の会の拠点として

借りることは困難であるということがわかっ

た。平田、矢崎が実際に行って調べてきてく

ださった。

・ 18日から神戸学生青年センターのお風呂

が使用できるようになった。

・支援活動が長期化するなかで、さまざまな

考えにたってボランティアに参加してこられ

るが、一個人として自由にボランティア活動

がなされるのでなく、現地の専従が中心に

なって、「支援の会」としてのボランティアと

して現地のコーディネーターの指示に従って

支援活動を行なってもらうよう理解を求め

る。支援活動の基本姿勢については、従来

より事務局会議で話し合われてきたが、そ

の話し合われたことについては、できるだけ

現地のボランティアの人たちにも伝え、理解

を求めることとする。

◆事務局より、「阪神大震災現地救援対策

本部職員に対する、天災担保特約付災害

保障」について保険会社と交渉してきたが、

期間は8月1日より来年4月1日まで、準記

名式傷害保険として¥102.690円で契約

した。

・ボランティアに入っている人全員にボランテ

ィア保険に加入してきたが、震災支援ボラン

ティアについては電話1本で大阪・神戸のボ

ランティア協会が無料で加入を受け付けて

きたため、加入を証明する書類がこちらに

はなにもない。その点、実際に何かが起こっ

た時は不安がつきまとう。大阪・神戸に実

際に入っているかどうか確かめることとする。

その点を保障する保険には、先程契約した

保険に約3万円程追加すると、ボランティア

保険と同様の保障があるので今後検討す

る。

一 9用'1日めぐみホーム

●京都での一時避難活動について

・介護の必要な場合もあるが、これから自立

した生活を続けていかれるためには被災地
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で介護者を見つけていただくことも必要と

考えられるので、よく話し合っていく必要が

あると思われる。

・9月18日に第2回目の一時避難者とボラン

ティアの人たちとの交流会が開かれます。

◆神戸の支援活動について

・兵庫教区北里議長と話し合いをもって期限

を設定しないで、 9月以降もとりあえずクリ

スチャンセンターを借りる了承をえた。

・8月31日に日本基督教団兵庫教区各種伝

道委員会望月委員長と話し合い、支援の会

と共に被災障害者支援の抱えているケース

を一緒になって担っていきたいとの考えを

受けた。そして次回の各種伝道委員会に平

田が出席して説明と要請をすることとなっ

た。

・10月初めには各種伝道委員会の呼び掛け

で集会を開いていただける予定である。

・地元の人たちにつないでいきたいという願

いにそって道が開かれてきたと思われる。

・8月27日にがんばろう灘祭りが開かれ、参

加した。

・共同作業所まつぽっくりの再建のお手伝い

をしている。

・配布しているビラの内容の変更が必要にな

ってきたとの判断でボランティアの人たちの

意見を聞いて、新しいビラを作成することと

する。

◆9月24日に室町教会において、日本基督

教団震災支援委員会主催の支援活動報

告会が開かれるとのことであり、支援の会か

らも報告して欲しいという要請があり、多芸・

矢崎が出席して報告する。

一 10月2日兵庫教区

クリスチャンセンター

◆京都での一時避難活動について

・9月18日の避難者と介護者との交流会の

参加者は8名。

・京都における一時避難の受け入れは今後も

継続して欲しいとの要望が出された又、神

戸の病院に入院されている患者さんの訪問

も希望された。

◆神戸の支援活動について

・ボランティアに男性が少ない。入浴サービス

等を行なっていたKさんは東京の娘さんの

所に移られた。家族や他の人の意見等聞く

ことの少ないKさんであったが、支援の会の

ボランティアとの関係が深まるにつれて人間

的にも変わられてきたように思われる。

・Sさんの場合、仮設住宅に入居しても隣りの

人から喧しいという苦情が出て施設に入所

せざるをえないようになったのだが、住まい

を見つけて家族と一緒に生活できる道がな

いだろうか、と話し合った。

・Wさんは状態が悪くなれば遠畑さんを呼び、

苦しみを訴えられる。

・兵庫教区の各種伝道委員会が教会関係者
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にボランティアを呼び掛けてくださることと

なり、 12日に支援の会の説明会を開いてく

ださることとなった。平田、矢崎が説明会に

は参加していただく。そのための資料作成

は矢崎が担当する。

♦ポランティア保険に入っているかどうかを

硝かめることは不可能であるとの返答を受け

たので、現在入っている保険の定款を変更し

て、非加入者であった場合を考慮して保険を

かけることとする。

一10万27日めぐみホ―ム

●京都での一時避難活動について

・介護に入ってもらえる人の連絡網を作っ

た。

♦神戸の支援活動について

•ポランティアの人数が減って、定期的に決ま

っている送迎等のスケジュールに追われてい

る現状で、訪問活動ができにくくなっている。

まつぼっくりの送迎については大阪ガスの企

業ポランティアがかかわってくださることと

なった。

兵庫教区各種伝道委員会より教会にポラン

ティアの募集と登録カードを出していただい

たが、現在のところ登録者はあらわれてい

ない。

・Wさんはしあわせの家にショートスティに入

られる。精神科のドクターの訪問診察による

と状態はよくなりつつあるとのことであっ

た。

. Iさんはてんかん発作ではなく震災からの精

神的なものだろうとのことであった。

・ 1 1月17日のキリスト教社会事業同盟職員

研修会において平田が報告する。

一_ 1 1920日兵庫教区クリスチャンセンター

◆京都での一時避難活動について

・京都に一時避難されていた2名が事務局会

議に参加、 2名とも仮設住宅に住んでおら

れるがその状況の報告があった。

. 1人のかたは大規模な仮設住宅で生活して

おられるがそこで自治会の世話役・書記を

任された。しかし生活のリズム、また様々な

仮設住宅全体での問題により必要以上に考

えなければならないことが増加、積極的に

参加するあまり身体的・精神的に負担が大

きいとのこと。

• もう 1人のかたは小規模の仮設住宅で生活

しておられるが、周りの住人が次々と引っ越

していき、今現在、夜に電気のつく家がその

仮設で3軒しかない。そのため、早急に恒久

的な住宅を探しておられる。 10月半ばに入

院してしまい、 11月15日締切の災害復興

公営住宅の申し込みに間に合わず、どこの

場にいても重要な情報が入るよう協力して
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欲しいとのこと。西宮の仮設に住んでおら

れるが、神戸市以西の住宅で家賃の安い住

宅を探している。被災地障害者センター（神

戸のボランティア団体）と協力して探してい

きたい。

・仮設での生活も含め、障害者に対する偏見

が無くならなければ安心して生活すること

ができないと言われていた。

◆神戸の支援活動について

・現地でのボランティアが数人増えた。灘区ボ

ランティアセンターに動ける人がかなり登録

してある様だが、その割に動いていないこと

がわかり今後もそういったボランティアを探

していきたい。また、各種伝道委員会によっ

て呼び掛けられたボランティアも徐々に集ま

りだしている。そういった動きを促進できる

様にしたい。

・灘区ボランティアセンターが灘新聞を発行す

る。そこで、ボランティアの活動紹介を掲載

する。創刊号で支援の会の活動紹介をする

ため原稿を添削して頂く。

・11月30日～12月3日まで矢崎・遠畑とも

居ないため休みとする。

・現地活動の冬期休暇は現地のボランティア

と平田が話し合って決める。

一 12月めぐみホ―ム

●京都での一時避難活動について

•四月以降も一時避離を求められている。西

小倉めぐみ教会は場所を提供することについ

ては了承している。しかし、その責任母体は

どこで受けられるのか、はっきりする必要があ

る。

◆神戸の支援活動について

・ポランティアの人数が少ないので仮設まわり

を行なう時間がない。

・年末・年始の休みについては平田と現地の

ポランティアの人たちとが相談して決める。

一 1996年 1男12日めぐみホ―ム

◆京都での一時避難活動について

•週に1~2 日、 1~2名の一時避難は続いて

いる。

・年末も希望されたが介護者がなく一時避難

はされなかった。

◆神戸の支援活動について

•四月以降どのように具体的ケースを引き継

いでいくのかが課題である。どのような形

で引き継いでいくのかを更に望月さんと相

談していく必要がある。

・支援の会としては、引き継ぐ段階で今まで

の活動を締め切り、応援してくださった人た

ちに支援活動の総括と決済を報告する必要

がある。

◆池田千鶴子さんハープコンサート
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・支援の会主催による被災地でのコンサート

を実施する。

・3月16日（土）が考えられる。一日に二回

のコンサートが可能とのことであり、場所を探

すこととする。できれば仮設住宅のふれあい

センターを借りられるように交渉する。

●京都ボランティア協会主催

・シンポジウムr障害者と震災ボランティア』
1月27日（土）6時～8時

◆リュニオンを3月23日（土）に開催すること

をめざし、計画案を川端さんに担当していた

だく。

一 1月幻沼めぐみホ―ム

◆京都での一時避難活動について

一時避難は継続している。

◆神戸の支援活動について

・4月以降、支援の会の活動を受け継いでい

ただく受皿として兵庫教区各種伝道委員会

がボランティア組織づくりを呼び掛けてくださ

っているので、その委員長である望月牧師よ

り報告を聞いた。

・「できれば4月から支援活動を継承したい

と考えているがその専従になってもらう人が

見つからない現状である。月10万円位の給

料を考えて公募する予定である。仮に専従が

見つかってもボランティアも十分に見つかる

見通しがないので、今支援の会で働いておら

れる人たちにも協力をお願いしたい。引き継

ぐ時期についても4月からと決めるのでなく、

もう少しの猶予期間も欲しい。しかし、出来

る限り早く体制を整えたいと考えている。」

以上のような報告を受けて支援の会とし

てはどうするか議論したが、現地の活動を縮

小しながらも継続するのか、現地の活動は終

えて京都に支援の会の事務局は残して支援

活動を継続するのか、又、すべての活動を終

えるのか、さまざまな議論がなされたが、協

議は今後も継続することとなった。

◆池田千鶴子さんハープコンサート

・3月16日、仮設住宅のふれあいセンターを

借りて行なう。借りられる場所を探してもらう。

午後にニヶ所で開く予定である。

・準備には京都の事務局があたっていく。

一 2丹21日め＿ぐ紅—ム

♦京都での一時避難活動について

・2/5,..__,6 2/19-21 2名一時避難。

・4月以降の一時避難受け入れ母体はどこに

なるのか問われている。

・4月以降、交通費の支援・介護の募集は可

能か。

・神戸において一時避難できる場所が必要で

はないか。

◆神戸の支援活動について

・仮設住まいの人が公営住宅に移られるケー
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スが増えてきた。

. 1月29日に遠畑が0さん夫妻を送迎中に交

通事故を起こされた。

・矢崎専従が事故後約3時間たって遠畑より

連絡を受け、すぐに平田に報告し、病院へ。

ケガが大きいので再度平田に連絡、平田も

病院へ。 0さん、全身打撲。 0さんのおつれ

あい、両大腿骨骨折・左手首骨折・右足首

骨折。遠畑、鼻骨2ケ所骨折、顔面打撲・裂

傷・歯骨折。事務局では当日から次の日に

保険関係の手続きを済ませ、保険会社と相

談。

・31日、矢崎と一緒に多芸が病院にお見舞

し‘
゜

•その後、 0さんは2週間後退院して次女の

方の家へ。 0さんのおつれあいは各骨折箇

所を手術。約半年の入院治療が必要とのこ

と。

・支援の会よりお見舞い金を乎田より渡して

いただいた。

・自動車保険・ボランティア保険・支援の会が

任意に加入していた保険があるが自動車事

故においては自動車保険が適用されるとの

こと。すでに保険会社が0さんの家族と話

し合われているとのこと。

•金銭面においてはすべて保険会社に任せ、

保険によって対応していただく。

•これは遠畑においても同じとする。

•お見舞い、又、介護ボランティアの要請があ

った場合等には誠意を尽くして対応する。

・支援の会の4月以降については、規模を縮

小して継続する。専従は矢崎一人とする。

新しいニーズは受けず、現在受けているケ

ースでどうしても継続が必要なものを支援

する。

・一応8月末迄とする。

◆池田千鶴子さんハープコンサートについて

3月16日（士）大和仮設住宅ふれあい

センター 1時30分～3時

灘南仮設住宅ふれあいセンター

4時～5時30分

◆リュニオンについて

・3月24日（土）より25日（日）。

・場所、その他詳細については川端、矢崎、

平田に一任する。

一 3序8日めぐみホーム

◆京都での一時避難活動について

4月以降も支援の会で京都における一時避

難を受ける。

その場合、従来通り交通費を支援することは

変わらない。

◆神戸の支援活動について

・3月7日の各種伝道委員会の委員の方との

話し合いについて報告を受ける。

•作られる支援の会の専従は1人で担当する

のは不可能とのこと。曜日を決めて3人がさ

れる。その人たちに出来るだけ早く支援活
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動に参加していただく。

•実際に支援活動を続けるにあたっては両支

援の会で話し合いを続ける必要があ

る。

◆保険（輸送サービス）に加入した。

500円X23人

・4月以降ボランティア保険が変わる。

・3月16日より19日まで和室が使えなくな

る。

・入院中の0さんの見舞いを続けているが、

物忘れがみられ心配である。

・保障面について、保険会社から遠畑を交え

て説明を受ける。

◆池田千鶴子さんハープコンサートについて

16日（土）午後1時30分

大和公園仮設住宅ふれあいセンター

4時 灘南仮設住宅ふれあいセンター

•池田千鶴子さんにギャラは支払わないが必

要費用は支援の会から支出する。

・夜7時30分頃よりめぐみホームにおいて池

田千鶴子さんを囲んで親睦会をもつ。その準

備は平田さん、矢崎専従を中心に担当してい

ただく。

◆リュニオンについて

3月23日（土）夜7時より24日（日）

朝9時まで。

愛隣ディサービスセンターにおいて川

端、平田、矢崎専従で準備をしていた

だく。

・参加費は2000円とする。

◆支援だよりについて

・中西に担当していただき、3月16日発行予

定c

一4万5日めぐみホーム

◆京都での一時避難活動について

4月以降も継続して受け入れる。

◆神戸の支援活動について

・支援の会兵庫のコーディネーターをされる人

たちが支援活動に参加されだいぶん慣れら

れた様子。 5月から現地の支援活動は支援

の会兵庫に移行していただく。支援の会か

らもボランティアとして参加できる人には参

加していただく。

・支援の会より当面の活動費として100万円

を支援する。

・京都での支援の会は継続する。

・Oさんは少しずつ回復されている様子。見

舞いは矢崎、宮本が継続して訪ねている。
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支援の念ポランティア数

(1996年2片末現在）

事務局 神戸（灘・ 西宮 一時避難街頭 合計

東灘） 受け入れ 募金

1995年1月 49 100 5. 144 298 

2月 138 179 133 20 80 550 

3月 135 2931 14 6 65 513 

4月 103 164 7 274 

5月 86 169 19 274 

6月 85 215 15 315 

7月 80 202 ， 291 
8月 59 155 18 232 

9月 52 123 5 1̀80 

10月 50 1 1 1 6 167 

1 1月 48 109 2 159 

12月 46 105 2 153 

1996年1月 40 92 4 136 

2月 38 115 6 159 

累計 1009 2032 247 124 289 3701 
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柏木正行

1 阪押大霙災をふりかえって -̀1 

●(9).iii文囀＇の亀漏’
私自身の日々の営みは、幾つかの基本的

な前提に基づいて成り立っているように思い

ます。例えば、私は今、此の文章を電動車椅

子に乗り、パソコンで書いていますが、そこで

は、車椅子やパソコンヘの電力の安定した供

給が不可欠ですし、外部との連絡にしても、

電話を抜きにしては考えられなくなっていま

す、その他、水道やガスなどの供給も、都市

での円滑な生活を営む上で、必要欠くべから

ざる前提条件ではないかと思います。そうし

た都市での生活を成り立たせている前提条

件ともいうべきライフラインが崩れた時、都市

文明は、重大な危機に陥る。それが現実にな

ったのが、 1年前に起きた阪神大震災ではな

かったかと私は思うのです。

1995年1月17日の早朝。寝ているベッド

が「ギシギシ」と軋む音や、烈しい鳴動で、私

の夢路は妨げられたのでした。そうした烈し

い鳴動はまもなく収まりましたが、壁一つ隔て

た高層住宅の階段を慌ただしく上り下りする

人々の、その足音を聞きながら、宇治）IIの上

流にある天瀬ダムが決壊して、此の向島に洪

水が押し寄せるのではないかとか、此の向島

は元々池だったので、今の地震で液状化現象

が発生して、自分が住んでいる建物が傾いた

り、沈むのではないかという不安に脅えてい

たのでした。しかし、そうした不安も単なる思

い過ごしだったようで、やがて辺りは、元の夜

明け前の静寂が戻り、私の瞼も再び重くなる

のでした。それから暫くして、ベッドから車椅

子に乗り移った私が視たのは、テレビのブラウ

ン管に映し出される黒煙を噴き上げて燃え広

がる神戸の街の火災や、屋根瓦の摺落ちた

古い木造の民問アパート。横倒しになった高

架の高速道路や、その間を枕や蒲団を抱えて

右往左往する人々の姿でした。私が顔を洗っ

ている時にも、強い余震があり、それが直ち

に「ただいま大阪で震度4の揺れを感じまし

た。火の元に注意してください」というテレビ

のアナウンサーの声となって私の鼓膜を叩くの

でした。

その日は、朝からテレビの前に釘付けにな

っていた私ですが、時間が経つに伴い、死傷

者の数は増え、昼近くになっても、火災は衰え

るけはいはなく、寧ろますます広範囲に燃え

広がるのでした。それというのも、停電で信

号機が作動しなくなったのと、自動車で避難

しようとする人々とで、道路がパニック状態に

陥り、火災の現場に消防車や、救急車が近づ

けなかったからのようです。

そうした被災地神戸の惨状をテレビで見な
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がら、私は20年来の友人で、今は神戸市内に

住む上田牧師の安否を気遣わずには居られ

ませんでした。実際上田牧師は、地震の際、

倒れた本箱の下敷きになり、近所の人に助け

られ、危う＜難を逃れたとか。さらに電気やガ

スなどのライフラインが寸断されたので、親子

3人で、近くの小学校での避難所生活を余骸

なくされたのでした。私は、何人かの知り合い

に電話して、上田牧師の消息を掴もうと試み

ました。その結果、上田牧師の無事が確認さ

れたのは、地震の発生から10日近く経った1

月の終わり頃でした。

私が住む此の洛南の空を、自衛隊の大型

ヘリコブターが頻繁に飛び交うようになったの

は、地震の発生から2~3日して。この頃にな

ると、全国各地から毛布や衣類、食料品など

が被災地に送られるようになりましたが、鉄

道や道路が寸断されているので、これらの救

援物資は、一旦、宇治の木幡にある自衛隊の

補給基地に運び込まれ、其処から大型ヘリコ

ブターに積み替えられ、神戸の王子競技場な

どを経て、各避難所に届けられたのでした。

そして、神戸から戻るヘリコブターには、被災

地で処理しきれなくなった遺体を京都に運び、

蹴上などの葬鍛場で、取り合えず荼毘に付し

たという話も伝えられていました。また、ボラ

ンティアとして被災地に赴いたある人は、避難

所の片隅で身寄りがなく、放置されたままの

遺体を視るに見かねて、自前で高槻まで運び、

手厚く弔ったとも伝えられています。こうして

時問の経過と共に、大地震に伴う神戸や西宮

などの被害の全貌が次第に明らかになってき

ました。

とりわけ、被災地での高齢者や、障害者の

状況は真に厳しく、民間アパートに住んでいた

重度の脳性麻痺の女性が、地震直後に発生

した火災で、介護者共々焼け死んだり、高層

マンションの一室に取り残された独り暮らしの

高齢者が、何日も外部との連絡が取れないま

ま、餓死するという痛ましい事件も相次いで

発生しました。また、阪神間に住んでいる障

害者が多数、それぞれのルートを頼って、大

阪市内の福祉会館などに一時避難したとの

情報も賣されました。

● (2)真鑽の禽の暦働鎗宏る
こうした切迫した状況の下で、大地震の発

生から3日経った1995年1月20日。日本基

督教団西小倉めぐみ教会を設立され、さらに、

めぐみホームなどでの活動を通じて、日頃、障

害者と接する機会の多い多芸正之牧師の呼

びかけで『被災「障害」児・者支援の会』（以

下略して支援の会）が作られ、直ちに活動を

始めたのでした。活動資金を求めての伏見の

大手筋や、四条河原町などでの街頭カンパ活

動。実際に被災地で支援活動をするボランテ

ィアの募集。現地での活動拠点作りや、コー

ディネーターの選任と、支援活動の開始に向

けた準備は、確実に進んでいました。

私たちの『・・・支援の会』が、神戸市灘区

にある神戸学生・青年センターの一隅をお借

りして、支援活動を始めたのは、それから間も

なくでした。最初は、東灘区内の各避難所を

周り、そこでの日々を余儀なくされている障
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害者や、高齢者のもとを訪れ「困ったことは

ありませんか」「何かお手伝いしましょうか」

と尋ねることから始まり、そうした関係作りを

積み重ねながら、病院への送迎や、入浴時の

介護など、その活動は次第に広がるのでし

た。

常時介護を必要とする私自身は、そうした

被災地での支援活動に携わるのは実質不可

能ですが、その私が、被災後の神戸を初めて

訪ねたのは、地震の勃発から2ヶ月近く過ぎ

た、3月上旬の、或る日だったと記憶していま

す。

その日の夕方、駅舎の改築工事が本格化

して、クレーンの長いアームが林立するJR京

都駅から快速電車に乗った私は、次第に暮れ

なずむ車窓の風景を眺めていたのでした。電

車が大阪を過ぎ、武庫）IIに架かる鉄橋を渡る

と、線路の両側には、屋根に、地震で落ちた

瓦の代わりに青いビニールのシートを被せた

民家が多くなってきました。やがて電車は住

吉の駅に到着しましたが、此処の駅舎も地震

で受けた損傷は大きく、エスカレータは止まっ

たままで、階段も改札口も、すべて急持えで

した。そして、その頃のJRは、未だ住吉以西

が不通で、大阪方面から来た電車は、此の住

吉駅で折り返し運転を余儀なくされていたの

でした。その急持えの改札を通って、車で出

迎えてくれるという「・・・支援の会」の被災

地での支援活動のコーディネーターをしてい

る矢崎青年を待つ間、辺りを眺めていた私の

眼に入った一つの光景。それは駅前の街灯の

仄かな光に照らし出された、傾いて今にも崩

れそうな4階建てのビルでした。おそらく震

災前のそのビルには、企業の事務所や、飲食

店などがテナントとして入っていたに違いあり

ません。しかし、地震の発生から2ヶ月近く経

ったその時、その傾いて焼け爛れたビルの窓

には、 一つの灯も見出せず、ただ、夜空の一

角を遮るコンクリートの塊が、そこに、今や取り

壊されるのを待つばかりとなったピルの存在

を示しているのでした。

その夜は、神戸学生センターに泊まった私

は、翌日の朝、上田牧師の案内で、神戸学生

センターからほど近い、避難所の一つ神戸市

立六甲小学校を訪ねました。その途中で、電

動車椅子に乗った脳性麻痺の男性と出会い

ました。彼も今回の震災で住んでいた家屋が

焼失して、避難所での日々を余儀なくされて

いるそうですが、頗る元気で、初対面の私に

も、被災した当時や、避難所の様子などを語

ってくれました。

こうして訪れた六甲小学校の校庭は、整然

とした都会の学校のグランドがもつイメージか

らはほど遠い、アメリカの開拓時代の西部の

街を思い出させる、雑然とした雰囲気が漂っ

ていました。上田牧師の説明によると、地震

の発生直後に避難所へ身を寄せていた人の

多くは、自力での生活の再建を目指して、

次々に避難所を去り、残っているのは身より

のない高齢者や、障害者などで、その多くは、

地震以前から、年金をはじめ、いわゆる福祉

制度の下で生活していた人たちだとのこと。

確かに、校庭の一角に焚かれた大きな焚き火

の周りに屯しているのはほとんど高齢者でし
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た。その校庭の別の片隅では、何処かの禅宗

の寺から来たと思われる何人かの青年僧が、

紺色の衣の裾を絡げ、額に玉の汗を流しなが

ら、湿かい豚汁の炊き出しをしているのでし

た。また、その校庭には、ピニールのシートや、

ダンボールなどを寄せ集めて作った幾つかの

雨風を防ぐ小屋が出来ていましたが、そうし

た急持えの小屋が建ち並ぶ六甲小学校の校

庭の風景と、その学校からは北の方角、六甲

山系のその山麓に建ち並ぶ、地震の被害を最

小限に止めた瀧洒な高層マンションの建物と

の間に、奇妙なコントラストを感じたのは、単な

る私の錯覚だったのか！

● (3)得’ の纏貫Iこついて
マスコミが伝える処に拠ると、今回の地震で

最も被害が大きかったのは、第2次世界大戦

後の戦災の復興や、 1960年代の初頭に時の

宰相池田勇人が打ち出した所得倍増政策に

基づいた、高度経済成長期の頃に宅地化さ

れた地域で、そこには、日本の敗戦に伴う中

国東北部の、旧満州などからの引揚者や、職

を求めて地方から出てきた、当時は「金のタ

マゴ」としてもてはやされた若年労働者が多

く住んでいました。ハイカラな街神戸を底辺

で支えズきたのも彼らだったのではないかと

思いますが、こうして身を酷使して働いて高

齢に達し、事故や病気などで障害を持った彼

らを襲ったのが今回の阪神大震災ではなかっ

たかと思います。

私は、震災前の神戸を何度か訪れ、京都や

大阪とは趣の異なるハイセンスな街の印象を

深くしていました。 三宮から元町にかけての

長いアーケード街。異国情緒に溢れ、餡鰻の

美味しかった中華街。そして六甲の山頂から

眺めた夜景など。そうした思い出のある神戸

の街が、例えそれが一時的にせよ、今回の地

震で大きな痛手を蒙ったのでした。地震の発

生から2度目の秋を迎えようとしている今、被

災地神戸は復興の途上にあり、何年か後には、

以前にも増してハイカラな街になるに違いあり

ません。しかし、今も尚、 5万人のも高齢者や

障害者が、仮設住宅での日々を余儀なくされ、

更にその仮設住宅に住んでいる高齢者の孤

独死が相次いでいるという現実。そうした現

実を差し置いて神戸の復興を語るのは無意

味ではないかと私は思うのです。

何れにしても、地震の発生直後から、被災

地での支援活動を続けてきた私たちの「被災

『障害』児・者支援の会」も、今年の8月末に

は、現地での活動拠点を引き上げ「・・・支援

の会」としての活動を終えました。此も揮に、

私たちの「・・・支援の会」の呼びかけに応え

られ、全国各地から、いち早くボランティアと

して被災地に赴かれ、支援活動に携わられた

方々。そして、資金面での御支援を惜しまれ

なかった多くの団体や、個人の皆様方。また、

事務局の置かれためぐみホームでの通信発送

の作業などを手伝ってくださった人々。こう

した多くの方々の様々な形での真心の賜と

「・・ ・支援の会」の事務局会議の末席を温め

る者の一人として、感謝の念を新たにしてい

る次第です．
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4 中西昌哉 （ベテスダの家）

.... =-ク”...：
今、95年の3月26日に開かれた支援の会

「活動報告会」の資料を改めて見ている。

その中には、支援の会事務局が行った各賛同

団体へのFAX通信が束ねられている。 1月2

0日に発足してから約2ヶ月で計28回行っ

た。

そのFAX通信を見ると、そのころの様子が

今も鮮明に思い起こされる。ここではこれま

での事務局会の記録や「支援の会たより」を

もとに活動を振り返ってみたい。

・置II(1)III・
テレビの画面を通じて知る大震災の状況の

中で「障害を持っている人たちはどうしてい

・るのだろう。」一そんな思いで開かれたのが

第1回の事務局会議である。集まったのは京

都で「障害」児・者と共に活動する民問のグ

ループや団体の幾つかであった。その場で物

資の提供、人員の派遣、京都への一時避難受

入れなどが話し合われ、ささやかではあるが

とにかく出来ることから、被災された「障害」

児・者の方々への支援活動がスタートした。と

はいえ、この段階では情報収集であった。被

災現地で情報交換されていた「障害」者グル

ープ（個人）のFAX通信を支援の会にもお願

いしたところ、毎日、ワープロ打ちB4版4~5

枚の通信が送信されるようになった。中には

ハンディゆえに安否の確認すら取りずらかっ

たり、避難所においてもさらに障害者の居場

所がなかったりする様子も伝えられた。第2

回事務局会 (1月24日）、第3回事務局会(2

月3日）では、実際に現地のニードも伺いなが

ら支援を開始している。京都への一時避難は

精神障害者のグループであるニューカトレア

会のメンバー2~3名が来られるようになり、

これはその後、週1回、 一泊程度で継続して

利用されるようになっていく。人的支援では、

西宮のすばる舎にボランティアを派遣し、中に

は長期的に現地の障害者と生活を共にして

頑張ってくださる方もあった。野菜や肉とい

った食品、文具の物資支援も行った。第4回

事務局会(2月9日）までに徐々に賛同団体も

増え（最終的には、この冊子のどこかに記載

されているはず？の通りである）ていった。事

務局会はこれらの団体からの自由な参加の場

とし、協議の上、活動を続けていった。 2月1

1日に神戸市灘区に支援の会の活動拠点が

出来るまでのこの時期を私のまったくの私見

ではあるが、活動の第1期ではないかと思っ

ている。この時期重要だったもう一つのこと

は募金活動である。事務局のあった「めぐみ
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ホーム」の近く伏見区、大手筋などで街頭募

金が行われた。 2月6日には四条河原町角で

募金活動を行い、約70名の参加でにぎやか

に協力を訴えることが出来た。

．暦IItlJIIIIII
活動の第2期は2月11日に現地・神戸学生

青年センターの一室に活動の現地拠点を置い

てから、その年度の3月末までではないだろ

うかと私は考える。この時期は、その後長く

支援活動をさせていただくことになる土台の

形成の時期である。（現地活動拠点は、その

後、日本キリスト教団神戸雲内教会、兵庫教

区クリスチャンセンターと各々がご理解を下さ

って移転したがこの様子については現地活動

報告を参照）第5回事務局会議(2月17日）で

はこの時の様子が報告されている。

「10名位のものが毎日入って活動している。

一時避難場所とか在宅の家庭を訪ねていっ

てチラシ配布を続けている。 YMCAやYWC

Aにも協力していただいてチラシ配布をして

いる。そんななかで、具体的なさまざまなケ

ースが出てきている。かなり難しいケースもあ

って毎日活動が終わった後みんなでミーティ

ングをして対応を協議している。毎日の活動

記録とともにケースの記録も残している。たん

ぽぽの家が回られたところから入浴サービス

の希望者がおられるので受けて欲しいという

要請がある。えんぴつの家からはデイサービ

スを開始するので障害者の送り迎えを手伝っ

て欲しいという要請もある。現地で活動して

いる他の団体とのつながりが出来てきてい

る。」

と記録されている。被災された 「障害」児・者

の方々を支援させていただく活動ではあるが、

そのことを通じてボランティアの問い合わせ

が事務局にも全国から入り、またやって来ら

れて、人の輪が広がってゆくのを感じることが

出来た。

第6回事務局会議(2月24日）では、「灘

区・東灘区の避難所はほぽ8割回った」こと

が報告され、入浴サービスや送迎などが日常

的に行われるようになっていった。

その後、被災地では一時爆発的に増えだ．

震災ボランティア＂も、学生の新学期を前に少

しずつ減っていった。また、他の支援グルー

プも3月末で一応の活動を終了するところが

出始めた。しかし我々支援の会が、出会い、

支援をさせていただいていた、被災「障害」

児・者の方々のニードは年度が新しくなっても

変わらないのだという話し合いがなされ、こ

の活動を4月以降も継続していくことが、第8

回の事務局会議(3月10日）など検討を重ね

て決定された。

この問に「支援の会だより」ははじめ名称

が変わったりしたが3回発行されている。目

的は特に、支援の会にご理解いただいて募金

にご協力を下さった多くの方々にニュースを

通して日々の活動が伝えられるようにするた

めであった。本当に多くの方々が募金にご協

力下さり、開設した募金口座には各地から暖

かいお気持ちがよせられた、 一同これに感謝

し、応えたいと思ったが 「支援の会たより」に

関すれば、その発行回数や内容が乏しかった

のは否めない。
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．屠．のII層・
支援活動は、 95年4月以降、専従者を神

戸灘区の現地活動拠点において続けられる。

実に地道な活動である。詳しい状況は別稿に

なるがまさに、雨の日も、暑い夏も、寒い冬も

ボランティア達は通い続けた。ガイドヘルプ

（送迎）や入浴のほか、時々訪問して話し相

手になるのも活動だった。 (96年1月に、その

時点で継続している支援の対象は72名であ

ることが事務局会議でも明らかにされた。） ボ

ランティアも長時問関わる人が中心となり被

災された方の様々な悩みを受けとめるように

なっていった。事務局会議でもそれらを少し

でもシェアーしようと心掛け、時には、現地拠

点にて会議を開くこともあった。およそ月に1

回ないし2日開かれた事務局会議はこれまで

に30回数える。支援の会だよりも現地スタッ

フが担当するようになりボランティアの似顔絵

イラスト入りの楽しいものになった。

.樋:II(1)IIル
そして96年の4月より現地にて新しいグル

ープが誕生したのを期にこれまで支援の会の

現地活動をこれに引き継ぐ決定が第30回事

務局会議(5月31日）でなされた。この経過と

今後の方向性、そしてまた我々支援の会がこ

れまでの経験を通して学んだことや総括はき

っと他の人の文章に詳しいことと思う。

以上 「支援の会たより」担当者として、私

自身は京都の一時避難受け入れや、被災地

支援活勁にはほとんど参加できず、ただ事務

局の末席を汚したにすぎないが報告をさせて

いただきます。支援の会を通じていろんな方

と出会いの場が与えられましたことを感謝し

ます。ありがとうございました。
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京都市民福祉センター ＊谷洋一

駈二三/三尺□讐□戸二主三圏日
思い起こせば、あの震災 中核を担ったのが、「障害」 さて、その後の活動にお

の直後「障害のある人達は 児 ・者に関わる京都の本当 いて私ども京都市民福祉セ

どうしているのだろう」 「私 に小さな民問団体ばかりで ンターとしては、初期の 2月

たちに支援できることは」と あったことである。 から 3月にかけて臓員の福

の想いをもって最初に集ま この背景には、京都で「障 土を現地コーディネーターと

ったのは 1月 20日のことで 害」児・者に関わる民間団 して派遣した。彼女の働き

あった。その時点で賛同団 体の「ネットワーク」が 2年 が、初期の現地事務局の確

体はすでに 16団体を数え、 ほど前から形成されており、 立に少なからず寄与できた

l募金活勤をする。 2.人材 数ヶ月に 1回ぐらいの割で と確信している。ただ、その

派遣をする。 3．京都に避難 各施設を回り、活動の分か 後私どもは法人の社会福祉

されてきた方の一時受け入 ち合いと交流がなされてき 法人化の作業に追われ、継

れをする。の 3点が確認さ た。施設同士というよりむし 続的に関われなかったこと

れ、翌21日より 2月 5日ま ろ人と人の「連なり」が、今 をお詫びしたい。

での問に計 7回の募金活動 回の迅速な対応を生む茎盤 現地での働きを、 「支援

が精力的に取り組まれた。 となった。 の会兵庫」が引き継いで担

このきわめて迅速な対応 「ネットワーク」における交 ってくださっていることに感

が出来たのは、もちろん事 流とは、平たく言えば、共に 謝申し上げたい。この報告

務局を担ってくださった、め わいわいと酒を飲み飯を食 書をもって京都での 「支援

ぐみホームの多芸先生、広野 らうことである。つまりこの の会」の活動を閉じることと

さん、そして機勤力のある愛 事により、日頃から共にわい なるが、今後共この「支援の

隣館の乎田さんなどの尽力 わいと酒を飲み飯を食らう 会」で広がった「ネットワー

に負うところが大であった。 ことがいかに重要であるか ク」に連なっていきたいと願

ただ注目すべきは、この会の が、実証されたわけである。 っている。
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「丞一考--P-”立を輝の女合主ク I 

ぁ：：勤；し；三三三：；：
地震が甚大な被讚を出していることは、テレ

ビの報道で初めて知った。テレビはヘリコプタ

ーから、被害の大きさを絶叫口調で伝えてい

た。けれど・・ ・。［あの炎の中に、私の関わる

『いこいの場』に来たことがある人がいるの

だ」とひとりひと況の顔を思いうかべてみた。

すると、「他人事でよない」という気持ちにな

って、電話やハオ済を被災地にいる「知人」

に送り続けた。でし、電話が通じたのは18日

の早朝がやっとだった。つながったのも半分

の人にすぎなかった。「アパートが壊れたけど、

たまたま助かった」「薬がない。電車も道路

も壊れて病院も省けないので、仲問のを分け

てもらっている・ヽ？」電話の向こうの状況を

聞いたが、どうし℃いいかわからない。

その晩、私の教会の牧師で、めぐみホームの

所長をしている多芸さんから電話が入る。

「被災した障害者の支援を私たちはするべき

だ」と。

翌日、その準備をしていたところに「Tさん

がもう限界だ。すでに、そちらに向かってい

る」と神戸から電話が入る。「支援の会」の

結成が決まるや、会議を抜け出して、教会で

Tさんの到着を待った。これが、被災「障害」

児・者支援の会の「京都一時避難」の始まり

だった。

「一時避難」に10人の人がいろいろな形で

きて、ひとときの宿を取り「休養」しては、ま

た神戸に戻って行かれた。京都に住まいを決

めた人もいた。その後、不慮の事故でなくな

った方もいた。「あの地震さえなければ」と悔

しい思いをした。「支援の会」ではよく、障害

者を取り巻く地域の人間関係が壊されたこと
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が一番つらいことだ、という言葉を聞く。精

神障害者にとっても、避難所やその後の仮設

住宅・公営住宅は、それぞれが、つらい新し

いスタートだと話を聞く日々・ ・・。

一時避難には、さまざま人が支援者として

加わった。障害者、とりわけ一時避難の主要

な利用者の精神障害者と一度も出会ったこと

の無かった人も、「一緒に宿をとる」「同じ時

問を過ごす」という大事なお手伝いをしてく

ださった。驚くことに、その人たちの半数以上

が、現在精神科の診療所や作業所で働いて

いる。「支援する」のは一方的なことではなく

それぞれの自分の人生との新しい出会いで

もあった。

被災地の状況はいつも新しい課題を持って

いる。京都の支援の会が神戸に引き継がれた

とき、京都一時避難（というより、 一時休養が

今は正しい表現かもしれない）は続けること

が、会議で確認された。また、新しい「始ま

り」だ。

結果として、一時避難の利用者は精神障害

者がほとんどだ。でも、「被災地に孤立して

いる精神障害者を始め多くの障害者がいる」

と、 「休養」に来た方と、今も語り合っている。

「被災」のもたらした問題はまだまだ続くと思

う。また、新しい出会いも、これからあると思

う。

最後に場を提供してくださった教会と、いろ

いろな「出会い」をもたらしてくれた 「一時避

難」利用者の人に、この活動に今も関わって

いる者のひとりとして、感謝します。

◆ （経過輯告）
9昂’99B~5昂19/II璽鑽の暦●）
， 幽都一時避難の始まりについては、
ノ甲、：；項外：口；；二:;:：
形で京都の病院への転院を援助した方がい

ました。その際には、病院のお医者さんやケ

ースワーカーさんにも様々な協力を頂きまし

た。「支援の会・京都一時避難」の活動とし

ては、避難宿泊支援の他、ガイドヘルプ等の

転院の支援が中心でした。震災の直後、現地

の精神科の病院・診療所では、電気・水道も

ない中で患者さんを看ていたり避難先として、

病院の廊下までベッドを置いて奮闘したと聞

いています。

その一方で、被災地から離れた大阪の 「処

遇が悪く、人権侵害の事件が続いている」こ

とで知られたY病院が、自分の病院に患者さ

んを集めるために暗躍し、被災地に積極的に

救急車を走らせているという噂が流れていま

した。噂は現実となりました。 「自分が知らな

い間にY病院が、明日迎えにくると言ってき

た。Yだけには行きたくありません。京都の病

院に転院したい」との連絡が「京都一時避

難」に入りました。多くの方の支援で、 京都の

病院に移ることができました。

避難というよりも、被災地から「休養」の

ために京都まで泊まりに来た人々もいました。
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「障害者」だけでなく、遠隔地から来た現地

ボランティアも休憩に訪れました。

それらの活動と同時に、現地、神戸の「支

援の会」や他の団体との連絡を取り合い、緊

急必要事項として行ったのが「精神医療so

s」の避難所等へのビラまきでした。それは神
戸で避難生活をしていたKさんの次の言葉が

キッカケだった。

「精神障害者は、自分の病気のことを周囲

に云いにくい。避難所を回っているけど、どこ

に相談できるのか…自分の通っていた病院・

診療所は開いているか…そうした情報を何

らかの方法で伝えられないかと思うのだが、

どうしていいか困っている。避難所で、しん

どそうな人を見かけるけれど隅で毛布をかぶ

ってじっと耐えている様子だ。さりげなく『ど

こか体調の悪いところはないですか？』とい

うふうに聞くのがせいいっぱいで辛い…」

ビラは神戸・大阪の「障害」者・自助グルー

プ・人権センター等の団体の協力を得て作ら

れました。全国からボランティアで来ていた各

区保健所の救護センターの精神科担当ドクタ

ーの多くは、私たちの活動の趣旨を説明する

と好意的に受け止めて、連絡先等を教えてく

れました。精神医療人権センター等の情報を

整理して、『あいています！あなたの町の精神

科クリニック』として、被災地で開いている病

院・診療所の名前もビラに書きました。配布

は、被災「障害」児・者支援の会の案内ピラと

ともに東灘区を中心に各避難所で行いまし

た。

現地神戸の支援の会のメンバーと一時避

難に来ている精神「障害」者も積極的に配布

に参加し、入口などに貼らしてもらいました。

十分な効果のある情報伝達方法ではなかっ

たかもしれません。しかし「被災」の現実の

中で、精神科の病は「他人事ではない」とい

う自然な受け止め方で、避難所の方もビラを

貼らせてくれたと思います。交通や情報が遮

断された中で必要な情報を一歩でも、近い場

所に伝えることが大切なときでした。（ビラ配

布の詳細は別項参照）

5月15日には、京都一時避難は長期化す

るという見通しから、ガイドヘルプとして一緒

に宿泊するボランティアのあり方について、利

用している人も含めて話し合いました。 「利

用する側からの要望に応じて、ガイドヘルプ要

否を1週問単位 (2泊3日）で決める」ことに

なりました。

9995年6尾’～ス欝危属び躙嶋

瀑・三暦からの一鵬依．

r 'の病院に入院中で外泊先とし
叩て、 「一時休憩」にくるTさんは、

ノ~ ヽ 「夜問の不安発作を抑えるのには、
誰か安心して一緒にいられる人がいれば助か

る」との希望から、ガイドヘルプをローテーショ

ン組んでする事にしました。ガイドヘルプの基

本姿勢は「いっしょにすること」「一緒に居る

こと」で、食事の用意や買い物を一方的にす
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るものではない、ということを柔軟に繰り返し

話し合ってきました。

民間の避難所から一時休憩にくるKさんは

「ひとりでそっとしておいてほしい」という希

望があり、 Kさん一人の時は、ガイドヘルプも

入れないよう柔軟な形を取りました。

後に仮設住宅入居後も「一時休養先」とし

ての京都の必要性が問われることになります。

仮設住宅での新しい人間関係、薄い壁などの

環境等を考え 「息抜きの場」として一時休憩

は続きます。同時に、おふたりからは 「自分た

ちだけでやっていきたい」という希望を出さ

れたので、要望があればガイドを付けるとい

う形にしました。

ガイドヘルプには、多様な人々がかかわり

ました。基本姿勢をはずれて、自分勝手な押

しつけの支援をしない人ならばだれでもガイ

ドはできました。このことを通して、 「精神障

害」者の 「介護」は専門の知識などよりも人

間同士の常識的な対等な関係づくりから始ま

ることを、私たちは教えられたのでした。

被災地から京都までの交通費支援は、 当

初 「安心して、休養にこられるように」という

目的で、被災した 「障害」者の支援の一つと

して （延べ31回）行われました。ガイドに入っ

たボランティアと一時避難を利用した人々と

の交流会も7月と9月に行われ、基本姿勢の

確認等を行いました。

9 996年4用から（偏麟住零・

公鬱佳零からの局’‘'）

ガ ：ロビの難会要：ま二;<;t：三
の「いこいの場」を同じ建物でしていたので、

そのいこいの場の利用者・スタッフと一時休

養利用者との交流は続きました。具体的には

神戸・西宮と京都府との間の情報交換が自然

発生的に始まりました。神戸の状況を、 生の

言葉で直接に、支援の会の周辺にいる京都の

「精神障害」者は聞くことができました。ガイ

ドヘルプにかかわった人たちで、いこいの場

や精神科診療所を働き先として選んだ人も

いました。

そうした一方で、公営住宅への入居が震

災からまる2年たっても、決まっていない一時

避難利用者の現実が今もあります。公営住宅

は、本当に安心して「障害」者が住める、人

間と人間のネットワークがある 「地域」なの

か・・・、壁が厚くなって、夏冬の電気代、すき

ま風の音に悩まされなくなることだけが 「安

心できる住居」なのか、という議論が一時避

難に関係した人とその周辺から聞こえていま

す。

交通費支援は現在も一時休養を続けてい

るふたりから「自分のためにここに休養にくる

ので今後はいりません」と96年10月に辞退

されました。かっての 「障害」者のネットワー

クに積極的に関わっていかれたり、様々な模
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索をされています。

別項で触れたとおり、京都一時休養は京

都被災「障害」児・者支援の会が兵庫に引き

継がれた後も、継続することが確認されまし

た。いつこの活動を閉じるのかの議論でなく、

今、何が議題なのかを問いながら、また、 自

分たち京都の 「地域」を問い唐しながら、こ

の章をひとまず閉じたいと思います。
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上田啓悟

1995年1月17日私は友 戸に住む障害者のことを心

人の結婚式に出席し、最終 配し、ある人は自分の職業

電車で家に着きようやく眠り を捨て、またある人は学校を

についたその瞬問、震度7の 一時休んでまでこの支援活

阪神大震災が神戸の町を一 動に専念してくださったので

瞬にして地獄の町へと変え す。

てしまったのです。被災「障 あの時から1年半がすぎ

害」児・者支援の会通信の 神戸の町は何事もなかった

第3号に私の体験談を載せ かのように表面上は、はなば

ていただいておりますので、 なしい復興を成し遂げてい

ここでは省略させていただ ます。でも、町の裏通りに一

きます。 歩足を踏み入れれば、多く

私が京都に一時避難した の更地や仮設住宅が建ち並

のが支援の会との出会いで び、そこには復興どころか自

あり、また、全国から駆けつ 分の住む家の再建のめどが

けてくださった多くのボラン 立たない多くの高齢者、障

ティアの皆さんとの出会いで 害者たちが寒い3度目の冬

した。 を迎えようとしています。そ

私は障害者なので、日常生 ういう痛みを私を含め、多く

活の中でも多くの人との出 の神戸に住む人たちは、忘

会いを経験してきましたが、 れかけているのではないで

あの震災の時のような出会 しょうか？最近、障害者団体

いは経験がありません。そ の会議で問題として取り上

れほど多くの人々がこの神 げられていることの一つに、

震災前地域で暮らしていた

障害者が、震災のため施設

に一時的に保護され、そのま ・

ま地域に帰ることなく施設生

活を余餞なくされているとい

うケースが増えています。そ

ういった実体はマスコミにも

取り上げられていません。今

後、神戸に住む障害者とし

てこのような問題にどう取り

組んでいけばいいのかとい

う大きな課題を抱えながら

日々の生活を送っておりま

す。

支援の会であった皆さんと

またいつの日かお会いでき

るその日を楽しみにしていま

す。

口
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尾崎永勝

| rぽつとさせる人向」とは一

ご無沙汰しています。お元気でいらっしゃ

いますか、皆様。僕は一応あるところに就職

し、そこで忙しい毎日を送っています。また

機会があれば立ち寄らせていただこうと思っ

ていますので、そのときは宜しくお願い致しま

す。

僕が被災 「障害」児・者支援の会とほっとハ

ウスを知ったのは、概ね今から1年半ほど前で、

阪神大震災が起こった頃辺りです。震災が起

こり、自分に何か役にたつことは出来ないだ

ろうかと考えているうちにめぐみホームのこと

を知りました。道を歩いているところに目に入

ったのです。めぐみホームのことを知った当時

は、被災地で援護物資の運搬支援や仕分け

の支援、地域の実態調査などを行っていて、

ほっとハウスには関与していませんでした。そ

してその当時、学生時分だった僕の春休みが

終わろうとしていたときに、棚谷さんから、被

災した障害児・者を支援しませんかという電

話が入りました。確かに以前、支援の会に電

話登録させていただきましたが、いざ頼まれ

ると、本当に僕のような何の知識もない人間

が、こんな重要なお手伝いをしてもいいのだ

ろうか、資格、専門的知識が無いとお役に立

てないのではないか、といろいろ不安が募り、

お手伝いをすることに自信がなくなっていき

ました。棚谷さんは電話を通して聞こえてくる

僕の声だけで、あなたなら大丈夫だとおっし

ゃいましたが、それでもなお不安は残りまし

た。お手伝いがそんな容易なものではないと

思っていたからです。しかし、実際、皆様と対

面してみると、棚谷さんがおっしゃっていたこ

とが少しは理解することが出来たように感じ

ます。僕がおこなったことは、お手伝いという

よりは、皆様と一緒に話を交わしたり遊ぶと

いった催し事に参加するようなことだったよ

うに思います。ですから何の気兼ねもなく、

毎回皆様と会うのが楽しみで参加できました。

皆様とお話をし、盛り上がったときはとても心

が充実しました。おそらく僕の心が安らいだ

ときは皆様方も心は安らいでいたかと思いま

す。お互い気を遺うことなく心がほっと落ち

着くことが出来る場がそこにあったと思いま

す。それが「憩いの場」です。僕は人をほっ

とさせる人問を棚谷さんは探していたのでは

ないかと思っています。実際のところ、僕は

皆様に対してあまりほっとさせる場を作ること

が出来ませんでしたが、役不足で申し訳ござ

いませんでした。

僕は一応、ボランティア活動する為にほっと

ハウスに行かせて頂く筈だったのですが、皆

様の期待に応えられない人間で終わり、逆に
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皆様にお世話になる結果になりました。皆様

から教わったことは数え切れないほどありま

して、学ぶところが多かづたと思っています。

未だに消滅しない差別問題、被災地の現状

などについては、よく棚谷さん、高瀬さん、津

田さんなどから話を聞かせていただきまし

た。

僕も勉強不足でよく把握していませんが、

障害を持つ方の現状を見、意見を聞き、それ

らのことを十分に考慮した上で、国が適切な

判断を出すべきだと思います。今の国は、こ

れらの問題を本当に真剣に考えているのか疑

問を感じます。もっとさらに身近な問題として

捕らえなければならないと思います。今以上

に福祉については充実してほしいです。これ

らの問題については、国民一人ひとりがもっと

理解を深め、議論しあわなければなりません。

もっと訴える人の声を聴いて頂きたいです。

そうすれば問題は改善されるはずです。きれ

い事ばかり並べてすみません。しかし、これ

が僕の思った率直な意見です。

ところで、堂本さんは元気でいらっしゃいま

すか。いい詩を今日も綴られているでしょう

ね。津田さんはどうでしょう。一緒にバイクに

ついての話をしたり、レンタルビデオを鑑賞し

たり、買い物をしたりといい思い出が蘇ってき

ます。そのときは本当に楽しかったです。高

瀬さんには人生観について話して頂き、とて

も勉強になりました。

皆様、これからも健康には注意して、お元気

でいらしてください。
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高瀬建三

| 「幻名」ペースて‘‘迄勁 I 
あの日から1年半が過ぎた。

95年1月17日早朝の想像を絶する激震で

外へ叩き出された僕はまだ薄暗いガレキだら

けの路地から広い道へでた。その途中で傾い

たガラス戸の奥から懐中電灯の明かりが揺ら

めいていて貴重品を大声で探し合っている声

や家族の安否を気遣う声が交錯した。緊急

時指定避難所の小学校の前に血を流した人

が多く集まっていた。寒空と余震のもと素足

にパジャマだけの人がほとんどだった。家族・

知人単位で小さく集まってなにやら不安げに

ヒソヒソ話し合い、ポツンと独りの僕に話しか

ける人など誰もいなくてその小学校の正門前

で僕は孤立し、心底、寂しい思いをした。でも、

周りがあれこれ気遣う中、僕は失う物もなか

ったので、いっそ楽だった。

そのまま日頃行き慣れていた「障害」者の

たまり場である六甲デイケアセンターヘ向かっ

た。地割れした道路の家が倒れ込み、ちぎれ

た電線が垂れ下がり、大きな色とりどりの看

板が路上に落ちていた。毎日のように買い物

に行ったスーパーマーケットは1階の店舗部分

が消えてなくなっていた。六甲デイケアセンタ

ーまでの光景は一変して僕は心を揺さぶられ、

気分が不安定なくせに舞い上がってしまって

「今後」のことなど考える余裕もなく「今」が

あるだけだった。変わり果てた町並みを往き

ながら自分が生き残ったことを不思議に思っ

た。

六甲デイケアセンターで何とか落ち着いてか

ら、ガス・電気・水道が寸断された中でジワリ

と現実が迫ってきた。く通院していた病院

は＞＜担当医は＞ ＜服薬していた薬は＞…情

報が何もない中で不安な気分を癒してくれた

のは、被災した 「障害」者を支援してくれた

人々の様々な行動だった。

「精神障害」者（以下「病」者）のためにと

力を貸してくれた人々がいたのは正直驚いた。

その人々と共に避難所回りしたり、電話連絡

を取り合う中、僕のような者にも何かできる

という一つの大きな信念が湧き起こった。で

もその後、がんばり過ぎたこともあって、腰痛、

風邪、皮膚ヘルペスを病んで近くの病院で点

滴を受けながら這うようにして動いた結果、

抑ウツ症状の悪化で寝込んだ。この時「病」

者にとって「がんばる」ことが症状の悪化につ

ながることを再認識した。

その間、いろいろあって人問不信に陥ったこ

ともあったが、多くの人に支えられ、今日に至

る。今は仮設暮らしで、個人保証のこと「恒

久住宅」への転居のこと等、問題は山積みだ

がこれまで、そして今も支援してくれている

多くの人々にここで改めてお礼を述べたい。

僕はこれからもゆっくりとボチボチと「病」者

ペースで活動を続けていきます。

変わらぬご協力を。
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1 0 藤井義久

_ .. 』..で-、l:l:I量奎乙ヽ
一時避難は、被災「障害」児・者支援の会

の中ではあまり目立たない活動であったかも

しれません。しかし私自身はその活動を通し

てほっとハウスやめぐみホームを知ることがで

き、自分が大きく変わった点で、大変よかっ

たと思っています。

昨年の阪神大震災は、私の通っている大学

が神戸市内にあったことも関係して、何か自

分ができることはないかと、内心奮い立つ思

いがしました。そんな折り、広野さんが、私の

行っている宇治教会で被災「障害」児・者支

援の会が発足したことを告げ、牧師婦人に相

談した結果、メンバーの一人に加えていただ

くため、めぐみホームに電話し、その翌日広野

さんからホットハウスでの一時避難の仕事を依

頼されたのでした。ほっとハウスに始めていっ

た日は、連日阪神大震災の話でもちきりだっ

たそうで、私がつまらぬ話をし出したところ、

話題が変わってよかったと棚谷さん（ほっと

ハウスの専従）に褒められて、少し変な気がし

ました。

その後しばらくは月、金の週2回行くように

なり、 1月末には棚谷さんと愛隣館の平田さ

ん、ご自身が被災された上田さんと同行して

東灘の六甲デイケアセンターまで行き、実際

に起こった震災のすさまじさと復興、救援の

困難さを見て、がくぜんたる思いに駆られま

した。そのころから、被災された「障害」者で

あるTKさんやTTさんが一時避難にこられ

たと思います。彼らの夕食は棚谷さんが準備

され、私は一緒にカラオケに行ったり、語り合

ったり、寝たりといった具合で、お世話したと

いうよりつきあったといった万がよいかもし

れません。むしろ、冒頭でも書いたように、彼

らから私は「障害」について、「障害」者につ

いて多くのことを学んだのです。そして同時

に私が持っていた精神的苦痛が、彼らとつき

あうことを通して軽減されていったのでし

た。

私は教会に通うようになってもう20年にな

りますが、その問何回か精神に疲労がたまり、

神経症的症状を訴えることがありました。最

近7年間はずっと精神科の病院に通っており、

今年の3月には検査入院もしました。発病の

最初が16オですから、結構病気のベテランの

部類にはいるかもしれません。しかし、実は

昨日も発作不安におそわれ、トンプクを飲ん

でなんとか治めることができたような次第な

のです。こんな私が最近は少しずつ快方に向

かっていることは、ほっとハウスの出会いがな

ければ、ありえなかったでしょう。また私は信

仰上の問題から長年通い続けた京都市内の

支援の会 41



ある教会を離れ、今の教会に移ったのですが、

もし教会を移らなかったら、広野さんとも知り

合うこともなく、ひいては被災「障害」児・者

支援の会にも縁がなかったと思います。私の

， ァ
.-. 

・・ ふ

』や：:--:1、い→ふ｀•: 自 ' . 1、9 ●-9i賣：
l ＇ 兄 ・ヽ:t.¥.5 ; 1.． ヽ • .. 

-・ ・-'......' 匂畔

場合病気と信仰は、私の人格に深く結びつい

ており、切り離すことはできません。これから

も長い目で見て教会やほっとハウスとつきあ

っていきたいと思っています。

・ -‘,. 
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第 3章

1 1 

＜経立堡2
1月20日に「被災『障害』児・者支援の

会」が発足して以来、物資支援、街頭募金活

動、京都一時避難受け入れ、西宮の作業所

支援などの活動を展開してきた。 活動を続

けていく中で、現地での被災された 「障害」

者やその家族の方々の状況把握は、他団体

から送られてくるFAXに頼る以外になかった。

その情報だけでは、きめの細かい支援活動が

展開しきれないとの考えから、現地に拠点を

おいて活動をすることが2月9日の事務局会

議にて決定された。

撼災躙熾

一での酒動

矢崎和彦・平田義

どこに現地の拠点をおくかの決定について

は、奈良「たんぼぽの家」がすでに、神戸市

の各避難所を回って状況の把握と被災「障

害」者のニーズの掘り起こしにいち早く着手

されていたが、神戸市が東灘区から須磨区ま

での東西に広範囲にわたるために中央区から

西を「たんぽぼの家」、灘区、東灘区を「支援

の会」が引き継ぐこととなった。

そこで、灘区にある「神戸学生青年センタ

ー」の一室をお借りして現地の活動を展開し

ていくこととなった。その専従者には、北海道

の「べてるの家」から長期ポランティアとして

派遣されてきた藤原かおりさんが、 2月の末

までその任にあたり3月からは「京都市民福

祉センター」の福士友子さんが、その後を引

きついだ。また、現地責任者には、事務局か
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ら平田義が担当することとなった。
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月日

※一週朋翌勾57.7伴

現地での活動の第一歩は、各避難所を回

り「支援の会」のピラ（※資料 1~3頁参照）

と、精神 「障害」者の方々の不安をとりのぞ

くことの一助として「精神医療sos」のピラ
（※資料4頁参照）を掲示することから始まっ

た。行政から得た避難所リストにしたがって、

灘区、東灘区の避難所を、片っ端から一つづ

つ回っていった。しかし、リストにある避難所

はすでに閉鎖されていたり、リストにはのって

いない所にも被災された方々が避難生活を

おくっておられたりと、日々の活動の中で、行

政のもつ情報の曖昧さが浮き彫りにされてい

った。全国から支援に来られた多くのボランテ

ィアの協力によって、この酷寒の時期にもかか

わらず、 2月末には、ほぽすべての避難所を

回ることができた。

避難所を回る中で、数多くの被災された

「障害」者とその家族に出会った。それぞれ

が、震災前においても様々な困難な状況を抱

えながら生活をされてきたが、被災によって、

より一層困難な状況に追い込まれていった。

我々の活動は、できうる範囲で彼らの今の生

活が安心して守られていくこと、また、今後の

地域での生活の再建に向けてのフォローが成
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しえるようにと展開された。その中で、避難

所における 「障害」者の生活がいかに困難な

状況で問題をかかえていることが多々あるか

が露呈されていった。

一例を挙げるならば、 「障害」者が利用で

きるトイレがない、段差があるために移動が困

難、集団生活に馴染めない知的 「障害」者や

精神「障害」者への配慮がなされていない、

仮設風呂や自衛隊の風呂は「障害」者が利

用できないなどの問題があった。

②入浴サ一ピス
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2/12-18 2/19-25 2/26-3/4 3/5-3/11 3/12-18 3/19-25 3/26-4/1 

月日

※一週間平均6.7件

避難所を回る中で、避難所での入浴が困難

な方を、神戸学生青年センターのお風呂を利

用させていただき、入浴サービスを実施した。

送迎、介護についても、必要に応じて提供し

た。この時期、一般の家庭においてもガスが

復旧していなくてお風呂に入ることがきない

「障害」者も多数おられた。そのような方々

についても、随時、希望に沿ってサービスの提

供を行った。「支援の会」の入浴サーピスと

出会うまで、震災後一度も入浴されておられ

ないような方も多数おられ、具体的な支援の

働きとして大きな意味を持っていたと言えよ

う。
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この時期、公共交通機関の復旧がなされて

ないこと、道路がガタガタであったこと、つぶ

れた家屋などで道がふさがれていたことなど、

私たちにとっても移動することは大変困難な

状況であった。そんな中、車イスを利用され

る「障害」者や、知的 「障害」者の方々にとっ

ては、外出することや授産所等に通うことは

不可能に近いことであった。そのため、社会

福祉法人神戸聖隷福祉事業団愛生園、友生
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月日 (1995年）

※のべ‘総数501人
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アの車などを利用しての、送迎、ガイドヘルプ タ食であった。夕食だけはほとんど自炊をし

サービスのニーズが多かった。 ていた。学生センターの炊事場をお借りして

(3)ポランティアの動き

現地事務所を設置後、 「支援の会」賛同団

体のネットワークを通じて、全国各地からボラ

ンティアが次々と集まってきた。京都の事務

局には毎日のように新しいボランティア希望

者からの問い合わせが殺到し、人の手配にお

われ混乱をきたす程であった。 3月の初めに

は最大25名ものボランティアが活動し、21名

が学生センターの一室で宿泊する大所帯とな

った。

学生センターでのボランティアの一日は、朝

一斉に起き出すとまず寝袋と下に敷いていた

カーペットを丸め、各々が朝食を取り、専従と

今日の活動の確認をしてそれぞれ動き出す。

2、3人がひと組となり早い人で朝8時くらい

から徒歩やバイク車で勁く。事務所と連絡を

取りながら夕方5時くらいをめどに帰ってくる。

そしてそれぞれの活動の報告書を記入し、全

体でのミーティングを行う。 一人一人がその

日に出会った人たちの様子を話し、情報の共

有を行う。そこで、なんらかの課題がでてく

れば、専従者を中心に解決に向けての取り組

みがなされていった。各々が、 一日の活動を

通じて感じる様々な思いを熱く語るために、ミ

ーティングが時には数時間に及ぶこともあっ

た。

なにより楽しみだったのがミーティング後の

全国からの手料理を満喫できた。いつの間に

か新しいボランティアが入ってくると夕食を作

らねばならないという慣習ができてしまい新

しく人が入ってくる度に楽しみにしていた。そ

して夕食後にはどこから出てくるのかビール、

お酒が並ぶボランティアー人一人が一日の

活動のなかで感じたさまざまな出来事、思い

をみんなで分かち合った。そして、夜も更け

てくると、カーペットを敷いて、学生センターか

ら毛布をお借りして徐々に部屋の奥から寝袋

が並んでいく。 （寝るタイミングが悪く、最後

にスペースがなく朝まで起きていた人もいると

いうエピソードもありましたが）専従だったニ

人のFさんは共通して片手にビールをもち、も

うひとつの手でペンを握り一日のまとめをし

て最後に寝ていた。

9'戎巧炉；·.C•­

. 、、芳•冷；羞．．、／． 、.,.,・/ . ・ ‘‘. -
＜ 
ぷ；ぉ：和

e 

支援の会 47



く経過＞

3月末をもって撤退を決めていくボランティ

アグループが数多い中、「支援の会」は事務

局会議によって、活動の継続を決定した。 4

月になって、被災された方々のニーズが減少

していくことは考えられないどころか、問題の

多い一般仮設住宅や高齢者・障害者専用の

地域型仮設住宅に移ることによって、より一

層支援の必要な方々が増加していく傾向にあ

ることが明白であったために、今の時期に現

地事務所を撤退することができないと判断し

たのである。

現地事務所開設以来、お借りしていた神戸

学生青年センターの一室も、センターの通常

業務に使用するために、他のボランティアグル

ープと共に別の小さな部屋に移らねばならな

いことになった。しかし、その部屋では、活動

後のミーティングもままならないことから、新

しい事務所を探すこととなった。幸いにも同

じ灘区の神戸雲内教会の仲本幸哉牧師が事

務所にプレハブと宿泊に地下室を提供してく

ださることになり、 4月3日に現地事務所を移

動することとなった。この時期の主な活動内

容は以下のとおりである。

1、一般仮設について（資料参照）

仮設住宅には入居優先順位というものが

あって （資料）優先順位に従って抽選で決定

された。第一次の募集は1/27で2月末ごろ

から入居が始まった。

支援の会で関係している方たちは、特に優

先順位が第一位であったので、みんなすぐに

当たるだろうと思っていたが、かなり厳しい

状況であった。なぜなら灘区、東灘区は特に

被害が大きかったので、家を失った方も他の

地域と比べて多かったこと。また仮設住宅を

建てる場所も少なかったこと。自分の地域を

捨て、全く知らない遠くの仮設に移り住むこと

は高齢者、障害者だけでなく誰もが敬遠し、

灘区、東灘区の仮設住宅の倍率は数百倍に

なっている所がほとんどだったことなどが主

な理由であった。そのような状況の中で、避

難所での生活からいち早く脱出を望む方々

は、北区、西区の倍率が低いが、遠くの仮設

にしょうがなく移っていく方々もいた。

【一般仮設住宅の問題点】

この仮設の最も大きい問題はすべて同じ造

りになっていることだ。つまり、被災した個々

の家庭の事情に関係なく、健常者が最低限生

活できるであろうと考えてつくられた仮設で

ある。高齢者、「障害」児・者の住居を前提に

していないため、以下にあげたようなような

様々な問題が生じてきた。

支援の会 4S



・段差がきつい（部屋の間の移動が困難）

・風呂、トイレが狭い（ほとんどがユニットバ

ス）

• 世帯人数の差（一人暮しでも、家族7人

でも）にかかわらず同じ住居

• 仮設の周りは砂利で覆われているため車

椅子が押せない

隣との壁が薄く、プライベートが守りにくい

ため障害の有無にかかわらず自分のペー

スで生活できない。

• 一つの場所に対して仮設の数が多く、自

分の家がどこにあるのか解りにくい（夜に

自分の家がわからずさまよい凍死したと

いったケースも）

郊外の仮設に移った方はもともと人が住ん

でいなかった土地に仮設住宅を建ててあるた

め更に

・医療、保健、福祉サービス等を含む公共機

関が周辺に少ない

•交通の便が悪く、買い物すらも遠くまで行

かねばならない

以上のことにより新たな人問関係、近隣、

地域との関係がうまくいかず、そのための情

報提供や相談所に欠けていた。私たちが授

産施設への送迎を手伝っていた知的障害が

ある方の隣から、「壁を叩いたり、奇声を発し

て非常に困っている。何とかしてくれ」と福祉

事務所に苦情が届いた。そのことによって、

・・'. 

本人が暴行を受けたことも聞いた。ケースワ

ーカーと家族の相談で、入所施設に入ること

を余綾なくされ、家族がバラバラで生活せざ

るを得なくなった。このようなケースはここだ

けの話ではない。仮設住宅の構造によって起

こるトラブルは仮設で暮らしていく限り続く。

2、地域型仮設住宅について

特にこの時期に「地域型仮設住宅」の建設

が始まった。地域型は高齢者、障害者用に建

てられた仮設住宅で、共同生活の寮形式であ

る。相談員が常駐し、仮設生活の相談、行政

との連絡等を行う。

この地域型の話を初めて聞いたとき、支援

の会のメンバー数名で神戸市民生部の復興

計画担当者にこの仮設について話を聞いた。

趣旨としては 「避難所において、身体的、精

神的に虚弱の状態にある高齢者、障害者等

並びにその家族を対象に、従前の居住地から

近い地域での生活を基本にし、早期に生活改

善を図るとともにケアを含めて避難市民が安

心できる対応を行う」といったもので、担当

の課長さんも意気揚々と語ってくれました。

ところが期待していた内容とは程遠いものと

なっていた。（資料P5参照）
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゜4/2-4/8 4/9-4/15 4/16-4/22 4/23-4/29 5/7-5/13 5/14-5/20 5/21-5/27 5/28-6/3 6/4-6/10 月日 (1995年）

※のべ総数112人

【地域型仮設住宅の閻題点】

震災前に生活していた地域で住むことが

できるといった大きな利点はあったが、実際

にできたものを見に行くととても障害者、高齢

者用の仮設住宅として満足のいけるものでは

なかった。

・相談員は月曜～金曜の9:00--17:00

しか常駐しない（当初は24時間常駐の

ケアつき住宅にするという話だった）

•原則として一世帯につき四畳半もしく

は六畳の一部屋（募集人員が少なかっ

たため、夏以降5人家族で二部屋入れた

ところもある）

・部屋に入るドアがスライド式の左右に開

くドアではなく、車椅子に乗ったままでは

入りにくい前後に開閉する引き戸

•お風呂は「入りやすいように浴槽を掘

り下げた」といっておられたが、狭いだけ

ではなく、かなりまたがなければならない

構造

・トイレも16世帯に3つ、しかも身障者用

トイレが1つだけといった構造（後にひと

つ付け足した）

以上のように仮設全体の構造の不備により、

生活上かなり困難な部分が見受けられた。ま

た、支援の必要な高齢者や障害者だけを集

めることによって、避難所でみられたお互い

が助け合って生きていく形態が奪われていっ

た。しかし、避難している人にとったら避難生

活と比べて選択するしか方法はなかった。ど

ちらが住みよいかではなく、まだましかといっ

た選択である。仮設住宅ができた当初は「と

ても住めない」といった声が多く、応募が少

なかったが、これ以上のものができないとわ

かると徐々に入居していった。六畳ー問に家
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族4人が生活しているといった話も聞き、い

かに避難生活が厳しいものだったかを想像さ

せられた。

3、送迎＇、ガイドヘルプ

この時期一部の電車の路線はまだ復旧し

ておらず、施設等に通所している方の車での

送迎活動も継続した。 一般の仮設住宅は、な

かなか希望する所には入れなかったため、

少々離れた仮設からでも時間をかけて通所

しなければならなく、送迎する方の負担は

益々大きくなった。

仮設に移り住むということは、通所されてい

る方だけでなく、定期的に病院に通院されて

いる方にも大きな影響を及ぽした。特に高齢

の方は、近くの病院に移らず、少々離れてて

も今まで通っていた病院に行きたいという人

が多かった。老夫婦で車椅子を奥さんが押し、

一日がかりで数ヵ所の病院を回る、しかも週

3回以上といった方もおられた。そのため、病

院への送迎が増えてきた時期でもありまし

た。

4、入浴サービス

学生センターでは引き続きお風呂をお借り

することができた。そのため、入浴サービスも

継続して実施することができた。

この時期にはガスもすべて開通していた。さ

らに仮設に移られる方が増えていくと、徐々に

入浴を希望される方も減ってくると予想した。

そのため、学生センターでの入浴は、週3日、

午後のみとなった。しかし、仮設のお風呂が

胃~墨躙園畔9
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(1995年）

※のべ総数62人、 1週届7平均6.9人
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あまり良いものではなく、実際のところは遠

くの仮設に移られた方、視覚障害がある方以

外に変動はなかった。さらに、ディサービス、

老人ホーム等の各施設での入浴も、震災前の

状態に戻るにはかなり時間がかかるとのこと

だった。 一方で、公的な入浴サービスの申請

の手伝いや相談も同時に進めていった。しか

し、異性の家族による介助ができる入浴サー

ビスもほとんどなかった。学生センターでの入

浴は家族に開放することができたので、そう

いった公的なシステムの枠から外れた方々が

利用することも多かった。

5、ポランティアの動き

4月に入ると、春休みが終わり、大学生が

動きにくくなったため被災地におけるボランテ

ィアの人数も一気に減った。また、何でもやる

ことがあった時期が終わり、訪問活勁を筆頭

に、全ての活勁において定期的で確実に動け

るボランティアが必要とされる状況になってき

た。

そのため、今までのように入れ替わりが激し

かった形でなく、泊り込みでは一ヵ月以上の

ボランティアを、また通ってこられる方は週l

回以上で定期的に来て頂ける方を募集した。

支援の会でも一日に動くボランティアがひと

桁に減った。まだ地元のボランティアがなかな

か勁ける状態になっておらず、定期的、また

長期的な活動をしていくには厳しい状況が続

しヽた。

IンJミジシ ゾイフ-,j£-父|
表

60.. 

ー4
 

i

上

1
.
'F
,

0

0

 

5

4

 
I

I

1
i

ーー
：．，
．

3
0
2
0
 

件
数

く・・・ •), . 47・ 

40 

10『
0 ~-一i四叩炉砂， L, 臼咋れ釈ゞー上凸醗訟叫 1 にポ心ヤi l
4/2-4/8 4/9-4/ I fi 4/ 16-4/22 4/23-4/29 5/7-5/ 13 5/ I 4-5/20 5/21-5/27 5/28-6/3 6/4-6/ I 0 

(1995年）

※のべ総数371人

支援の会 52



＜経過＞
4月から現地事務所としてお借りしてきた神

戸雲内教会が、震災の影響で建て替えること

になり、新たに事務所を探さなければならなく

なった。事務局会議の中で、アパートを借りる

話が持ち上がったが、今だに仮設住宅にも入

れずに避難所で生活されている被災者がお

られる状況の下で、被災者を支援する団体が、

アパートを借りて活動をするわけにはいかな

いであろうとの判断により、どこかの施設の

ー室をお借りするしか道はないと考えた。日

本キリスト教団兵庫教区に灘区、東灘区の教

会や付属幼稚園などの部屋の借り入れをお

願いしたが適当な場所が見つからなかった。

そこで、期限付きではあったが、兵庫教区事

務所の建物の地下倉庫を事務所として提供

できるとの申し入れがあり、そこを使用させて

もらうことになった。また、宿泊所は兵庫教区

事務所の和室を使わせていただくことになり、

畳の上で蒲団を敷いて寝ることができる今ま

でにない快適な空間を確保できた。その後、

支援の会の活動を兵庫教区伝動部各種伝道

委員会の中に位置付けていただき、兵庫教区

事務所の使用は支援の会が続くかぎり可能に

なった。兵庫教区のご厚意により、この時期

は、安定した活動が展開でき、支援の会・兵

庫の活動へとつなげていくことになった。

「地域へ」他屈はとのつながリ

神戸入りした直後から他団体と連絡を取り

合って活動を続けてきたが、この時期から特

にその関係が深まっていったc 各区にボラン

ティアセンターが設置され、様々な情報が集

まりはじめた。特に灘区においては月2回の

連絡会議をもち、それぞれのボランティア団

体における特徴、今後の方向性を確認しなが

ら活動を進めることができた。また、東灘区に

おいてもボランティアセンター専従者とまめに

連絡をとりながらの活動であった。

特につながりがあった

ポランティアfilJ体
• 仮設改善、改修

• 子供支援

・引っ越し

・仮設訪問

・何でもあり

特に、仮設改善、改修のボランティアグルー

プとは、 一緒になって活動を進めてきた。

仮設住宅の改善は、当初の大きな問題のひ

とつでもあった。仮設住宅の不備は前にも書

かせて頂いたが、仮設住宅の入口にスロープ

をつけてくれたり、室内、浴室に手摺り等をつ

け、また段差をなくす作業をして頂いた。神

戸市では行政によるサービスが始まったのは
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ボランティア団体が動きだしてから3ヵ月以上

たった8月に入ってからであった。ほぼボラン

ティア団体が回りきった後であった。行政の

対応の遅れはここでも浮き彫りにされた。

各ボランティア団体との繋がりは本当に大き

かったが、支援の会発足当初の目的としてあ

る「地域の復興」に、はたして地元の人問で

はない、また特に近畿圏外のボランティアも多

く活動している京都のボランティアグループが

どこまで手をつなぐことができ、また手を延ば

せるのかといった問題をボランティア間で

日々格闘しながらの活動であった。

行政~とのつながリ

他団体とのつながりがそうであったように

福祉事務所、保健所をはじめとする各行政機

関とのつながりの上でも問題が山積みされ

た。

社会福祉協議会を主体としたボランティアセ

ンターでの連絡会議において、様々な情報を

得ることができ、また各種助成金を交付して

頂いたりと確かにプラスな面もかなりあった。

しかし、ボランティアとは一体何者なのだろう

かと考えさせられる側面が多かった。 ある団

体は、ボランティアを派遣している神戸市の外

郭団体である。そのような公的団体からボラ

ンティアの依頼を受けることが多くなってきた。

私たちが地元神戸！•こ返していきたいケースが、

「どこも受けてくれるところが無い」「私たち

の規定に合わない」ということで、逆に依頼

を受けざるを得ない状況自体どこかおかしい。

確かに私たちができること、支援できることは

引き受けたい。しかし、これは私たちが引き

受けるべきことなのかと苦悩するボランティア
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が増えてきた。 「私たちがいることで逆に被

災地の真の復興を遅らせているのではない

か」「依頼を受ける基準とは、その線引きを

どのようにすればよいのか」ミーティングで何

度も話し合いがなされた。

送迎、ガイドヘルプ

社会福祉法人「イエス団」から2台の車椅

子がそのまま乗れるリフト付き車をお借りでき

たため、クリスチャンセンターで活動するよう

になってから、支援の会で動かすことのでき

る車はリフト付き車2台、軽自動車2台の計4

台となった。そのため、病院、各施設、入浴の

送り迎え等送迎、ガイドヘルプ活動が充実し

て行なえた。

私たちとしてはただ単に送迎、ガイドヘルプ

活動をするのではなく、現行の福祉制度を利

用できればその方が良いことだと福祉事務所

に一緒にいったり、各ボランティアセンターに

相談にいったりもした。しかし、特権のひとつ

であるタクシーの障害者割引の制度にしても

なかなか利用しにくい状況にあるようだ。運

転手がその制度をよく理解していなかったり、

露骨に嫌がったりして安心して使えないとい

った声も多く聞こえるのが現実である。

入浴サ一ピス

この時期から仮設住宅での入浴介護、浴

室の準備、清掃の依頼を受けることが多かっ

た。特に地域型仮設住宅では、ひとりで入浴

することができる方でもきれいに準備、清掃

ができないために、隣近所とのトラブルの元に

なるという。仮設住人同士でお互い協力して

やればと思うのだが、今までなれ親しんだ人
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間関係でなく、知らない人問同士が様々な地

域から集まり、新たにスタートしたばかりで、

気を使うという声が多かった。

学生センターでの入浴はクリスチャンセンタ

ーに移った後も継続されたが、夏の間は工事

をしていたので銭湯を利用することが多くな

った。

銭湯では神戸市が「ふれあい浴場」という

高齢者、障害者を対象に銭湯の浴室を開放

するといった福祉サービスを実施していた。

東灘区では震災後1年程経ってからの実施と

なった。また、震災後すぐに実施されていた

灘区においても次のような問題点があって利

用しにくかった。

・区に一ヶ所しかない

• 月 2回、 2時間のみの開放

・誰か利用しているときは入れない

・異性介護は出来ない

・予約できない

結局、ひと組み1時間の計算で男湯女湯、

最大8組しか入れることができない。（利用

者はほとんどいないと銭湯のご主人はいって

おられたが）確かに、この条件では一般の時

問を利用するだろう。形だけでなく本当に利

用しやすい環境を作ってほしいと皆が願って

いる。

ポ・ランティアの動き

また、ボランティア問での様々な問題が生じ

てきた時期でもあった。支援の会という一つ

の組織の中で、被災地における「障害」児・

者、および高齢者を支えるということでは共

通していても、その各々の思い、方法、見解

の食い違いが表面化してきた。激しいミーテ

IンJミランラ＝ィアい:|
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ィングになることも多々あった。緊急ボランテ

ィアから、恒久的なボランティアが求められて

いく流れのなか、私たち一人一人が神戸のこ

れからを深く考え、活動内容も大きく変わっ

ていく時期だった。

一方で、今までは遠隔地から数ヵ月の長期

ボランティア、被災地外からの定期的ボランテ

ィアが多かったが、地元の人で週数回、定期

的に活動してくださる地元のボランティアが

徐々に増え始めてきた。今後の活動の方向性

を考えてみると地元でのボランティアが活動

でき、協力して頂くことはとても大きかった。

「支綬の会・兵庫」へ

「支援の会」の現地活動は、震災前の状況

に戻るまで続けていこうと考えてきた。しかし、

被災の状況はあまりにも厳しく、地域が本当

の意味で復興するには、長い年月がかかると

予想され、被災者のニーズもこのまま変らず

存在し続けることは明らかである。 「支援の

会」としては、できるかぎり地元のグループや

行政機関などの公的な支援体制が恒久的に

安定して、被災者が受けられるようにと活動

を展開してきた。そのためには、できるかぎり

地域の人たちでその課題を担っていってもら

うほうがふさわしいであろうと考えてきた。

幸いにも、これまで協力関係団体として共に

活動を担ってきた兵庫教区伝動部各種伝道

委員会が、「支援の会」を引き継いでいくこ

とになった。 1996年5月より新たに 「支援の

会・兵庫」として東灘区、灘区での活動が現

在も展開されている。
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［①神戸学生疇年センター］

1 2 川上恒

I rkさんとのll:I争い』 --7 

私が震災後の神戸に支援 Kさんが入院している問、妹 す。私はこの二人の助け合

の会のメンバーとして足を運 さんは避難所に避難されて いながら生きている兄妹愛

んだのは2月13日のことで いました。私はこの時2人の に感動し、自分に何か助けら

した。それから延べ約3週間 大きな兄妹愛というのに出 れることがないか考え、可能

現地での活動に参加したわ 会いました。 Kさんはいつも な範囲での援助を行いまし

けでありますが、その中で一 妹さんのことを心配し、自分 た。あれから1年以上経って、

番印象に残ったのはKさんと が動けないから妹さんに負 一度も会っていませんが、

の出会いでした。 担を掛けている、と思い、い 今Kさんはどうしておられる

避難所廻りをしていたあ つも妹さんの手助けを求め のでしょうか。元気で二人

る日、或る避難所で右半身 ておりました。 一方妹さんは、 で暮らしておられることを祈

が麻痺していて困っている 兄が右半身麻痺になったの ります。

人が居ると聞きました。その は直接的ではないが自分の

人がKさんだったわけです せいだとおもっていました。

が、Kさんはその時、風邪を だから動けない兄の分まで

引いて甲南病院に入院して 自分ががんばらないと、とい

いました。甲南病院に行っ っていました。

て私たちはKさんとよく話を この二人の兄妹は震災前

しました。 Kさんは70オくら から必死に生きてこられまし

いの男性で妹さんがいま た。そして震災後のより困難

す。 な状況の中でもお互いが心

2人で暮らしていた時に 配しあい、助け合う姿勢を

震災にあわれたわけですが、 忘れられていなかったので
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1 3 林宏

| 多 H手の歩動り振ク辺って 1 

縁があって、支援の会の り回ったことが今となっては あった。何日かたっと、問い

被災現地での活動のスタート なつかしく思える。 合わせや依頼の電話が入る

10日間ほどに参加させても 地図の避難所らしき建物 ようになった。また避難所に

らった。もちろん、めぐみホ を一つずつまわり、時には徒 も入らず、2人の障害者を抱

ームでいろいろと説明を受 歩で電信棒の一本一本にビ え、細細と暮らす家庭が見

けていったものの、正直な所 ラを張ってまわったりもした。 つかったりした。行政などの

自分がいったい何をするの わざわざ行った所でも、当 何の網の目にもかからない

か漠然としかわかっておら てが外れたり、ただムッとさ 弱い存在であった。いろい

ず、活動をしながら理解をし れたり、散々たらいまわしの ろ手伝ううち、何かあった時

ていくことが多かった。 あと何の成果もなかったりと、 に弱いものに目を向ける感

最初は、とにかく支援の会 まさしく模索と失敗の毎日 性の大切さとこの会の意義

の存在を現地に知らしめる だったように思う。いろいろ を感じさせられた。最後に酒

のと情報収集ということで、 まわるうちに、避難所の状 を飲みつつ語り合い十分工

ひたすらビラはりと避難所巡 況の違い、そして、そこにい ネルギー補給をして共に次

りであった。仲間との打ち合 る障害者の人達の状況の違 の日の活動に臨んだ仲間に

わせを終わると、ドカヘルを いをつくづく感じさせられ も感謝したい。

かぶり軍手をはめてオンポロ た。

バイクでいざ出動。道路のト 名前は勿論、障害の種類、

ラックとゴミ収集車が、ガン 居場所、体調、心情まで把

ガン走り、また穴ぽこや段差 握している所もあれば、リス

889 やきれつがそこらじゅうにあ トをめくりまくったあと、「障

って、タイヤを弾ませながら 害のある方が、居るかどうか

相棒と共に地図を片手に走 もわかりません」という所も
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1 4 安藤典子

I “一つの出会し≫’'的発見 I 

この被災「障害」児・者支 れて神戸へと向かいまし この支援の会の人達との出

援の会とは本当に偶然的な た。 会いもまた大きな感動でし

出会いでした。阪神大震災 大学で必須となっているボ た。各地から来たボランティ

のことをニュースで知り、大 ランティアなどには参加した アの人達の、ボランティアに

きな衝撃を受け、友達と学 ことはあったけれども、この 対する熱心さ、そして明るさ

校でそのことについて話し 支援の会のような本格的な に励まされた事は何度かあ

合っているうちに、現地に行 ところではボランティア活動 りました。

って状況を見てきたいとい をしたことはありませんでし この体験が与えられたこと

うこともあり、何かボランティ た。実際行ったのは1週問だ に感謝し、またこれから生き

アできないかと考えました。 けでしたが、他にはない体験 ていく中で時々思い出すこ

学校のポランティア主事の先 をさせていただきました。 とになると思います。

生に相談しにいって社会福 内田直ちゃんと一緒に灘 1996.7.31 

祉協議会のボランティアに登 区を歩いてまわり、街を見た

録しましたが、新潟は遠いと り、神戸の人と出会ったりし

いうことでなかなかここまで 地震の後の絶望的な悲しみ

要請が来ないということで から少しづつ立ち上がって

した。そのうちに先輩の稲 行こうとしている人々、助け

垣美穂ちゃんからめぐみホ 合う神戸住民の人々を見て

ームが主体となってやってい 多くのことを感じました。も

る、この被災「障害」児・者 う少し早く神戸に来られたら

支援の会を紹介され運良く もっと多くのことが手伝えた

一緒に行くメンバーにも恵ま のではないかと思いました。
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1 5 内田直

．．．．．ャ．． ，`4．r 、4 、 - ＾ >．． 4．．． 華

エクこと内田直です。

女です

支援活動を地元の人達につ

なげたいという想いが、「支

援の会兵庫」という形を取

れだしたこと、とても嬉しく

聞きました。おめでとうとい

う言葉は、適切ではないの

かもしれませんが、皆様、

「やったね！！おめでとうござ

います。」

私は昨年の2月中旬から

下旬まで神戸に居、そこで2

0オになりました。避難所も

廻り、「障害」を持った方を

探し、そのかたの要求にでき

るだけのことをすること、エ

ンピツの家に通うカヨちゃん

の送り迎え、これが私の活動

でした。

「エクちゃんにしか見えな

いものがあるのだから。エク

ちゃん、エクちゃんでいいん

だ」と会の人に励まされ、勇

気づけられ、毎日避難所を

訪ねて、灘区（？）を歩き回

りました。

「同情なんてするな！」と怒

りをぶつけてくれる人、冷た

く対応する人、「寝てばかり

いられないし、立ち上がろ

う」とする人達、「どんなに

なっても助け合っていく」姉

妹愛、「新潟に初恋の人が

いるの」って話してくれるお

ばあちゃん。 「大切なものか

ら目を逸らすな」と語ったI

さん、色々な人に逢いまし

た。

自分を殺してでも、誰かを

助けられたら、と思って向か

った神戸で、言葉を、愛情を

戴いて、支援は、共に前に向

かって生きていくことだと知

り、私が変えられ助けられま

した。

ある人が、援助とは自分の

足元を変えていくことだと言

っていました。この言葉を実

際に体験し、思考していける

きっかけとなった場所に神

戸があり、そこで出会えた支

援の会の皆がいます。

今の私の生活、将来観、思

惟、存在に、神戸で戴いたも

のが、深く深く影響していま

す。

神戸での体験を形に残す

時、私が残したいのは感謝

です。

口―
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1 6 吉田重雄

[r鑢坦鑢でコングーハ奎J-|

文集を作るということですので、遅ればせな

がら原稿を送ります。今とても忙しい日々を

送っています。もう1年以上、エ具類も置き

去りだし、顔を出すことすらままならないのも

残念です。また機会があればお邪魔します。

皆様の健康を祈りつつ。

「被災地でコンサートを」という発案を無責

任にもしたのがこの会との出会いだった。メイ

ンの音楽ゲスト沢知恵さんほか数人に電話を

して、被災地でコンサートをしたいという漠然

とした思いを伝えたのを具体化してくださっ

たのが支援会ののメンバーだった。その後、フ

リーターで比較的時間が取り易かった私は、

このコンサートをきっかけに支援の会に足を運

ぶようになる。福祉の現場体験者の多い中、

畑違いの私はお手伝いをするつもりが逆に迷

惑をお掛けすることが多かった。

雲地教会をベースとしていた頃、食事当番

をするのがお役に立てたことではないかと思

う。餃子を作った時は私が具だけ用意し、皆

で皮に包みながら焼いてたべた。具の代わり

にキムチを入れて食べるものがいたりして楽

しい思い出の一つだ。

クリスチャンセンターに移ってから時問が取

れなくなり足が遠のいてしまったが、また何か

のお役に立てればとの思いは薄れていない。

私が接した人々の多くは被災していなかった

としても支援の必要な人だった。ある意味で

その埋もれていた必要が震災によって表面化

したのに過ぎないのかもしれない。その意味

でも支援の会が地元の人を中心とした長期

的な活動に移行していくことは大変望ましい

と私は思う。私自身はその地道な活動が拡

充していくことを願いつつも、何等かの形で

関わり続けていきたいし、もしそれが難しくて

も、無関心にだけはなりたくないと思う。

支援の会を通じて出会ったすべての人々に

心からの感謝をしつつペンを置く。

仙人
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1 7 臭山貴志

| rN0と言える日拿」について一言 I 

かつて「NOと言える日 ことも痛い経験。あともう一 みを覚えた顔になるのだ。

本」という本がベストセラー つ、対人関係特に申しださ 日本において「NO」を使

になったが、内容は勿論「N れる方に対してだ。こちらは うということは相手の心を

0」を日本でも使うことの奨 無料でサービスを提供する 一刀両断するほどの力があ

励である。話は変わり、私は のだが、中には「かまへん頼 るようにみえる。でも言わな

いつも赤の軽自動車で、仮 もう、ついでや」のような態 くては、くたばるのはこちらに

設から施設、病院、入浴サー 度で応えられると、私は不快 なる、というのも想像に難く

ビスなどの送迎をさせて貰っ を覚えた。それを会議で話 ない。でも私は思う。そのあ

た。このおかげで皆様から し合った結果、「NOと言 とのフォローが大切なのだ。

たくさん感謝されましたし、 え！」という意見が出た。そ 行動や態度で「見捨てた」

こんな自分でも役に立てた。 れは 「しんどい依存関係を 訳じゃない事を証明せねば

そんな気持ちでとても嬉し 切る」為の技術と私は判断 ならないのだ。この点私が

かった。またペーパードライ し、実際に使ったのだ。する 「NOと言える日本」に一言

バーだったので練習にもなっ と相手は「もうええ」とばか 付け加えたい。日本製品が

た！！ りの態度で無視し始めた。 人気あるのは、アフターケア

だが無事故無違反だった 私も「とうぜん」と威張るの もしっかりしているからだ

わけではない。人身事故こ だが、どこか痛みを覚えたの ろ！？なあ盛田SONY!

そ無いけれど、脱輪も2回は だ。そう、打消話を使うのは

したし、何かにコッコツとあ 難しいのだ。言い方もある

たった気がする。駐車違反 のだろうが、打消話への反

で法的ペナルティを食らった 応は皆、多かれ少なかれ痛 □f
]
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1 8 谷岡孝子

1ー現坤活動（みか／プの町で） l 
昨年の大震災は、心身に障害のある人にと

っては、ただでさえ生きづらい日々に加えて

二重・三重の大打撃だったと思います。いち

早く支援の会が結成され活動が開始されたこ

とは本当に日ごろの連係プレーがあったから

こそと思います。当初、混乱の中での活動か

らひとときが過ぎたころ、私も週に一度、原則

として、拠点に出向き、コーディネーターの指

示により、仮設住宅への訪問、病院への送迎、

お風呂介助と活動する中で、今なお、緊張と

いう実感を伴って思い出されることは早朝の

病院への送迎でした。

前日夜遅くのコーディネーターの要請で、

翌日の早朝、歯科医院への送迎のケースをお

引き受けしたことでした。予定の時問に訪問

するためには始発のバスで京都を出るという

ことになるわけです。無論目的をまっとうす

るためには細心の注意を払わなければなりま

けに応えながら、安全を確かめながら、目的

地に向かったということ。やっと着いた歯科

医院は二階でS字状の階段を抱きかかえなが

ら上がったこと。無事、治療を終えて、家まで

送り届けることが出来た時は本当に心の底か

ら「ホッ」としたものです。

時計は正午、京都を出てから6時問が経っ

ていました。このケースは幸い予定通り終える

ことが出来たのですが、この中から私は多く

の課題を得ました。

(1)行動する前に患者さんと面識をもち、

良く状況を把握しておくこと。

(2)必ず介助には二人付き添うこと（安

全を確保するためにも、目的地について

から、どんな状況であっても余裕をもっ

て介助するためにも）

(3)どんなケースにも共通することですが

他人の命を守る時には自分自身の体調を

せん。与えられたタウンエースを運転し、患者 ベストに調えた体力をつけておくこと。

さんをイメージしながら家を探し当て、出て来 以上の事柄を実感しました。傾斜の多い地理

られたご婦人と対面したとき、二人で来るべ 的条件に加え、大災害の後だけに悪条件の中で

きであったことを痛感しました。（安全のため 障害をもって生きるということの大変さは言葉

に）この時点から緊張の連続でした。比較的、 に言い尽くせないものがあるだけに生き長く支

体格の良いご婦人はほとんど手に力が入らず 援をし続けることが出来るよう祈りの中におぽ

全体が不安定なので私自身、全身で支えな え、今後も活動に参加することが出来ればと思

ければならなかったということ。知らない道 っております。

を遅れないように、しかも、ご婦人の問いか
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1 9 大谷鍮子

1 磁動と喜びをたくさんの人／ごロ

私が支援の会を初めて訪 会での私の活動は始まった 私はこの感動と喜びをもっ

れたのは、 95年の初夏の頃 のだ。 とたくさんの人に味わっても

であったように思う。その頃 夏休みに入って私はほとん らいたい。何もできない自

の私は、震災後、何かしたい、 ど毎日のように支援の会に 分が人に何かを与える事が

しなければと思いながらも 通った。お風呂の送迎、介 出来るという喜びを。そして

実行に移す事が出来ず、考 助、病院の送迎、付き添いな それ以上に相手から与えら

えばかりが先走っていた。た どみんな忙しそうに動き回 れるものの大きさを。

またまJRの六甲道駅で支援 っていたが、私は一人では

の会のビラを手にして電話を 何も出来なかった。車も運

掛けたのがきっかけだった。 転できないし、力もない。そ

しかし、電話を掛け、「じゃ れで必然的に私は仮設の訪

来て下さい」といわれて私 問が中心となった。もちろん

は戸惑った。私は特技も資 やりがいのある活動ではあ

格も何もない。こんな私が るのだが、何か物足りなさを

何をしてあげられるのだろう 感じていた。

か。来てくださいといわれた しかし、ある日私が訪ねた

けれど本当に必要とされて 仮設のおばあさんにいつも
， 

いるのだろうか。そんなこと のように声を掛け話し出す

を考えながらドキドキして支 とそのおばあさんは目に涙

援の会へ向かった。そこに を浮かべて私の手をしっかり

居たのは感じのいい女の人 と握り、「ありがとう、また来

（遠畑さん）と、どう見ても てね。待っているから。」と

高校生にしか見えない女の 言われた。その時私はボラン

子（川端さん）だった。緊張 ティアをして初めて自分のや

していた私を2人は明る＜迎 っている事の意味を見出す

えてくれた。こうして支援の 事が出来た。
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20 

私たちは教会に於いて聖書の御言葉によっ

て生かされ、励まされ、喜びが、そして信仰が

高められるものである。

長い問苦しみのある者がイエスを見ると顔

を地に伏して「主よ、みこころでしたらきよめ

ていただけるのですが」と訴えるのですが、

それを押し黙らせようとする。イエスは手を

伸ばして彼にさわる。そうしてあげよう、きよ

くなれ、と。また長血を患った人もそうである。

イエスの衣でもさわれば私の病気がなおして

もらえる一心で近寄ろうとしているのにそれ

を押しのけようとする弟子たち、しかしたち

振る舞いもかまわずおそるおそるそっとふれ

る。イエスは力が出て行くのを覚え弟子達に、

私の衣にさわったのは誰か問うが、弟子達は、

先生群衆が、あなたを取り巻いているのです

よ。と、しかしお救いになったのは、イエス、キ

リスト自身である。

私たちは教会に行く忠実な僕と言っていま

す。しかし現在の世の中にあって救いを叫び

求めている人が如何に多いか、特に今回の淡

路、阪神の大地震の惨状は、筆舌絶する感が

ある。被災「障害」児・者支援の会は、石が叫

んだのであろうか、若いエネルギーの塊りが

全国から集まった会でもある。

支援の会のセンターとして使わして戴いた

奈良誠治

神戸雲内教会も創立100年を経る歴史ある

教会で囲いのレンガ塀が倒壊し、美しいアジ

サイの葉が私たちを迎えてくれる。花が咲く

頃は、別の所へ移転せねばならぬが、それま

で教会の好意により、 CSの教室事務所の解

放、食事に関する炊事場、食器類は使用自由

である。村上牧師、奈良夫妻がまず参加し、

第1日目は、顔見せのつもりがさっそく仮設住

宅回り、障害者にとって問題点があるか、避

難所回り、福祉事務所、病院、入浴サービス、

荷物の連搬、住居の修理等の活動種類を聞

き、個人的に青木さんの応援を頼み、最後ま

で重荷を負ってもらう。週1回金曜日（食事

作り）を京都教区関係者が一役を引き受ける。

ひとつひとつの課題が現在の頭脳で整理でき

かねるが、フリートーキングの時に話題として

話し合いたい。例として一人の視覚障害者を

訪問したとき住んでいた所が崩壊し、仮設住

宅に住むようになった。そのため始めからの

生活環境のため白紙からの出発。そのため自

分の住むところを中心として、生活必需品店

舗、川、バス停・・の所在地の地図作りを要望

された。その人いわく仲間500人いるので連

絡したいとのこと。今こそ仕える人とならねば

と思う。

青木さん、村上さんご苦労さん。
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21 奈良三重子

| ホーが教区の女位た c | 

「私でもできるかしら」 昼ご飯近くになったので、 しを造ると決め、楽しみな

という不安な気持ちでとに 教会内にあるセンターに帰 がら造る。京都教会は、プ

かく連れて行く。長坂たか る。午前中ボランティア活 ロ級の作品、洛陽教会は高

先生（長坂鑑次郎牧師夫 動し終わった人が、昼ご飯 級ホテル並の料理・ ・。とに

人）が、おられた神戸雲内 の支度をしている。 かくボランティアの人達に

教会で、向日町教会婦人 今までは、近くの店舗で 喜ばれた仕出し屋さんでも

会が持たれたこともあるが、 材料を買ってきて作るか、 あった。後片付けして残さ

大分様子が変わっていた。 あるもので済ます位であっ れた夕方5時ごろまでの時

第1日だったから先輩達の た。だったら、金曜日は、 間は仮設住宅回りして、勇

様子を見ていると、ひっき お昼ご飯作りのボランティ 気づけたり相談受けたまっ

りなしにかかってくる電話 アがあってもよいのでは、 たりして一日を終わる。

にいささか驚いたが、女性 と提案すると、大変嬉しい （私でもできるかしら）と

指揮者がてきぱきと応対す という。ではということに の不安は、神様は「ご入用

る。避難所のAさんが仮設 なり、センターも兵庫教区 なのです」と。群集といわ

住宅に移るようだ、せっか クリスチャンセンター内に置 れた私たちでも多くの恵み

＜馴染んだ人と別々になる き、京都教区内教会婦人 が与えられた一 日であっ

のは気が進まないらしい。 会で昼ご飯の用意をするこ た。

様子を見に行くとのことで とに誰言うことなく決まっ 遠畑さん、福島さんどう

ある。大きくひび割れした た。ただし金曜日だけであ しているのかな一。

校舎の一室に、段ボールで る。

仕切りはしてあるが、大変 向日町教会が担当の時、

な風景である。 2~3ヵ所 すし桶をリックに入れ、大き

抽選番号を見に行くもなし。 目の俎と包丁即ちチラシず
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震災直後から「支援の会」で取り組んでこ

られた被災者への援助活動は、各地から集ま

った人達（東京、神奈川、長野、愛知、京都、

大阪、兵庫など）の働きによって大きな成果

を挙げたとおもいます。この春には今までの

活動を地元の方に引き継ぎその後「支援の会

（兵庫） 」として今日に至っていることは大変

喜ばしいことであります。さて先の京都の「支

援の会」からこのたび活勤報告を作成するに

あたり「仮設の訪問」をテーマにした原稿を

送るようにとのことですので、或る62オの下

肢障害をもつ独身男性被災者のケースを紹

介してみたいとおもいます。

この人は最近我々の手助けで仮設から新

しい市営集合住宅の7階に引越し、生活を開

始しました。引越し後最初に訪問したときの

ことですが、そこで目にした光景は何日も風

呂に入ってないのでしょうかヨゴレタ肌着姿

で、シーツも何日も洗濯していないようなベソ

トに横たわりテレビを見ながら我々を出迎えま

した。入り口のそばにある流し台の周りには

食べ残した食器、鍋類が散乱し、 トイレも汚れ

がひどく、ベットのそばにはテレピ台その横に

はキャスター付き小物入れ置き台、上にはた

青木哲生

·:-:-;-;-、‘•‘ヽ・',-:•;ヽ， ‘ヽ;.;..;;;I 
ばこの灰皿（水の入ったカン）とか食べかけの

ドンプリなど、その脇には小便の入ったポリバ

ケツ、畳の上を見るとゴミとホコリで一杯、腰

を下ろそうにもできない。そこで同行してく

ださった橋本さんに台所囲りとトイレの掃除を

お願いし、小生は本人をとりあえず風呂場に

連れて行きシャワーを浴びさせその問部屋の

整理や掃除、シーツの掛けかえなどと洗濯し、

物干しにかけ一段落。

シャワー浴びを終えホットしている所で 「ヘ

ルパーさんを頼めば？」と持ちかけた。福祉

事務所の電話番号も担当者も知っているから

自分で頼むというので再来を約しその日は

後にした。翌週金曜日、前回と状況はあまり

変わらなかったので、南井さんと手分けして

ほぽ同じ作業を繰り返した。彼にヘルパーの

件をただした処、まだ頼んでないとのことな

ので、事前にコーディネーターの水田さんと打

ち合わせの通りその場で福祉事務所に電話

を入れ、当人の状況を説明して早急にヘルパ

ー派遺を依頼しその日を終えた。数日後のヘ

ルパーさんの派遣が決まりました。

一週間おいて、どういう様子かなと思いな

がら訪問した。「ヘルパーさんが土曜日に来
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てくれることになった。良くしてくれるよ」との

ことで一安心したのですが、見渡した所キレ

イに片付いたようでもなく多少ガッカリではあ

ったが明日 （土曜日）ヘルパーさんが入るの

で、片づけようとされた甲斐さんや世戸さん

には実情を見てもらう必要があるのでなにも

せずに戸口の名札の名前だけ書いて上げて

少し話をするだけで帰りましょうということに

しました。その後2回ほど1週間毎に訪問しま

したが状況はあまり変わらず、先週訪問した

時は翌々日が祭日でヘルパーさんが休みな

ので一通り掃除台所の片づけシャワー浴び

（嫌がるのをヤットのことで）をさせシーツ掛け

かえ洗濯をして帰りました。

この人は気むずかしい処があり日によって

は口数が少なく気が向かなければ、返事もし

ないということがあります。 一人で住み下肢

が不自由で、おそらく将来にこれといった目

標や楽しみも無いのでしょう、週1回テレビ番

組雑誌と生活品を買いがてら深江駅近辺に

出かける（行き帰りはタクシー利用）のが唯一

の気晴らしの生活をしているのが実状であり

ます。

この人に対して今の形でいつまで訪問を続

けるのか・・？当分は今のまま続ける必要があ

ると思います。

1996.7.25 
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23 吉沢栄子

1-,£細の会に加わって 1

私の家は西宮の山側の 濯機は共同というところに のように何重ものくびきを

方で地震の被害は軽かっ よく行き、お風呂のお世話 負っておられるにもかかわ

た為、何かお手伝いできる をしました。独り住まいで らず、前向きに生活してお

ことはないかと願っており 高齢者という方も多く、私 られる様子を見るにつけ、

ました所、教会でこの会が たち以外にもヘルパーや仮 励まされる思いがしました。

地元の人達の参加を求め 設の相談員に助けられなが 早く恒久的な住宅が、各々

ていることを知り、 10月頃 らという大変な生活です。 に生活の問題点は違い、そ

から週2回通うことになり また障害をもっておられる れにふさわしい多様な形態

ました。車ボランティアで、 方々も都心の仮設に多くお が必要だと感じさせられま

あちこちの仮設や家に行く られてリハビリの通院に付 す。

のですが、神戸の細かい地 き添い、その生活の大変さ 車ボランティアは常に危

図に慣れず、不安ながらの に想像も絶するものを感じ 険が伴うものですが被災さ

活勤でした。また現地では ました。地震がなくても困 れた方々の生活を思う時、

若い方々が主体になって 難だった生活の中で、家を お互いに重荷を負いあうと

いたので、戸惑いもありま 失い、狭い、制約の多い共 いう意味で、やはり必要な

したが、お世話をする相手 同生活に耐えることがどん ことと思われますが、する

の方は、ほとんど高齢者な なにつらいものか、当人で 側に十分な心の余裕と安

ので、その中問的な存在と なければわからない壁を感 全認識が求められると思わ

して活動していました。 じました。その生活のほん されています。

地域型仮設といって、何 の一部、お手伝いとして介

棟もの2階建ての建物に1 入したわけですが、傷つけ

部屋づつ何人かが住んで ることも多いのではと気に

いて、台所、風呂、トイレ、洗 かかりました。けれどもそ
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24 槙本恵子

偏麗のみなさん
ュ：，．,;.:: : "C.:.,・..、.

仮設住宅のKさんを訪 んの勧めによって芽生えて 中の良い兄と妹のお二人。

問。狭い一つだけの部屋。 きたことは嬉しい。早速病 しかし、この狭い所にいる

西側の窓辺に薄いカーテン 院の選択や送り迎えのこと とつい言い争いが出てしま

越しに西日をいっぱい浴び など支援の会でお助けしよ うのです・・と寂しそうに言

て、足の不自由なKさんの うということになった。 われる。妹さんはストレスが

ベッドがある。そのまわりに また、妹さんからは、助 溜まるから勤めに出るので

は足の踏み場も無いほどに かった荷物を空き地の物置 すといわれる。

日用品があふれている。締 においてあるが、壊れてし 市営住宅入居希望者は

め切った部屋にクーラーは まった仏壇が入らず外に出 140倍と聞いた。この気の

かかっていても、何の効果 ている。先日の嵐で被せて 遠くなるような倍率から、

も無く空気はよどんでいた。 あったシートが外れてしま 何とか現実に希望が持てる

同居の妹さんはどのように って自分一人の力ではどう ような状態になるのはいっ

して寝ておられるのだろう。 にもならない。近所の人の たいいつなのだろうか。仮

同行のコーディネーターM 目もあって困っている・・と 設の皆さんが落ち着いた

さんがKさんに足のリハビリ の訴えがあった。 Mさんか 人問らしい生活に戻ること

をするよう進めた。温和に ら早速支援の会の男性が のできる日は。

みえるKさんも発病当時は お手伝いしましょう。との

やけになってリハビリを断 申し出に、汗を払いながら

念していたとのこと。今に ホッとした笑顔を見せた妹

なって少しでも歩くことが さんに、私も何かホッとした

できれば・・との思いがMさ 気持ちになった。やさしく
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25 南井清香

1 ポランティア声鰤と Iェ I

去年の12月より被災「障害」児・者支援の

会のボランティアに参加するようになって9ヶ

月、仮設住宅の訪問をはじめ、ガイドヘルパー、

入浴介助、仮設の換気扇や網戸の掃除、プラ

ンタンの花植え、医者への付き添い、買い物

等、支援の会への依頼はさまざまである。年

齢も60代～90代、高齢者の一人暮らしで4

畳半または6畳ぐらいの一室に生活のすべて

が置かれている。歩行困難で松葉杖や車椅

子を必要としている方がほとんどである。あ

る84オの方は歩行が困難で何かにすがらな

いと歩くことが出来ない。私たちの週1回の

訪問を心待ちにしておられる。

仮設の状況も少しずつ変化していく中で精

神的に耐えられなくなり今年5月の連休から

病院に入院するようになった。「早くここから

出たい」とのつぶやきに「早く元気になって仮

設でテレビ（お気に入りの）が見られるように

しようネ」と励ました。また、京都に弟さんが

いるということで京都からのボランティアの方

が、弟さんの所に電話を入れ、この方の現状

を伝えたときのことである。現状を知った弟

さんより手紙が届くと、とても喜ばれそして、

ポランティアの方の「退院したら、私の車で弟

さんのいる京都に一緒にいきましょう」との励

ましに「早くそうしたい、本当にありがたい」

と涙する姿についこちらも胸が熟くなった。そ

れと同時に、どんな状況であっても前向きな

希望を持たせてあげることの大切さを知っ

た。

ボランティア活動は、活動に取り組む当人

が豊かに生きる （努力する）ことだと思う。

「他者のため」「社会のため」と思い込みが

ちだが、実は「自分自身の問題」に目を向け

ることではないのだろうか？ボランティアは私

自身の学びの場である。身体の自由を奪わ

れ老いていく身に、自分からは何も出来ず、

先方から出向いてくれる事を待っていなけれ

ばならない、この現実の厳しさ淋しさをどのよ

うに受け止めればよいのだろうか？老いてい

くことの難しさを痛感し、健康である私たちが

身体の自由を奪われた人達の、少しでも手足

となっていければと願っている。たくさんの

方々との出会いとすてきなスタッフに恵まれ、

毎週金曜日を楽しみに活動できることを幸せ

に感じている。この関わりを通して、夫婦と

は？親子とは？家族とは？そして人間とは？た

くさんのことを考え学ばせていただく機会と

なった。私を必要としていてくださる限り、出

来る時に出来ることを精一杯する中で、やが

て迎えるであろう老いの日を、もっと豊かに

過ごせないものであろうかと考えている。
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26 利光純子（東梅田教会）

| ｀ ----] 

昨年の12月、20年勤め ということです。豊かな日 られた事、行われた事と

た職を辞して何をしようか 本の中で突然の災害で持 日々出会わせて下さい。

と考えていた時、支援の会 てる者との格差を埋めよう 御心の天になる如く、地

の呼びかけで参加しました。 のない高齢者に、私にでき にもなさせ給え。

ところが2月に再就職し、 ることは本当に小さなこと 支援の会に関わる事は、

週1回が月 1度の休日だけ です。最初は手探りでした 私がしてあげられる事では

になってしまいました本当 が、今は訪問していろいろ なく、私の出会った人達の

に僅かなお手伝いしかでき 話し相手になることが世間 苦しみを悲しみによって私

ていません。けれども月に から取り残された孤独感を が育てられる事です。そし

1度しかないウイークデイの 少しでも埋められると思っ て生命の終わりまで生きて

休日を誰に何といわれよう ています。部屋で骨折し入 いる事を喜べる様に共に生

とも会へ行くのが楽しみに 院した女性は退院したら養 きる事です。その人生の労

なっています。幸い私の仕 老院を考えたらといわれた 苦をあるがままに受け入れ

事が看護婦ということで、 が3月後驚く程の努力のリ て共に生きる事は非常に難

入浴の介助訪問でもまず ハビリで自宅へ帰れた。私 しい面がありますが、祈り

体の不調から話の糸口が の出す短い便りが、自分を は聞かれる事を信じます。

解れ、チョットしたアドバイ 見ていてくれる人がいると 私たちを資金面や人材面

スをすることで心の交流が 励まされたと語ってくれ から支えてくださる多くの

生まれます。 た。 方々に感謝します。

その中で痛感するのは、 私の出来る小さなことを

仮設のお年寄りの一人暮ら 主よ、われらに居給うて

しは勿論、夫婦で労りあっ 御心のままに用いてくだ

て生活している人も孤独だ さい。主よ あなたの語
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27 吉田あゆみ

L l:t:I会いの中から l 
私が「支援の会」と関わりを持たせていた

だいたのは、 1996年2月下旬から3月下旬

でありました。このあっという問の1ヶ月の問

で多くの人との出会いの中からたくさんのこ

とを学びました。普段、乎凡な学生生活を送

っている私にとって「支援の会」での日々は

とても刺激的でした。まず、関西の人々の雰

囲気にカルチャーショックを受け、はじめの2、

3日はとまどいました。その後、落ち着き、や

っと「考える」ことができました。毎日違った

いろんな人と出会い、皆さんとお話している

中で、いろいろ考えさせられました。 「西と東

でどうしてここまで違うのだろう」とか「幸せ

ってなんだろう」などなど。こうした疑問を持

ち、考えるきっかけが与えられたことは、今の

私にとって、始めの一歩でありました。これら

の答えを出すのは今ではなくてもいい。これ

からの出会いの中で時間をかけてじっくり考

えていきたいです。

ありがとう「支援の会」 お元気で。
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28 中村哲郎

私は社内ボランティア休業 した。特に入浴は他人の家 います。

制度を利用し1年間ボランテ で一緒に入るということで 支援の会に集まった心の豊

ィア活動を体験しております。 衝撃的でした。そんな訳で かな人たちと知り合えたこと、

支援の会では1996年3月 慣れるまでは精神的に疲れ、 わずかな時間でしたが一緒

~4月の2ヶ月問お世話にな 車の移動にしても日常茶飯 にやれたことを嬉しく思いま

りました。京都から兵庫への のように渋滞し、やせる思い すし財産だと思っています。

引継ぎの時期であり関係者 でした。 一生忘れないと思います。

の方々の苦労を横目にして 窟災後ボランティアが注目 どうもありがとうございまし

おります。 されその役割は重要になっ た。

支援の会の印象は穴ぐらの ている。はたしてそれで良い

中で人がひしめき合ってい のか疑問に思う。神戸空港

るのを見て、これはヤバイ、 を作ることが人々の幸福に

変だ良くやっている、と第1 なるのか。開発、発展ばかり

昼喜印象が移り変わり、ここに集 に目を向けず立ち止まって

まっている人は何なのだ早く 振り替える必要が無いだろ

正体を知りたいとも思いまし うか心配だ。

た。 日々の生活に苦労し頑張

活動では送迎、入浴、訪問 っておられる人々を見てき

などを体験いたしましたが、 て、今自分が自立し生活が

当時は緊張してやっていま 出来ていることに感謝して
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29 宮本真希子

1 人が生きていくこと―-7
地震から1年半、今立ち止まって振り返っ

てみると、「支援の会」の活動は、私たちにと

って「人が生きていくこと」を見つめる作業で

あったように思います。当たり前の日常が奪

われたところから始まって、少しずつ日常を

取り戻していくなかで、 「あの地震さえなかっ

たら…••」という思いを抱えながら、それで

も生活していかなければならないしんどさを、

ごくわずかな手伝いをしながら、あとはただ

傍観者としてみているような、何ともやりきれ

ないような活動でした。

雑多で混沌としていて、夢中で若いエネル

ギーがあふれていた学生青年センタ一時代、

西日が暑く、蚊の多かった雲内教会のプレハ

プ時代、活動が次第に把握されていく中で逆

に内部の人問模様が複雑化していったクリス

チャンセンターの怪しい地下の基地時代・・・思

い出します思い出します色々と…それぞれ

の場所には必ずそれぞれの近くの飲み屋が、

語り合いの場所、ストレスを解消してくれる場

所としてありました。（主婦なのでお付き合い

できなかったことが、とても残念です！）

私の活動は、ほとんど車による送迎でした

が、それ以外で純粋な訪問を続けてきた、 K

さんという方がいます。 Kさんは今から5年ほ

ど前に難しい脊椎の病気になり、それ以来半

身不髄となりました。地震で家は全壊して、

避難先の小学校で出会いました。それから一

時入院、避難所に一度戻りそこからまた別の

病院へ入院、退院後は仮設に入り、去年12

月に友達が建ててくれた新しい家に入ること

が出来て、現在そこで奥さんと二人で暮らし

ていらっしゃいます。このKさんを追って、私

はそれぞれの場所へ大体2週間ごとに訪問を

続けました。そして現在も続いています。

避難所では人間扱いされない惨めさをい

やというほど感じ、病院ではモルモットだと感

じる。家のためにお店でかいがいしく働く連

れ合いさんに、申し訳ないと思っているのに、

つい自分のイライラをぶつけてしまう・ ・人に

迷惑をかけてしまう自分みたいな者（すべて

の人がそうやって生きているのに、それがう

まく伝えられないのです）に生きる意味を見

つけられずに、時々死にたくなってしまう。

トイレのことを考えると外出したくないと、

毎日家にいるKさんを訪ねて私はお酒を頂き
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ながら、たわいもないことを喋りながら時を過

ごします。 Kさんの強がった笑いの中の悲痛

な叫びを、受け止めてもどうしていいか分か

らない自分があるから、聞こえないふりをして

笑って返し、重い足取りで帰るのです。こん

なことを続けて何になるのだろうかと思いつ

つも、いつのまにかKさんの訪問は私の生活

の一部となり「生きていくこと」を見つめる場

となっています。

30 

はたから見れば、もう訪問の必要もないと

いわれる環境にある人、たくましいオバチャン

には、そんなに恵まれたところにいて何を考

えてんの！と言われてしまうに違いない一人

のオッチャンがどうやって、どこに救い（自分

の生きる道）を見出して行き直そうとするの

か••。私は一緒に酒を飲みながら、たわいも

ないことを喋って笑いながら、ゆっくりと共に

感じていきたいなと思っています。

辻早苗

l _ ＿ --ュー―□／ユ→-二□三 □ーニロロニ口
震災後3ヶ月ほど経過した頃から、週l

度でしたが約1年「支援の会」の活動に

参加しました。

私が参加した1年間は実に＂地下＂に

縁の或る時でした。寝泊まりする家が

＂地下＂ （雲内教会を拠点としていた時）

だったり、事務所が＂地下＂ （兵庫教区ク

リスチャンセンターを拠点としていた時）

だったりと、暗いイメージを漂わせていま

したが、個性あふれるボランティア達は、

そのイメージを吹き飛ばし、多くの人や場

面に接しているといった雰囲気でした。

まるで何かを求めて地上に出てきたアリ

たちのように、実に良く動き、人に出会い、

考え、相談事などを地中（時にはボランテ

ィアのボランティアをしてくれる店）に持ち

帰り、分かち合っていくといったような活

動を繰り返してきました。

出会う事によって生じだ悩み等を抱え込

まずに人に話し、分かち合っていく、これ

は被災者、支援者を問わず必要な作業で

あったのだと思います。
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31 木村知欄

| m われる私 l 
「被災『障害』児・者支援の会」の活動を通

して、あの大地震以来、実際にそして直接的

に「被災」を負わされつつ生活する方々と出

会い、それぞれが持つ個々別々の被災体験

の話、現在進行形でもがき苦闘している日々

の被災生活の話を聞きながら、いつもその内

容に圧倒されます。そして今、そのくいつも

圧倒されている＞ことに強い疑問を抱いてい

ます。「この人達にとって日常の事柄なのに、

“私は＂なぜ圧倒されるのか」、「＜圧倒され

る＞のは何を意味するのか」、「そこにいった

い何があるのか」。

1年半という時がすぎた今、被災地を一歩

離れれば何事もなかったかのように人々は生

活しています。 「現地」と呼ばれるある特定

の一画では、逃げることのできない「被災」と

いう現実を負わされつつ必死に生きている人

達が歴然と居るにもかかわらず、その一画の

外で生活する人々は何事もなかったかのよう

に生きているのです。地域は異なるとしても

個々の生活の場でそれぞれが日本全七を震

わせたあの1月17日を経験したはずなのに、

回復が早い人から、顧番に「一抜けた、 二抜

けた・・」。そしてあの日から始まって今なお

続く「震災」をより回復の遅い人に押し付け、

早々と何事もなかったかのように振る舞う。

この外の人々の感性はどうなっているのか。

そこに明らかになってくるのは、我が身に何

の不自由もなく安泰であるがために、そうで

ない人達の思いを想像することさえしない

＂私＂がいることです。だからこそ、その場で

直接的な「被災」という現実を押し付けられ、

それを負いつつ必死にもがいて生きている人

達の、その実際に触れるたびに、圧倒されざ

るをえないのではないか。とすると、何と

＂私＂はく生きる＞ことを怠けているのか。

く心を動かす＞ことに怠惰なのか。

さらに、 「被災」を現に押し付けられ、負わ

されている方達を前にして、「＜押し付けら

れ、負わされている＞側が居るのなら、く押

し付け、負わせている＞側が必ずいるはず。

それはいったい誰なのか」と問われ、「そん

な“私＂も行政と同じくく押し付け、負わせて

いる＞OOの一人なのではないか」と、その姿

勢がもつ加害性をも気づかされる思いです。

「被災『障害』児・者」の活動とその中で

得る被災者との出会いは、そんな自分の姿を

えぐりだして、“私＂を問うてきますが、逃げ

ることなく正面から向かい合い、応えていき

たいと願っています。
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3 2 川端佐代子

乏丑圃,~争 Zヽ星季'^工云＜

私は事務局であっためぐみホームにときど

き出入りしていたという関係から灘区、東灘

区での支援活動を中心に支援の会に参加さ

せていただくことになり、その活動の中で数

多くのカルチャーショックを受けました。初め

のうちは解らないことばかりでただ必死に誰

かの後に付いていくだけでした。障害者手帳、

療育手帳、作業所、デイサーピスなどという

言葉さえ初めて聞く、といった始末。何？どう

して？解らない！と何度繰り返したことでしょ

うか。しかし、そんな毎日が新鮮でうれしく

て、私にとってはあっというまの1年間となり

ました。そんな中で、被災された人たちやボ

ランティアに来られた人たちとのたくさんの出

会いが励みになりました。仮設の訪問の際、ド

アをノックする前にすごく緊張しました。留守

だといいな、と思ったことさえあります。しか

し、実際に住民の人と話ができた後は自然と

顔がほころんでくるのです。同じ人を何回か

訪問していると、訪問時間は長くなっていき

ました。そして人がすごく好きになれました。

また、出会いを通して多くのことを学び、考

えさせられました。半壊だったけど修理して

家に戻ることのできた私の祖母は、いろいろ

なところから助けが来てくれるから戦争の時

よりはましだと言っていました。しかし、家が

全壊し仮設住宅で暮らしていてその後行く当

てのめどがたたないあるおばあさんは、戦争

の時はみんな共に苦しんでいたけれど、今回

の震災では助かった隣の家などを見ると「何

故うちだけが・・」と思ってしまうとこぽして

いたことが頭から離れません。また車椅子を

押しながら散歩して、段差やでこぽこ道が初

めて苦に感じました。徒歩10分くらいの距離

で緩やかな坂がある道を往復しただけでTシ

ャツが汗でベタベタでした。

大学に入学したとき、高校と比較して大学っ

て何て広い世界なんだろう、と思いました。

今では何て狭い世界なんだろうと思います。

ふつうに学生生活を送っているとだいたい毎

日学生にしか会えません。まだほとんどが

「社会」を知らない、広い世界のほんの一握

りの人たちです。そんなことも支援の会に来

て発見しました。これまで述べてきたことも

当たり前の小さな発見かもしれませんが、私

は支援の会において大きな発見をしたと思っ

ています。そしてそれらが今までの狭い世界

を広げてくれました。これからも自分なりに探

索して、知らないことだらけの世の中にぶつ

かっていきたいと思います。私にこんなに大

きな人生勉強をさせてくださった数多くのみ

なさまに感謝の気持ちでいっぱいです。

支援の会 79  
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私と支援の会の出会いは、教会の牧師から

の依頼の仕事という形だった。

この大震災で私も被災者の一人であった。

石屋川のそばの我が家はまさに断層の真上。

まわりの家々は軒並み倒れ、電柱はなぎたお

し状態だった。かろうじて建ち残ったものの、

住める状態ではなく大阪に8ヶ月仮住まいの

生活だった。

その8ヶ月という時間が少し大げさだが私

の生き方をもう一度見直すきっかけになった。

死んでもおかしくないそんな状態の中、生か

された命、無駄にできないという思いからの

スタートだった。

牧師から1年この地域を支えてくださった

‘支援の会＂を兵庫教区が受け継ぐ事に決ま

りそのスタッフの一人として手伝って欲しいと

いう依頼を受けた。“ボランティア・コーディネ

ーター＂そんなわからないひびきの仕事を友

達と3人で月～金まで担当する・• •そんな暗

中模索からの出発だった。考えて引いてしま

うのでなく、まず自分の足、自分の身体でボ

ランティアを知り、それから考えてみる・ • •そ

れが私のやり方だった。

支援の会京都の方々によるご指導の下、と

もかく頑張ってみよう！そう思いながらと`びこ

み、早6ヶ月過ぎようとしている。たよりない

私たちがなんとかぶつかり、こけながらもここ

浜崎久美子

まで来られたのも、今まで支え続けてくださる

京都支援の会の方々、そして遠くからまた地

元から支えてくださるボランティアの方々のお

力だと思う。

仮設訪問、車椅子介助、病院ガイドヘルプ、

入浴介助・・ボランティア経験の少ない私にと

り“エッ・ ・出来るかな＂ ・・の連発・・ただ一つ

の経験が不安感を乗り越えさせてくれる・•。

ある日91オの老人の入浴介助を体験する事

になった。年齢と入浴介助という言葉に戸惑

いを感じながらであった。＂案ずるより生むが

やすじそのことわざがピッタリの体験だった。

ご老人の背中がピンク色になり、気持ちよさ

そうな笑顔を見ながら介助・・心の中に暖か

いパワーとそのご老人から反対にいただいて

いる自分を感じた1日だった。そんな繰り返

しが今の私を支えている気がする。今は9:0

o,...__,17:00と主婦の仕事時間内の活動だが、

“支援の会＂京都から引き継いだ大切な方々

を細く長くサボートできればと3人で1人前の

仕事をする毎日である。

震災1年半。人々の記憶の中から震災が薄

れ、マスコミは“神戸の復興＂と表面だけを取

り上げ。町が復興すればするほど人々の心は

反対に閉ざされていく現状がある。

先の見えない不安、あせりやいらだち、取り

残されている孤独感・ ・人々の心の中での震

支援の会 SO



災は終わっておらず心のスタートがきれない

方ばかりではないだろうか・・。仮設生活も1

年半・・。疲れがピークになり、身体も心も病

んでいる方々が多い。

私たちが関わっているご老人も急に入院な

さる方が増えている様だ。共同生活の中、小

さなプライベートの空間を必死で守っているご

老人にとって出来る事は仮設の方々と共に考

えたり仮設から出られた方や入院なさった

34 

方々をお訪ねして一緒に考えスタートの手助

けが出来ればと思っている。

この6ヶ月、私にとってはすばらしい出会い

の毎日だった。毎日の仕事で出会うご老人、

仮設の方々、相談員の方々そして何より私た

ちと共に私たちを支えてくださるポランティア

の方々・ •そんな出会いをパワーにこれからも

頑張って行きたいと思っている。

宮本真希子

I 池田千鶴子さんハープコンサート l 

3月16日（土）まだ少し肌寒い春の日に、

池田千鶴子さんのハープコンサートが、大和

公園仮設と灘南仮設で行われました。大和

仮設ではビラを配ったり、チラシを貼っている

時から「何があるの？」とか「ハープって何？」

とか「珍しいことやってもらってありがたいね

ー」などの反応がありましたが、やはり当日、

上演時間にはお年寄りを中心に若い方、子供

もあわせて6~70人ほどの方がふれあいセン

ターに集まっていました。

池田さん一行が迷いつつ到着され開演ま

での間、広野さん特製のよもぎもちをおいし

いおいしいとほおばりながら、お話する時間

がもてましたが、とても気さくで楽しい暖かい

感じの方でした。

演奏が始まり、、池田さんはハープの名曲の

間にお年寄りのよく知っている日本の歌「荒

城の月」や「月の砂漠」「しゃぽん玉」などを

弾いてくださり、それをみんなで歌いました。

会場に集まったおじいちゃんやおばあちゃん

方は大きな声で楽しそうに歌っていました。

問に楽しいおしゃべりもあり、ハープの構造や

弾き方などについても話され、それから何よ

りも被災された方々への暖かいメッセージが
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ところどころに折り込められていました。私も

含めてこんなに大きなハープを近くで見るの

も聴くのもはじめての人ばかりで、ふれあいセ

ンターに響きわたる深く美しい音色に庄倒さ

れました。

池田さんはただハープの演奏をして美しい

音色を聴かせて下さるだけではなく、ハープ

を通して少しでも人の心に近づきたい、特に

悲しみをかかえている人たちの心に添いたい

と願っていらっしゃるように思えました。疲れ

ている人が少しでも休んでくだされば・・・と

いう思いが 「ねむれ、ねむれ」や「見上げて

ごらん夜の星を」などの選曲にこめられてい

ました。

最後はふるさと神戸を思い、みんなで 「ふ

るさと」の大合唱となりました。遠い昔に神戸

で過ごした幼い頃の思い出に浸りつつ、涙を

流しながら歌うおじいちゃんやおばあちゃん

の何ともいえない横顔を見つめながら、これ

が終われば、また、地震で多くのものを失って

今ここにいる現実に戻っていかなければなら

ないお一人お一人であることを思いました。

」ンサートが終わっても「しばらくここから動

きたくない」といわれた意味がひしひしと伝

わってきました。

その後、灘南仮設へ場所を移動しました。

こちらは一般仮設ということもあり、 （大和仮

設はお年寄り、障害者向け地域型仮設）外出

されている方々も多いせいか、あまり、となり

近所との親しいお付き合いがないせいか、ふ

れあいセンターの中が妙に人数少なく静かだ

ったのでマイクを持って「エーただいまハープ

コンサートが・・ ・」とアナウンスにまわり、にぎ

やかになったところで開演となりました。

そんな数々の思い出を残し、胸には暖かい

ものを抱いて池田さんに感謝しつつ、大渋滞

の中それぞれの家路についたのでした。

．． 
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35 坂本淳（まつぼっくりの園代表）

飯神液路大震災後の活動
昨年1月17日の震災直後からの活動につい

て書かせていただきたいと思います。私達松

ノ木福祉協会小規模作業所まつぼっくりの園

では震災以前から重度の身体不自由者が自

立をめざすための小規模作業所を設立させl

年たつか経たないかの内に、大震災に逢いそ

の作業所は全壊という状況になり困り果てて

いた時のことです。全国から集まってくれて

いたボランティアさんと共に歩んだお話をした

いと思います。

その当時の事です。復興支援グループ京都

の支援の会と巡り合い、あらゆる介助をお願

いする事になりました。まずは、私個人の介

助として支援の会の矢崎さんや金子さんを通

し、お風呂介助やまつぼっくり再建へ向けて

の活動するための介助援助をお願いする事

になったのです。

まずその介助として当時私達障害者がお風

呂に震災後、2、3ヶ月間入れなかったため困

っていた時に、金子さんが私のお風呂介助を

受けてくださり、 神戸のしあわせの村までライ

フラインが復旧するまで1ヶ月に1、2回連れ

ていっていただいたのを覚えています。ほん

とうに感謝する気持ちでいっぱいです。

また他の事でも支援の会には、まつぽっくり

が建て直すまでの支援をいただきました。な

かでも道路状況の悪い中で通所者の送迎活

動を約1年もの問続けていただいたのです。

また作業所の復旧工事にも深く関わっていた

だき、自分達の手で1個の作業所の工事に関

わってもらいました。ベニヤ板を打ち付けてく

れる人や水道パイプをくっつけてくれる人、又

壁にペンキを塗る人、壁紙を張る人、それは

もう多大な支援をお願いしました。

そういう支援のお陰で今では神戸市の小規

模作業所の中で裳災からこちらで一番真っ

先に立て直す事が出来ました。本当に矢崎さ

ん、金子さんを中心とする支援の会にめぐり

合えばこそ、以前に増して立派な作業所が出

来上がったと感謝しています。

本当にこの震災を通して、人のぬくもり ・人

の連帯•また力を合わせる大切さを感じた事

はありませんでした。

今後も支援の会さんの真心を心に深く刻み、

立派に出来上がった作業所を守り、大きくす

る事をお約束し、頑張ってまいります。

ほんとうに暖かい支援をありがとうございま

した。これからも復興支援ではなく将来にわ

たり支援の会さんには、私達と付き合ってい

ただきたいと思います。

なにとぞよろしく。みんなで頑張ります。

本当にありがとう。
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36  松島博子（高羽住宅相談員）

|「坤域平仮瞑の支媛→

高羽住宅がスタートして1年4ヶ月近くにな

ります。混乱の避難所生活、慣れない施設

をショートスティで転々とされ極限に追いつ

められた方々がやっとあのカギ渡しの場を

経てこの仮設にたどりつかれる日々が続き

ました。緊張と安堵が入り交じった表情が

思い出されます。

そんな時期、支援者としてボランティア

「神戸大学救援隊」「障害児・者支援の

会」が何かお役に立つ事がありませんか、

と手を差し伸べてくださいました。民生委

員も独居の方は友愛訪問を始めますとの二

ュースも入り入居されたばかりの不安な皆

さんと、支援者として一人身辺に関わる事

になった頼りない私は胸が熱くなり「よろし

くお願いします」と心から思いました。近く

の教会の婦人会より手作りの和菓子がおー

人お一人に届けられた時、地震以来すっか

り忘れていた生活の中の「ゆとり」を感じさ

せていただき、そっと掌において眺めたも

のです。

その後、大阪YWCAのメンバーも加わっ

て下さり「少しでも潤いの或る仮設生活を」

と支えていて下さいます。

しかし何と申しましても仮設の方々にとっ

て一番の支援者は住人同士ではないでしょ

うか。高齢者、障害者向けの地域型仮設と

いう事で福祉相談室が設けられ「月～金」

「9時～5時」の問相談員がおりますが此の

度はじめてこのような現場に置かれた職員

であり、全ての事に対応できる立場でもあ

りません。しかも夜間、土日祝は不在、その

問警備保証会社へ室内に設置されている

緊急プザーで連絡、とのシステムの中で「い

ざ」という時、頼りになるのは住人です。月

日と共にその絆は強くなってきたように感

じます。様々な日常的トラプルをお互いに

抱えながらも目の前の困っている人をほっ

ておけない、これぞ地域型と実感させられ

ます。

仮設である限り今後は一歩づつ自立に向

けて前進しなければなりませんが支援する

側もその視点を見失わずいっそう熟慮さ

れたものでなければ、とまず自分自身に言

いきかせております。
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37 田中義ー（六甲デイケアセンター職員）

| r萩紐する細J rされる”」 | 

「00さんのことが気になって故郷に帰れ

ない」「関わった責任上、なげだすわけには

いかない」そんな相談をボランティアの人達

から何回か聞く機会があった。 「そんなに気

になるんだったら神戸市民になっちゃえば？

ずっとつきあえるよ」と、その人の生真面目さ

に感心しながらもつい意地悪く答える僕。彼

は「うう一」とうなっている。人の都合なんて

そんなに簡単にわりきれるものではないし、

そんなつもりで神戸にきたわけではないのか

もしれない。でもせっかく悩むのだったらそこ

まで考えたらいいと思った。

震災は以前から町が抱えていた矛盾を明ら

かにしただけとよくいわれる。家族以外の支

援者など皆無に等しい障害者の生活は前か

らずっと不安定でずっと困っていた。その上

この地震である。ちょっとやそっとでは生活

が落ち着いたりはしないのだ。

被災障害者の救援活動を続けていくと当然

のことながら神戸という町の抱えている障害

者問題にぶち当たる。今にも潰れてしまいそ

うな生活がそこにはある。それは事実だった

から一生懸命な人ほど「私がやらなくては」と

か「代わりの人がみつかるまで」とかつい思

ってしまう。障害者の側も「ずっとおってや」

とか、「あんただけがたよりや」とかいったりす

る。（これは無理もないし、別に悪くはない

が）それで故郷へ帰りたいのに帰れなくなっ

たり、 そのために代わりの人探したりして。で

もそれって何か不自由な感じがする。障害者

と関わるってそんなにせっぱつまったことな

のかしらん。たしかに状況はせっぱつまっては

いるが、障害者の人達は被災障害者になる前

からこの町でたくましく（なんとか？）生活して

きているのだ。それもまた事実。乱暴にいう

とボランティアさん一人いようがいまいが、そ

こに生活はあったし、又、今もあるのである。

それが支援の前提だ。そこで問われてくるの

は、関わった責任などではなくそのボランティ

ア自身が彼らと出会った後、何を考え、自分

はどんな生活をしていくのかということだと

思う。

そりゃボランティアさんが一人でも多くいた

方がいい（ボランティアにもよるが・・）障害者

の人達も親切にされたら助かるしきっと嬉し

い。しかし障害者の人達をただ守るべき困っ

ている人と見るのではなく自立した生活者と

してとらえ直すことがこれからの支援や関係

を作っていく上で面白いんではないかと僕は

近頃思う。

だからボランティアも生活する人になるべき

だ。どれくらい付き合う気があるのか正体を
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あらわした方がいい。別に神戸にすめばいい

といっているのではない。震災をきっかけに

出会った関係を 「救援する側」「される徊」と

固定して悩むよりも、もっと自由な何か別の、

生活しあう関係のようなものに変えていけな

いだろうかと悩んでいるのです。これは僕の

悩みです。

神戸に住みついて障害者に関わっている立

場から思っていることを勝手に書きました。

今まで支援の会で出会った人達と機会があ

れば又一緒にそんなことを悩んでいければよ

いなと切に思っています。震災以来さまざま

に思い悩んできた支援の会の思いが色あせ

ることなく今後も受け継がれていきますよう

に。
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[@)丙1I甲君 l

山崎育子

l_＿遭向 9こして（ょ I
1995年1月17日午前5時46分夢想だに

しなかった大地震。家はつぶれなかったもの

の、家の中はさんさんたる有り様で障害を持

った子を二人も抱えただオロオロするばかり

でした。まず足を切ったりしないようにと食器、

ガラスの破片を片づけるのに一睡もせず。水

汲み食事の確保とそれこそ自分で何をして

いるか訳がわからない状態で、行政の方から

は何の援助も無いままで、長男はタンスの下

敷きで頭から血を流し少々歩行不自由であ

ったのが歩けなくなっています。それを見か

ねて食事の方は近所の方、元気村の方が宅

配を約束してくださり男手もなくて （主人はS

44年に病死し一家の生活は私が働いて過し

ていた状態で）水汲みに性も根も尽き果てて

いた時に、支援の会より川上揚さんと林さん

が駆けつけてくださって水汲み、こわれもの

の片づけ、洗潅と手をつけずにいたものをや

ってくださり、両手を合わせて拝んだものでし

た。また傷害年金も収入もなかった長男の事

をあちこちできる限りの事を尽くしてください

ました。平田さんと矢崎さんとは病院に、行

政にと、毎日長男を車椅子で連れてくださり

解決していただきました。

次男の方も （筋ジストロフィー）通園しており

ました、もとやま園が避難所になっているとの

事で岩屋の福祉センターでの仮の園生活で、

朝夕の送迎は毎日支援の会の方で全面的に

引き受けて助けていただきました。嬉しい事

でした。もとやま園再開の後も病院の方への

通院も支援の会がやってくださって助けてい

ただきました。

長男の方も歩行不自由で家でじっと座った

ままでしたのを、さんと矢崎さんに松ぽっくり

の園という身体障害者の作業所で働く場を

紹介していただき、只今はボランティアの送迎

を受けて元気に毎日ミシン掛けに頑張ってい

ます。地震が引き金か今まで元気に働いてい

た私も筋ジストロフィーということで、歩く力も

徐々に弱くなり身障l級の身になりました。運

命にしてはあまりの不幸になげいております。

支援の会の方より頑張ってと励ましてくださ

ってますが、だんだんと規模も小さくなり心に

大きな穴があいています。何もかも相談に乗

って励ましていただいた事は生きている限り

は忘れません。ありがとうございました。
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39 藤原かおり

|＿現地事結所においての活動_l
被災「障害」児・者支援の会の皆様、 1年半の

支援活動ご苦労様でした。今後は新しく「支

援の会兵庫」という形で地元の人達が引き

続き活動されると知り、安心しております。

私が「支援の会」に参加させていただく事に

なったのは、北海教区の障害者委員会で、

「べてるの家」からボランティアとして誰か派

遣しようという話が持ち上がり、兵庫出身で

土地勘もある（？）だろうということからでし

た。

実際、現地（灘区・東灘区）に行って見た時、

「これは土地勘あってもなくても同じだな」と

思いました。 JR住吉駅で降り、代替えバスの

停留所まで歩いて20分、細かい路地を右へ

曲がったり、左へ曲がったり、 1人で行ってた

らきっと迷子になっていたことでしょう。やっ

とついたと思ったら、バス待ちの人のものすご

い行列。代替えバスに乗るまで1時問、2時間

も待たされました。その時見たのが、バスの切

符を売っていたおじさんがその辺にあったほ

うきを持ち出し、そのほうきでバスに乗り込ん

だ人に「そこ詰めて、すき間あいている」と誘

導しはじめ、すきまを埋めない人がいたら、ほ

うきでバスの窓をたたいて怒り出すという、も

のすごい光景でした。人のを見ている時は良

かったのですが、今度は自分がやられるか思

うと恐かったのを覚えています。障害者やお

年寄りは絶対に乗れないです。とても危険で

す。

街を歩いていると、「負けるな、大震災」と

いうポスターが至る所に張ってあります。私は

別に何も思わなかったのですが、「負けるな、

大震災に」やったら判るけど、これやったら大

震災を応援している。 「に」を入れるべきや・・

と。この川上揚さんのお陰で楽しい活動が出

来ました。

現地での拠点であった神戸学生センターで

の生活は実に快適なものでした。活動に参加

する前は、現地に行けば風呂に入れない、食

事にも困るだろうなどと、不自由な生活を想

像していました。が、お風呂はある、食事は毎

食きちんと取る、至れり尽くせりの生活でした。

おかげさまで痩せて帰るはずだったのが太っ

て帰ることが出来ました。

ボランティアの皆さんは疲れ知らずで、実に

良く活動されていました。朝早くから避難所

まわり、夜は遅くまでミーティングと寝る暇も

なく動いておられました。私はほとんど事務

所で留守番をしていたので、何か役に立てな

いかと思い悩んでおりましたが、ちょうど用
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事で外回りをしていた時、ビールの自動販売

機を見つけました。これは使えると思いまし

た。その頃は夜になると必ず晩酌をしながら

遅くまで討論していたものですから、いつもア

ルコールがなくなると不憫な思いをしていま

した。でもその自動販売機を見つけてからは

そんな思いをしなくてもよくなりました。 24

40 

時問販売の優れものだったのです。私もやっ

と皆さんのお役に立てたとほっとしました。

こんな私を暖かく受け入れてくださった被災

「障害」児・者支援の会の皆様には本当に感

謝しております。どうもありがとうございまし

た。

福士友子

［ 出会った方々鰤／こ暉醐 I 

この原稿依頼をいただいた時、久しぶりに

学生センターで使っていたノートを開いてみた。

始まりの日付は2月19日、最後は3月31日で

終わっていた。

その頃の神戸の状況といえば、水や電気な

どのライフラインはかなり復旧しつつあり、交

通機関も少しづつではあるが動き出していた

ように思う。確かに町そのものの復興は、表

面的には順調に進んでいっているようには見

えたが、そこに住む人々の暮らしは必ずしも

そうではなかった。支援の会の活動中に私達

が出会う方々は、避難所での生活を余鍛なく

されている方が殆どだったし、よしんば自宅に

住んではいても決して問題が解決されていた

わけではなかった。そんな状況であるから、支

援の会へは次々と多くの、そして様々なケース

が上がってきた。しかも、京都を拠点として活

動している私達にとっては、余りにも重く深刻

なケースが少なくなかった。それら全てのニー

ズにどこまで答えられるのか、いつかは京都へ

帰る私達がどこまで踏み込めるのか、悩みな

がら活動する毎日だった。

支援の会では震災支援を目的としていた

が、元々内在していた問題が震災をキッカケ

に浮上してきたものが余りにも多かったのだ。

そういう意味では私が想像していた「震災支

援」の活動とは全く違うものだった。今でも

時々出会った方々の事を考える。考えるだけ

で具体的には何もできない今の私がいるのだ

が・・。

今でも定期的に私の手元へ現地のグルー

プからの情報冊子を郵送していただいている。
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新聞でもいまだに避難所や仮設生活を続け

ざるをえない状況を伝えてはいるが、それら

の冊子からは震災当時と何ら変わらず困難な

生活が続いているというナマの声が溢れてい

る。民間レベルでは対応しきれないような

様々な問題。そこに共通してあるのはもう少

し行政が勁いてくれれば、もう少し使える制

度があればすぐにでも解決できるのだという

もどかしい思いである。これは神戸に限らず

私達の生活する京都でも同じ事が言える。

支援の会へも関西のみならず全国各地か

らたくさんのボランティアの方々が集まってい

たが、本当にマンパワーは強かった。現地のグ

ループでも横の繋がりをもって支え合いなが

ら、「お互いしんどいけどがんばろうや」とい

うアツイ思いがひしひしと伝わってくる。今あ

る制度を活用しながら（でも行政にいいたい

事は言いながら）ボランティアベースで出来る

事を探っていく、そんな姿が見える。私の現

場である京都でもこういう仕事って大事だと

思う。

最後に。私の今いる立場で出来る支援を

続けていきたいと思う。決して 「いい経験で

した」なんていう言葉で済まされないし、そこ

で生活している人達に失礼だと思うから。逆

に出会った方々みんなに感謝したい。そして、

今回支援の会で関わった全ての方とこれから

も何らかの形で繋がっていける事を願う。
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自分が生きていく中で、この一年程ひとつの

テーマについて考えたことはなかった。「生き

る」ということはこんなにも難しいのか、また

うれしいことなのか、の繰り返しだった。神戸

の街も私がいちばん始めに現地入りした2月

半ばの時期と比べ電車の路線はあっという間

につながり、倒壊した建物がどんどん立ち並

び、高速道路も秋には全面開通した。「復

興」「復旧」色々な言葉を耳にするが、地域

の崩壊はそのような建造物と比べると軽いも

のではなかった。「地域」というひとつの共同

体がなす役割の大きさは、はかり知れない。

しかし、私はこの一年を通して、一人一人の

人問が「共に生きていく」ということを考えれ

ば自然に形成されていくものだと実感した。

被災地での活動を通して、もうひとつ心に

強く思っていることがある。ここで文句を言い

たい。行政による福祉サービスの実態である。

一つだけ例をあげてみたい。

ある方から緊急時に使うベルが欲しいとの

依頼を受けた。神戸市の福祉サービスのパン

フレットに掲載されてある緊急ベルの申請をす

るため灘区の福祉事務所を訪ねた。すると、

管轄は消防局だからと隣の建物に回され、担

矢崎和彦

当の方とそこで相談した。結果、申し込みは

約一年後の12月に始まる。しかも、灘区で配

られる数が一桁だから当たるかどうかもわか

らないとの返事だった。最後に予算がないか

ら仕方がないと追い返されてしまった。あの

パンフレットに堂々と掲載してこの実態、呆れ

るばかりであった。結局、ベルボックスをやっ

ている「神戸元気村」というボランティア団体

に依頼するしかなかった。この話だけでなく、

本当に行政の福祉サービスには失望させられ

た。

最後に、もうこの報告書が発刊されている

頃は震災から2年以上経過しているだろうが、

1995年4月から翌年4月末まで現地専従者

として活動する上で、 一年間よく続いたなと

いうのが正直な感想だ。

神戸での一年は、支援の会というひとつの

団体を通して本当に多くの人と出会いがあり、

生きていくことについて教えて頂いた。現地

活動がこの一年、自分の生活の中心となり、

頭が痛くなることも多かった。頼りない専従

者だったが、一年間活動を続けることができ、

それは本当に多くの支援してくださった人た

ちがいてこそと思う。本当に感謝したい。
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42 遠畑奈津子

|「参りかとラ」の声葉を信して 1

「自分の事さえも、きちんと出来ていない

のに、何がボランティアだ！」私をよく知ってい

る人達からは、痛い程言われていました。自

分でもそのことに気付いていながらも、自己

満足のために働いてしまっていた自分の身勝

手さに改めて気付かされたのは、 1月の終わ

りに私が起こしてしまった事故でした。震災と

いう想像を絶する傷を負っている人に対し、

更に大きな傷を負わせてしまった事、この事

は事故を遭わせてしまった方にはもちろんの

事、私たち支援の会を支えてくださった全て

の方々に対して、心より深くお詫び申し上げ

たいと思います。たくさんの方々に支えて頂

いたからこそ出来た現地での支援活動の中

で、私が犯してしまった事、本当にたくさんの

方々にご迷惑をおかけしてしまい、申し訳あ

りませんでした。

私は、この事を通して、自分の愚かさや、醜

さを、哀しいぐらい見せつけられたように思い、

考えさせられ、大変勉強になりました。

私は神戸に来る前まで、学生時代の仕事も

合わせると、 6年間ずっと様々な施設や、地

域で、いわゆる＂福祉＂と言われる事に携わ

ってきました。 そのこともあり、神戸での活動

に関して思い上がりを持ってしまっているよ

うでした。実際、私を頼っていてくれる人達

が神戸には居る事を私自身が強く感じていた

事も事実ではありました。そういう自分が今

となっては情けなく思い、悔やまれてなりませ

ん。

神戸での1年間は、私にとって、大袈裟では

なく、本当に一生忘れる事のできない程もの

すごく大きく、ものすごく大切なものでした。

神戸で出会ったたくさんの人達。被災者の方

はもちろん、一緒に活動をし、一緒に悩み、時

には羽目を外したり、一緒に過ごしたボランテ

ィアの仲問との出会い、こんな宝物は他には

ないだろうと思います。特に、同じコーディネ

ーターとして一緒に仕事をした矢崎さん（名

前を出してごめんよ！）ほんとうに良く言い合

いをしましたね。「もう、大嫌いだ！」と思った

事、正直言って何度もありました。（知ってい

るとは思いますが・・）矢崎さんもたくさんあ

ったでしょう、ごめんなさいね。これも、今だ

から言える事なのかもしれませんが、矢崎さ

んはもち論の事、たくさんの仲間に支えられ

ていたからこそ出来た現地での活動、そして

それを支援してくださったたくさんの方々の

おかげで、私たちは、神戸でたくさんの方が

たの笑顔を見る事が出来ました。活動中は、

つい支えてくださっている方々の存在を忘れ

てしまったり、自己中心的になってしまったよ
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うに思います。

神戸で出会ったたくさんの人達。残念なが

ら、もう2度と会う事ができな＜なってしまっ

た人も、何名かいらっしゃいますが、私達は、

決して忘れる事はないと思います。ただ、私

達の活動がせめて、その方々の安心感や、笑

顔につながっていてくれたらいいなぁと、今は

思っています。

私達現地での活動は、直接被災者の方々と

接していく中でいつでも、 「これで良いの

か？］考えながら活動してきたつもりでした。

それでも、何度話し合っても、考え込んでも、

＂本当に正しい答え＂というものは、私自身を

含め、見つけ出す事は出来なかったのだろう

と思います。それでも私達が活動した1年間

は無駄ではなかったと思いたいです。神戸で

出会った人達の笑顔は、決して偽りではない

と思います。私達には、結局何も出来なかっ

たのかもしれません。その答えは今になって

も、私には判りません。けれども、私の心の中

にいつまでも響いているたくさんの「ありがと

う」の言葉を信じていたいと思いました。そ

して全ての「ありがとう」を、私達を支援して

くださった全ての方々に、被災者の方に替わ

って、伝えさせて頂きたいと思います。「本当

に、ありがとうございました。 」

く追記＞

1年問一緒に活動して、 一緒に生活したボラ

ンティアのみなさん。力不足のコーディネータ

ーの私を支えてくれて、本当にありがとう。も

しかしたら、もう2度と会えないかもしれない

けど、本当に忘れないと思うよ。みんなに出

会えた事、本当に良かったです。集団生活は

けっこうしんどかったけど、たまには、あの地

下室の生活を思い出してみて下さい。そこに、

みんなの笑顔と笑い声があるといいなぁって

思います。

大好きなみんなへ

またいっか、会えるといいね。
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43 広野智子

1 事緬后全鵬 I 
●事湯扇本郎が障害者いこいの家

めぐみホームに殷量

1995年1月20日第1回事務局会議が開か

れ、活動の本部がめぐみホームにおかれるこ

とになった。めぐみホームは1988年9月設立

以来、街の中で障害のある人もそうでない人

も共にくつろぎ憩えるフリースペースを提供し

てきました。教育の場でもなく働く場でもな

い。人との出会を楽しみ、ほっとできる場所と

して利用する人は、テレビ、カラオケ、おしゃ

べり、ゲームと自由な時をすごされている。又、

障害をもつ人が作られた作品を売るこひつじ

ショップも併設している。運営費は、行政から

の援助は全く得られず後援会員の方からの献

金とショップの売り上げ利益金で賄っていま

す。

さあ、今日から支援の会の事務局を置くとい

っても、普段と変わらず利用者は来られるの

だし、余分の人手があるわけでもない。無理

なことづくしの中で被災された障害者の方々

のことを思う時「なんとかなるのとちがうか。

なんとかしょう」所長のひと声で事務局設置

が承諾されたのでした。その時は、後々支援

活動に追われ、ショップの品物を仕入れに行

くことも、販売することもできなくなり、めぐみ

ホームの会計が底をつき、運営が危ぶまれる

ほどの事態が待っているとは、考えもしませ

んでした。

めぐみホームを利用されている障害のある

多くの人たちが、「もし、京都であの地震が起

こっていたら、自分はどうなっていたんやろ

う」と不安を語られました。ですから21日朝

から玄関には支援の会事務局の看板が建て

られ、利用者が集うホールには予定表や伝言

が書かれたホワイトボードが掛けられ、職員は

ひっきりなしの電話やFAXの応答、来客の

応対とホーム中を駆け回り、利用者おかまい

なしの日々が始まったのですが、「自分たち
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は支援したくてもできないのやから、がんばっ

て・・・」とスタッフを見守りエールを送ってく

ださったのでした。

●情鞭脱集、伝違

当初報道ではほとんど触れられなかった被

災された障害者の人たちの情報を色々な方

法で入手し、京都でなすすべもなく心配する

人、なにかできることがないかと模索する人

たちへ伝える。 FAX用紙のままでは感光す

るのでコピーしてからすべてファイルするかた

わら、情報を待っている団体や個人にFAX

を流す、相当の仕事量であった。

●人材寡集と派遣

新聞報道やロコミで全国のボランティアした

いという人から続々と問い合わせが増えてく

るし、長期的にとなると、かなり絞られるが、

話がまとまればまずは事務局本部にやってこ

られる。その中には今まで障害のある人と関

わったことがない人達も多くおられる。「私に

もできるのでしょうか」と不安がられる人達に

「初めはみんなそうですよ」と、その方の状

況にあわせて、その頃支援していた団体が行

なっていた炊き出しおよび介護ボランティアに、

又当会が設置した東灘区の現地拠点ヘコー

ディネートしました。志願してこられただけで

も大変な勇気が必要だったでしょうに「どこ

で寝るのかわからないので」と寝袋を渡し、

送り出すのですから、相当緊張した面持ちで

出掛けていかれたのを思い出します。

一番困ったのは、やっとのことでコーディネ

イトしても、現地から「日々の活動に追われ新

人を受け入れ、養成することのできる人も時

間もない」と、断られることもしばしば、刻々

と変わる状況の中で物資も人材も需要と供

給がかみあわない。こんなに情報が速く伝わ

るようになった時代でも、必要とされ供給さ

れたときにはすでに次の要求に変わっている。

事務局本部はその狭問にあってせっかく協力

を申し出てくださった方々にお詫びする場面

も多々ありました。

●京都での一暁避雛場所採し

被災地の避難所での生活が困難な方々のた

めにと京都での受け入れを募ったところ、多

くの家庭や団体から住居提供の申し出があり、

リストを作り、利用に備えたのですが、被災し

て家をなくされた方々は「今まで住んでいた

地域から離れたくない」と願われ、結局生活

の場を京都に移された方は、当会の関わって

きた人の中にはおられませんでした。

しかし避難所での生活の疲れを癒すため

に一時的な避難を繰り返しておられる方の利

用が今も続いています。
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まずは支援を訴えるビラを作ることから始ま

った。合計何万枚のビラを刷ったことでしょう。

賛同団体が差出人となり知り合いの団体や

個人に送付。各新聞紙上やキリスト教新聞の

報道に載せて頂くなどの手配。現地活動が始

まってからは活動の様子を「支援の会たよ

り」として発行し、関係団体や、支援者に送

付、又3月20日に開かれた中間活動報告会

の資料作り、次から次への印刷物に対し、当

初本部には印刷機がなく、近隣の宇治教会や

西小倉めぐみ教会へお願いし対応することが

できました。

募金をしてくださった方に、その募金が具体

的にどんな活動に使われているのかを伝える

ことにより、「自分も支援活動に加わっている

のだ」という実感を得ていただきたいという

思いで、たよりをお送りし続けたのですが、反

応はさまざまでした。「活動の様子がよくわ

かり、ありがたい」といってくださる方が多か

ったのですが、「郵便料金がもったいない」

「便りがくるたび又の募金を迫られているよ

うな気がする」と送付を断って来られた方も

ありました。確かに活動の様子を知ることによ

り「まだお金が必要でしょう」と度重ねて送

金してくださった方や団体も多くあり、毎回頭

の下がる思いで領収書を書いた覚えがありま

したが、支援の会としては決して募金を強要

したつもりはなく、また費用についても、現地

で活動するのみでなく現地の障害のある人達

の様子や活動の様子を全国の人達に知って

頂くことにより、読んで頂いた方々がその地

域で今後、障害者問題に関わっていかれる中

でなにかの役に立てていただけたらいい、こ

れも支援の会の大きな働きであろう。そのこ

とにお金を使うことは意義があるとの事務局

会議の判断でした。

●術且勇裏途

四条河原町、四条大宮、長岡京市イズミヤ

前、大手筋で計10回の協力延人数316人、

募金額1,544,305円の街頭募金活動を行な

いました。

一年中で一番寒い時期にも関わらす車椅子

の人、知的障害のある人やご家族などを含め

毎回たくさんの人の協力を得ることができま

した。凍える手をカイロで温め、渇れる喉をの

ど飴で潤し大声で、道行く人に募金を呼び掛

けるのです。

・募金活動に参加した人たちの感想

「人に頭をさげて募金箱にお金を入れてもら

う体験は初めて、恥ずかしくて初めはなかな

か声がでませんでした。」

「歩いている人にチラシを渡すタイミングが難

しいと実感しました。」
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「おまえら地震にかこつけて金儲けしとるん

やろ、誰に断ってここに立っとんじゃ」酔っ払

って絡んでくる人には困ってしまいました。警

察への届け出書やチラシを見せて納得しても

らうと 「ほんなら」といって千円札を入れて立

ち去られるのでした。

「あんたらええことしているのはわかるけど、

おれらも生活掛けて商売しとるんや、もうち

ょと場所考えるとか拡声器のボリューム下げ

るとかしてくれへんか」路店主からの苦情で

す。無我夢中で人の迷惑顧みず・ ・・ゴメンナ

サイ！このころ繁華街の街角では1日中、数

時問ごとに入れ替わり立ち替わり違う団体が

震災救援募金をしていて、町ゆく人も慢性化

ぎみでしたが、被災された障害のある人の悲

惨な様子を心より訴えることにより耳を傾け

協力してくださる方が多かったと思います。＜

たびれて帰ってくると、地域の人が温かい粕

汁をつくって待っていてくださったりして、疲

れを癒してくださいました。

大人がそうであったように 「自分にもなにか

できることはないか」と考えた子供さんたち

もたくさんおられました。貯めていた小銭を

募金に持ってこられた子供さん。小さな体を

マフラーや手袋で包み、声を張り上げてくれ

た子供さん一生の思い出となり 「共に生き

る」ことの一歩を踏みだされたことでしょう。

・振込みによる募釜

まず郵便振替口座と銀行口座を作ったので

したが、郵便振替は口座を開き振替番号を知

るまでに一週問ほどかかります。口座番号が

決まらないと募金依頼書が刷れず、イライラ

しましたが2月4日には第一便の振込み通知

が届きました。その後、毎日何件か、多いとき

は20件もの通知が届きます。その度郵便局

へ引き出しに行き銀行へ預入れ、会計帳簿処

理、領収書の発行、うれしい悲鳴の連続でし

た。急逮作られた支援の会がこんなにも迅速

な、こんなにも多くの協力を得られたのは賛

同団体が日頃から湿めてきたネットワークの

賜物であり、人の輪のすばらしさを感じずに

はおられませんでした。

【振没み通知書こ書いてあった一ロコメント】
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銀行振込で送金されてきた場合、振込人の名

前が字数に限りがあって通帳にフルネームで

記入されない、振込人の住所もわからない。

そのため領収書や支援の会たよりが送れな

かった方がありました。口座を開くのに少々

時間がかかってもこういう場合は郵便振替を

利用するべきだという教訓をえました。

・箪から集まった寡金

仲良し主婦らグループで年に一回外食会に

と毎月積み立てられたお金、 一人の提案で

「今年は食事会を止め、支援の会へ募金しよ

う」ということになり届けてくださいました。

さぞかし立派な食事会ができたでしょうとい

う額でした。めぐみホームを利用している障

害のある人たち、切り詰めた生活費、小遣い

の中から募金してくださいました。又、めぐみ

ホームに併設するこひつじショップのお客さん

が支援の会のことを知りご自分の知り合いの

方やお店を回り電話をかけ、日々募金集めを

してくださいました。

本部の近くの商店に置かせてもらった募金

箱、つり銭の小銭にも湿かい心が感じられま

す。賛同団体の一つである耳鼻科の医院で

はたくさんの人々に呼び掛けてくださり毎週

のように募金箱の中身を届けてくださいまし

た。「通りすがりの者ですがここが何年も障

害者のための活動をして来られているのを見

て知っています。ここが本部なら信用できま

す」といって多額のお金を差し出してくださ

いました。

●事霧厩本郎の奮艤記

普段のめぐみホームやこひつじショップの運

営に加えての本部の仕事、所長と常勤のスタ

ッフ2名、週一日の職員1名の労力ではとうて

い及びません、みかねて本部を手伝う方も来

てくださるようになりました。さまざまな関係

の人達でしたが、特に宇治教会の方々がロー

テーションを組んで連日どなたかがお手伝い

下さいました。

各ボランティア団体が経験されたことなのだ

と思いますが、電話におわれ、人の応対にお

われ、お金の収支におわれ、目先の仕事にお

い回されて、山積みされた仕事をどう整理し、
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せっかく集まって下さったボランティアの人達

にどう分担したらよいのか考える時間さえな

い。「コーディネーターが欲しい」現地のボラ

ンティア団体数箇所からの切実な願いが大き

な文字のFAXで流れてきます。その気持ち

がよくわかりました。

当事務局本部でも小パニックが起こってしま

いました。しかし外部から手伝いに来てくだ

さった人もはじめは何をしたらよいのか解ら

ない、指示もない。何かしないと何のために

来たのか意味がないとイライラされるのです

が、そのうち遠回しに全体の流れをつかみ、

自分にできる仕事を見つけ、行動してくださ

るようになりました。

大量の印刷をする人、郵便局や銀行へ出入

金の手続きをしに行く人、掃除をする人、スタ

ッフの食事を作ってくださる人、こひつじショ

ップの店番をする人、めぐみホームの利用者

の話相手をする人、封筒の宛名書きをする人、

ピークの三ヵ月問で延べ200人もの人が本部

を手伝ってくださいました。この経験が、お手

伝いする人にとってもお手伝い願う側にとっ

ても、一歩引いて全体をみることが大切だと

いう教訓を与えてくれたと思います。どんな

難鍛な困難な場面にあっても、日頃のひたむ

きな活動と人の輪があれば乗り越えられるの

だという自信も得ました。
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44 川上信

I 被災坤の”醸 □
阪神大震災が起きた1995年 1月17日、

当時私は被災された方々、特に障害をもたれ

た方を支援する活動にいち早く動き始めた、

めぐみホームで仕事をしていました。周囲の

障害者と関わるグループと『被災障害児・者

支援の会』を組織し、支援活動を推し進めて

いく上で、まずぶつかった問題はあまりにも被

災地神戸の情報が不足しているということで

した。

その頃のテレビや新聞等で報道されている

情報というものはライフラインの復興状況は

知ることはできても、そこに住む人達、特に障

害者が今どのような状況下に置かれ、どう生

活されているのかなどは全くと言っていいほ

ど伝えてはくれませんでした。そこで支援の

会の事務局であっためぐみホームでは、他で

支援活動をしているグループとファックスなど

を通し情報のやり取りを始めることになりまし

た。すると私たちと同じように情報のやり取り

やさまざまな連絡を取りたがっていたグルー

プから止まるところを知らないかのように朝

から晩まで次々と情報が寄せられ始めまし

た。

この事務局に寄せられた情報を共に支援

の会を組織するグループに、そして支援活動

を支えてくださっている方々に伝える役割を

私は与えられ、送られて来たファックスをすぐ

に転送したり、コピーを取ってめぐみホームへ

訪れて来られた方がいつ来られてもその情報

を見ていただくことができるように整理し、フ

ァイリングをする毎日が始まりました。私はど

ちらかというとすぐさま被災地に飛んでいき

活動をしたいというタイプの人間ですから事

務仕事というのは大の苦手なので、この作業

に戸惑いながらも事務局の仕事の一端を任さ

れ携わらせてもらえたことを喜びに感じてい

ました。神戸に直接いくことがなかなかでき

ない自分だったので、送られてくるファックス

をコピーする問に今被災地はどうなっている

のかとその情報にくいるように目を通す毎日

が続いていたことを覚えています。その送ら

れてきた情報の中には自分の想像をはるかに

越えた生々しい危機迫る現実が載っており、

行政の対応のまずさも、今被災地では何が必

要とされているのかも、その送られてきた情

報から知ることができました。

そうした中でやはり支援の会としても直接

現地にボランティアを送り支援することの必要

であるということを知らされ、 2月の中旬から

灘区に現地事務所を置き支援活動を開始す

ることになりました。現地に赴いてくれたボラ

ンティアの方々は交通機関が寸断されている

中、自分の足だけを頼りに避難所回ってくれ、

そこで出くわす人達のことを、またその活動
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を行った一日に何があったのかを毎日ケース

記録としてまとめ、京都にある事務局にファッ

クスしてくれました。その膨大な情報が被災

地神戸と支援をする私たちの住む京都とを

結ぶ役割を果たしてくれていたと感じていま

す。その情報をファイリングしたものは今でも

45 

事務局であるめぐみホームに保管してあると

思いますので、支援の流れを知りたい人、そ

の頃の状況を知りたい人は一度たずねてくだ

さり目を通してくださればすごく良い資料に

なるのではないかと思います。

鶴谷忠夫（有田教会）

1 支媛の会の活動杢桁りつつ I 

1995年1月17日午前5時46分、さあ起き

ようかと今日のスケジュールなどを思い返し

ながら、特に「めだかの学校」（反原発の市

民運動の集まり）で発表する、「原子力行政

を問い直す宗教者の会」について何かと考え

ていた矢先に、ガクン、ガクンとベットが持ち

上がり、とっさに何が起こったのかわからぬま

まに、どこかの原発が爆発したのではないか

と思いました。すぐにテレビをつけて見ると神

戸が大変な被害に合っていることを見たので

す、 （一瞬、原発が爆発しなくて良かったと思

いました）しかし、神戸は見ている間に火の手

が上がり燃え盛っていきます。何の手も打て

ない状態を見せつけられ、私のような者が、

現場にも行かれず、行っても役に立たず、足

手まといになるだけです、ただ神の哀れみに

すがって祈るばかりでした。

当時様々な情報が飛び交う中で何かできる

ことはないかと、車に寝具を詰め込んで「めぐ

みホーム」に伺った時、ボランティアの方々の

お一人お一人がとても落ち着いて活発に頼

もしく働いておられました。神様のお守りと導

きを心から祈って帰ったことを思い出しま

す。

私の奉仕をしていた滋賀地区の安曇川伝導

所は、教団の方に送金しましたが、障害者支

援にはなかなか回されないことを知り、私個

人は、この為に心血を注いで居られる、「小

倉めぐみ教会」の働きに連なりたいと、ささや

かな送金を始めました。

95年3月末、安曇川伝道所を辞任、 8月か

ら、九州教区の有田教会に赴任しましたが、

「被災 『障害』児・者支援の会」の便りを頂き、

「支援の会」の働きを知らせていただきまし

た。たいした事もできないままでしたが、 1年

間で支援を打ち切りました。

皆様の健康や活動が神の祝福をうけていか

れますようにお祈りしております。
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46 徳永泰

I 「支媛の会事結廓」に関わって］

早朝、大波にさらわれるよ たちに道が示されたのです。 都ヘ一時避難してこられる

うな気がして目が覚めると それ以降、時間をやりくりし ことになり、そのお手伝いも

地震でした。その後テレビで ては伏見へと走りました。教 必要になりました。とにかく、

続々と報じられる阪神・淡路 会の方々とは話し合って分 小さい事でも、自分にできる

の様子に釘づけになったあ 担表のようなものも作りまし ことをしたいという皆の熱意

の日。家族と食事ができる た。 にあふれた日々でした。現

ことや、暖かい蒲団で眠るこ 事務局は鳴り続ける電話、 地で直接ボランティアしたわ

とさえ申し訳ないような気 絶え問ない来客、持ち込ま けではありませんが、自分な

分になりました。被災された れる支援物資の山にてんや りに満足でした。事務局にと

方々に自分ができることは わんやの毎日でした。一方 っては「きまぐれボランティア

ないかーきっと誰でもそう では平常通り、のんびりホー おばさん」はかえって迷惑だ

思ったに違いありません。そ ムで時間を過ごす障害者の ったかも、と今になって恥ず

んな時でした。「めぐみホー 方々があり、 「これくださー かしい気もいたします。

ム」の広野さんが、宇治教会 い！」と叫んでいる「こひつ 今回ほど日本人がボランテ

の礼拝の後で「めぐみホー じショップ」のお客さんあり ィア精神に目覚めた事はな

ム」を事務局に、「被災 『障 です。私たちはとにかく急を かったと言われています。い

害』児・者支援の会」を始め 要する 「支援の会」のため、 くら自分の力を差し出した＜

たことを報告され、支援を呼 事務局の方が少しでも多く ても、それを上手くコーディ

びかけられました。何という の時問と労力を注げるよう ネイトするところがなくては

すばらしい行動力！私はすぐ にとお手伝いを始めました。 無駄になってしまいます。今

に「何でもいいから手伝わ 掃除、片づけ、カンパの箱作 回の事務局の働きは被災さ

せて！」と申し出ました。他 り。銀行や郵便局へ行ったり、 れた障害児・者は言うまで

に何人もの方が広野さんに 昼食の材料の買い出しに走 もなく、多くの新米ボランティ

駆け寄ってお手伝いを申し ったり。街頭募金に立ったこ アにとってなくてはならない

出られました。どうしたらよ ともありました。、そのうち、 ものであったと感謝していま

いかと途方に暮れていた私 被災地から障害者の方が京 す。ありがとうございました
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47 難波幸夫（東中国キ陣共事務局長）

1 車 中園キ厖口千之9てラ I 

キ障共とは、キリスト者障害を共に学び共に

担う会の略です。発足して9年 目の歩みをし

ている超教派の会です。内容も少しづつ充実

し、「共に生きたい」と、少なくとも考え考え

歩んでいる最中に、あの大震災がありました。

「共に」と歩んでいたつもりなのに2、3の会

員から、「キ障共として何か支援しないので

すか」と問い合わせがあった時、役員会では、

会員の1人1人が、教会に属しているのだから、

それぞれの教会の支援方法に応じて活動し

たらいいのではないか、特に障害者の団体か

らとか、障害者へと考える必要はないのでは

ないか。かえって、あまり窓口を細分化しな

いほうが等と考えてしまいました。また、すで

に日基教団東中国教区は、いつもになく教区

が一致団結して、物資輸送や募金の活動等

が始まってもいました。

そこへNCCからの、弱い者がますます弱い

立場に置かれているとして、その状況と発足

の通知がありました。緊急役員会を開き、な

ぜ会員のあの一言が受け止められなかったか

と悔みつつ、即行動に移しました。 JR岡山駅

前での街頭募金や世界祈祷日など諸集会で

のアピールと募金を行い、とりあえず45万円

を送金しました。

岡山駅前での募金活動の時、ちょっとした

ハプニングがありました。 一生懸命マイクで

通行中の人々に呼び掛けていると、駅前のバ

スセンターから職員が走って来るのです。 「マ

イクの周波数を変えてくれんかなぁ、センター

じゅうにそっちの声が入ってバスの案内が出

来んがな」と。 すみませんとは言ったもののメ

力に強い人がなく、少し場所を移動して続け

ました。手伝いに駆け付けた姉妹も、バスを

降りるなり聞きなれた声がして「え？センター

のマイクが借りれたん？」と思ったそうですか

ら、かなりたくさんの人が聞いて下さった事は

確かです。

その後は、 6月に 「被災『障害』児・者支援

の会」代表の多芸牧師をお招きして、講演と

報告をして頂いたのですが、後の質問の中で、

「支援の会」にはお金が結構集まっているが、

事務局を引き受けた「めぐみホーム」の方は

従来の活勁が出来なくて火の車だとお聞きし、

その場でみんなで話し合い、第1回送金以後

の募金や会場献金などは「めぐみホーム」へ

お働きを感謝してお渡ししました。

教区として、また教区婦人会として、長田へ

500人分のおでんやおすしを、またビビンバ

を、 地域のお店が開店する頃まで応援させて

頂き、また西宮へは、仮設住宅のお年を召し

た方々への訪問 （「一緒に踊って歌おう」と

いうもので、西宮Yの企画ー一その時ある婦

人が、「演奏会はたくさん開いてくれたよ。だ
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けどな、わたしら自分で歌いたかったんや、

今日は嬉しかったよ」と言われた言葉が忘れ

られません一ー）などさせて頂きましたが、 1

年半を過ぎた現在、正直なところ、見えて来

なくなってしまいました。本気になって動けば

あんなにみんな応援してくれたのですから、

この報告をさせて頂きながら、 一度この目で

48 

まだ終わっていないというか、深刻化してい

る状況を確認させて頂きたいと思うようにな

りました。

「障害児・者」に「および高齢者」が加えら

れた事は、老いた母を看ていて、真にさもあり

なんと思えるのです。忘れてしまったような

私たちを心からお詫びしつつ。

西本洋子

I めぐみホームと息子・私 ＿l 
阪神大震災の起こったあの朝、いつになく

大きな揺れの中でも、息子・亮は「うるさい

な」と賎ったままで文句を言い、学校に出か

けていきました。緊急連絡網で“休校”の連

絡を受けたのは、亮が出かけてから10分も後

のことでした。急いで身支度を整え、追いか

けました。学校に着くと真面目(?)な男子が

3人、職員室へと移勁するところでした。この

時先生方はすでに半数以上出勤されていて

頭が下がる思いでした。

この日は亮のてんかんの薬を児童福祉セン

ターにいただきに行く日でしたので、電話を

入れると開けているということ、電車も市バス

も普段通り、何事もなかったように機能して

いました。大変な地震だったと気付かされた

のは、帰り、高島屋の東側の窓ガラスが地面に

散乱しているのを見た時でした。その後、テレ

ビに映し出された映像は想鍛を絶するもので

した。我が家でも、冷蔵庫が5cm程前に移動

していたのが解ったときは、ぞっとしました。

茶碗一つ割れなかったのが不思議なくらいで

した。もしも家族が離ればなれに震災が起こ

った時の避難場所についても話し合いまし

た。

めぐみホームから“支援の会＂への後援会へ

の誘いの連絡を受けたのは、私に何が出来る

のだろうかと考えていたときのことでした。さ

っそく「小栗栖障害児・（者）を守る会・エン

ゼル会」で話し合いました。被災地の障害者

を支援するという“支援の会＂に全員 一致で

賛同するが、恐らくは夜になるであろう会合

に出席することは不可能なのではないかとい
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う結論から、後援会に名前を連ねることは控

えさせていただき、手伝えるところで関わっ

ていこうということになりました。会からは寄

付をして後は、個人で参加するということで

す。

その一環として、大手筋ゃ四条の街頭募金

がありました。大人だけではなく、多くの子供

たちが小遣いを寄付してくれました。震災で

子供たちも犠牲になったり、親を亡くしたりし

ていることを自分の痛みとして感じていたの

でしょう。貴重なお金を預かっているのだと

感じました。学校でも職場でもおそらく募金

活動は行われていたはずですから出費が重

なったと思うのですが、めぐみホームだったら

信用できるからと、気持ちよく寄付してくれた

コーラスのサークル仲問、勤務先で募金を集

めてくれた友人、本当に人々の菩意が集まっ

たし、それほど大きな地震だったのです。

めぐみホームで雑務を手伝ううち、めぐみホ

ームを維持するための収入源である花がない、

陶器も少なくなるという状態が続き、不安を

感じました。職員の人たちは、ボランティアの

面接、人材や物資の手配、度重なる会合など

で、仕入れに行く時間も取れない様子でした。

このままでは、めぐみホームがなくなってしま

うのではないかという不安。しかし、私たち

には雑用を手伝うことぐらいしか出来ませ

ん。

縁あって、昨年の9月から職員として働かせ

ていただいていますが、被災地に行ったこと

もなく、支援の会の会合にも出席していない

私は、事務局を側面から見てきました。人間

関係、金銭問題、事故、様々な問題も起こり、

なおかつめぐみホームの本来の行事も例年通

り行われました。

7周年記念講演会 （被災地の障害者の方が

来られました）、織りと器 「虹」展、クリスマス

会、ハープコンサート （支援地でも行われまし

た）、春の親睦会、そして今年の8周年記念の

講演会 （北海道べてるの家）他々、事務局の

仕事をしながら、めぐみホームの運営をされ

てきた1年半ほどの時期、本当に大変だった

と思います。今は身内となった私がこんなこ

とを言うのはおかしいかも知れませんが、事

務局を支えてこられた、職員、支援の会のメ

ンバー、ボランティアとして関わってこられた

多くの方々の底力にエールを送りたいと思い

ます。
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一報銅

収入の部

街頭募金（支援の会独自のもの）

その他（固人や団体なと）※

支出の部

物資支援（炊き出し材料、自転車他）

団体支援（ボランティア団体他）※

人件賓 （現地コーティネーター他）

支援活動費（交通、通信、事務費他）

繰越金※

(1997年 8月現在）

1,544,305 

19,659,945 

21,204,250 

430,818 

4,310,000 

2,000,000 

10,786,517 

3,676,915 

21,204,250 

支援の会の活動にご賛同くださり、支援金、物資等、心温まるご支援＜

ださいました全国の固人や団体の皆様に感謝し、お礼申し上げます。

※“その他’'（這人、グループ、団体からお寄せいただいた支援金の他、

各地で開かれた街頭募金、コンサートやバザー収益及び、各種事業団、

社会福祉協議会等からの助成金なとです。

※“団体支援は＂支援の会兵庫等、現地で支援を続けておられる団体等

への支援金として支出しました。

※“繰越金＂は現在、作成中の活動報告書の諸費用その他にあてる予定

てす。
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49 担当銅鎮正美

-＜ 
1 支霙j舌動ま頭して醗んだこと I

く電話でできた支援の会18団体＞

司会 私たちが「被災『障害』児・者支援の会」をやってきて、ちょうど1年

半がたちました。現地点での集約と展望を話し合えたら、と思います。

最初に皆さんがこの「支援の会」に参加されたキッカケは？

多芸 あの1月17日、めぐみホームのテレビニュースで被災地の状況を見て

いて、被災地の障害者の人たちはどうされているのか、と大変に心配に

なってきたんですよね。そこで教会として支援活動はどのようにされる

のかと、京都教区議長に尋ねたんですよ。そしたら、「京都教区は被災

地の教会を支援するのだ」と言わはるもんやから、私は教会の支援より

先にしんならんことがあるように思ったし、「それやったら、私たちは被

災された障害者の人たちに対する支援活動を始めますわ」と言って、

それからみんなに呼びかけたんやわ。

平田 ぽくも、日本キリスト教団出版局に何か情報が入ってきていないか問

い合わせたところ、「兵庫教区の教会の被災状況」がファックスで送ら

れてきました。そこには、教会の会堂の被災状況と、主任牧師の安否の

みが記されていました。教会の会堂が壊れてなくて、牧師がどうもなけ

れば、一覧表には“無事＂となっていたんです。何でや、教会は地域に

存在しているにもかかわらず、会堂が壊れてなくて、牧師が無事ならそ
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れでエエんか、こら何とかせんとアカンと思ってた時に、多芸さんから電

話があって「教会をアテにしたらアカン。自分らで焦点をしぼって自分

たちのできる支援活動をやろう。」との呼びかけがあって、ハイ、やりま

しょうということになったんです。

矢崎 ぽくも教会に行ってたけど、今度の地震の時、教会関係者がどうかな

んて意識してなかったですね。ただ、ボランティアの中には、この「支援

の会」がそういう教会関係の組織だと思って来た人もかなりいたけど。

広野 私はめぐみホームから急いで、日頃お付き合いのある障害者団体に電

話するなかで、 18団体になって、ただその中には事務局体制も整わな

いうちに、とぎれてしまったりしたけど。

銅銀 それは明文化はしていなかったけど、この「支援の会」は、被災地域

に在宅で生活している障害者であって、障害者施設の支援は考えてい

なかったと思うんです。そのあたりの考え方もあるかと思いますが。

多芸 その点については、平田君がずいぶん強く主張していたね。施設の応

援はやめとこう、施設の後かたづけに行くような支援活動ではなく、障

害者の生命にかかわる支援活動をしていこう、というようなことを平田

君はよく言っていた。

＇ ァ．9.．．．．ゞふむ・・， P• ・ご．・・恐

ぽf}＜芍銅巨fttl[i畢〗りた<;•2t'：ながら；た
〈被災地での障害者の現状〉

矢崎 けど、ぼくらは障害者授産施設への送迎なんかも長い間やっていた

な。彼らは送迎がなかったら外出もできん状況やったし、そういう意味

では施設支援とまでは言えんかもしれんが。障害者は自力で出勤する

という従来の規則のままで、交通機関が不通になった時は、臨時に援助

することが、障害者施設や、神戸市行政ではどないにもできんかったん

やろうか？

平田 宮本さんたちが神戸現地の被災者として、この活動に参加したキッカ

ケは？

宮本 私は当時、地震のこと以外は関わりたくないという強い思いがあっ

て、この活動をするということを聞いて、それまで関わっていた大阪の

作業所をやめて、この会に入れてもらったんです。
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上田 ぼくも避難生活から10日ほどして抜け出して、京都に一時避難した

けれど、もうあの神戸に帰りたくなかった。

多芸 実際のところは、京都にしか上田啓悟さんの介護者は無かったんとち

がうんか。（笑）

蓄 当初の事務局会議の毎日は目まぐるしくて、たとえば京都市内の募金

活動でも日々場所や金額が変動したし、神戸現地の支援の手段でも、

数日問は自転車、1週問たっとバイク、 1ヶ月たったら自動車という調子

やったな。

広野 私は「支援の会」の賛同団体になってくださったグループや、 一緒に

活動してきたメンバーについて思うのですが、誰かが呼びかけた、呼び

かけられたという関係ではなくて、これまでから深い結びつきがあって、

ふだんやっていることや考えていることの延長として一斉に集まり、あっ

という間に始めたように思う。それは支援活動のカンパとして、事務局

に送られてくる振込用紙に書かれてある一言ひとことを見ても、この会

が急に降ってわいた会ではなく、何百何千の人たちが今まで私たちがや

ってきたことを見てくださり、あの人達がするんだったら応援しよう、と

思ってカンパをしてくださったという言葉があり、すごく励まされました。

矢崎 そのつながりはほんとにすごかったと思いますよ。経済的な部分も大

きいし、人のつながりによってこれだけの活動ができたんだな、と実感し

ますね。ぼくが働いていた大山医院でも、聴覚障害者の情報や補聴器

に関することをほんとうによく調べてくれたし、神戸に行くとき自由に休

ませてくれたりして。病院の受付に置かせてもらった「支援の会」のビラ

を見て、募金してくださった患者さんも考えると、賛同団体や個人のほ

んとうに大きいつながりで、「支援の会」が支えられていましたね。広野

さん、何万人の単位までいくんじゃないですか？

〈京都の支援活動〉

司会 この問一人ひとりが「支援の会」をやってきて、今も印象に残るのはど

んなことですか。各自話してもらえますか。？

多芸 いっぱいあるけど、街頭募金には小さな子供達も一緒に家族そろっ
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て協力してくれたことがあったな。大手筋商店街での街頭募金では、い

くつもの他団体が並んで携帯マイクを使って、大きな声でまるで競うよう

に募金を訴えるもんやから、露店で商売をしている人たちにはたいへん

迷惑をかけたこともあったな。ときには叱られたこともあったわ。

最初に被災地に行ったのは 1月23日だったんやけど、被災地の状況

を見て、ほんとうにショックを受けたわ。最初、西宮のある教会へ行って、

被災された障害者の情報を得たいと思ったんやけど、そこの人が、ほと

んどわからないけど、近くのすずかけ共同作業所に何人かの人たちが避

難されているらしい、と言わはったんで、すぐにすずかけへ行ったら、そ

こには2家族の人たちが避難してはって、もうほんとうに暗い雰囲気で

横たわってはったのを覚えてるな。また物資支援ということでは、緊急

輸送の許可を警察からもらって西宮へ向かったんやけど、 一般車は走れ

ない名神を走ったんやけど、前にも後ろにも車が1台も走ってへんねん。

ぼくの車だけ走っていったんやけど、不気味やったわ。

ボランティアの人たちに対しては、最初めぐみホームでいろいろ説明を

してから、被災地へ行ってもらったんやけど、それまで障害者の介護な

んて一度もしたことがない、という人もいて、とっても不安そうなんや。

まあ、何とかなるって、とか言って送りだすんやけど、そういう人たちが

被災地で活動をして帰ってこられた時には、ほんとうにすっかり人が変

わって帰ってきはる人が多かったな。なかには、その後の人生の進路ま

ですっかり変えてしまはった人もいはったわ。それに、「支援の会」の活

動を始めて、本来のめぐみホームの働きが全くできなくなってしまって、

めぐみホームの利用者の人たちはずいぶん困られることが多かったと思

うんやけど、何一つ苦情を言われる人もいやはらへんし、むしろ街頭募

金などにも積極的に参加してくださったりして、ほんとうに心打たれるこ

とが多かったわ。

中西 私は初めから関わったにもかかわらず、実際に神戸での現地活動が

できなかったのでだいぶ異なりますが、あえて言えば現地で関わってい

る人たちを見ることが印象的だった。「支援の会ニュース」を作ったとき、

北海道からのボランティアの感想などが印象に残っているが、当初はこれ

まで長く、多くの活動になるとは予想していなかったし、実際には、被災

にあってというより、被災にあってそれまでかかえていた問題が表面化

したと聞いて、そんなことに関わっていくのは大変なことだと思ったから、
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今年4月に、やめないでもう1年やろうという決断を、事務局会議でし

たことも大きかった。

広野 私はもし個人であれば、こんなに支援活動に参加できなかったのでは

ないか、と思います。めぐみホームとして支援活動をすると決まり、それ

じゃがんばろうという思いでした。実際のところは、「支援の会」の仕事

を夜中までしながらも、一方では、めぐみホームを続けていくためには、

こひつじショップの売り上げもあげなければならないのに、 1~3月頃は1

日500円しか売り上げがないという日が続いて苦しみました。 4月頃か

ら少しずつボランティアの人たちの協力が得られるようになって、めぐみ

ホームのこともできるようになっていったのですが。

「支援の会」会計をして、知らされたことは、めぐみホームの前を通ら

れた、知らない人がカンパをしてくださったり、隣の銀行の次長さんが、

預金に来られた人が募金をしたいと言っておられる、とそのお客さんを

連れてきてくださったりしたこともありました。ある人は、毎月定期的に1

万円ずつ送金してくださった人もありました。また、コンサートや催し物

の利益金を送ってくださることも度たびでした。数限りなく多くの人たち

が支えてくださっているから、支援活動を続けていくことができるのだ、

ということを実感させられてきました。

それにハープ奏者の池田千寿子さんから、被災地でコンサートをしたい、

と申し出ていただいて、仮設住宅でコンサートを開いたとき、池田さんが

みんなで歌いましょうと、 「ふるさと」とか「シャボン玉とんだ」などを

演奏してくださいましたが、コンサート終了後も帰られない人たちが「今、

夢を見ているようで、夢から覚めたくないし、しばらくここ`にいたい」とお

っしゃった言葉にも感動しました。

さいごに、悔しかったのは、事務局なんか無かっていいと、神戸現地

のボランティアに言われたことも忘れられないことで、心に焼き付いて残

っています。

鋼 ぽくの場合は募金活動が始まりで、職場の長岡京市でやりたいと思い、

イズミヤ長岡店にお願いして、乙訓の里の臓員や仲問や親をむりやりさ

そったけど、一回きりであとは続かなかった。その後はみんなとの四条

河原町では、歩行者の一人ひとりを見つめて呼びかけるようにしていた。

同じ場所でティッシュを配っている女の子が「私も入れとこ。」と小銭を

入れてくれたのが、印象に残っています。今年になってから、神戸の現地
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ボランティアに行くようになって被災者の人生をかい問見て、自分自身は

楽しみにして出かけています。

〈神戸の現地活動〉

柏木 ぼくは大手筋で街頭カンパしたときのことや、六甲小学校での炊き出

し、公園で焚き火の周りを囲んでいる姿や、池田さんのハープコンサート

で仮設住宅を回ったことなどが、共通して心に残っています。

欄谷 ぽくの場合、「京都一時避難」で、六甲デイケアセンターの津田さんが

神戸から7時間かけて、夜の11時過ぎに到着と同時に玄関でバッタリ倒

れて…、被災地の障害者の疲労状態を、その時始めて目のあたりにした

気がします。彼にとっては、自分に必要な杖としての「薬」が、被災して

無い。「休む」場所が無い。どこにSOSを出して良いのか、情報が無い。

そんな状況だったと思います。京都府立洛南病院の当直のドクターと事

務員さんが、津田さんのふだん飲んでいる「薬」について尋ねるために、

深夜12時過ぎまで神戸の主治医につながらない電話をかけ続けてくれ

たのも、印象に残っています。電話をかけながら、疲労を取るためのドリ

ンク剤を飲み、教会に帰りました。それが、京都一時避難の始まりでもあ

ったわけです。

それで、精神医療に関する情報が被災地に無いこと、本人に届きにく

いことを痛感して、京都一時避難に来ていた人たちとも相談しながら、

被災地でも開いている精神科クリニックや精神科救護所の情報をチラシ

に書いて、く精神医療SOS〉のビラを現地スタッフに配布してもらいまし

た。「無責任な情報は流さないように」という一部の行政の方の批判も

あったんですが、精神科救護所のボランティアのドクターの反応は比較的

よく、逆に「xxの電話番号につなげた方がよいですよ」と教えてくれた

りしました。

川端 あのチラシ、早起きしてYMCAに配りに行ったっけ。救援物資をもらう

ためにできた長蛇の列に、並んだ一人ひとりに手渡しして。「うちは関係

ないからいりません」って返す人もいたけど…。とにかく本当にたくさん

の人でした。
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宮本 あの時そこで食べた炊き出しのお餅、おいしかったね！

私が心に残っていることは、今もずっと訪問を続けているKさんのこと。

それから、事故で骨折した0さんがもうこのまま寝たきりになってしまう

のでは…と心配していたら、見舞うたびに元気になって、ついに歩ける

ようになるまで回復していったこと。それと、Tさんのことで、多芸さんに

こっぴどく怒られたこと。当時、私は月・水・金とTさん夫婦の学生青年

センターでの入浴の送迎をしていましたが、 G・Wの時、活動が休みにな

り、一週問以上空いてしまい、休み明けにお風呂はどうしてはったか、聞

いたところ、「家で入ってました。」と言われました。私は「そんな、家で

入れるんだったら、この支援活動はいつまでできるかわからないことだ

し、家で入ることをもっと考えていった方がTさんのためにもいいんじゃ

ないですか？」と事務局会議で言ったところ、多芸さんに「何でTさんが

休みの間に、家でお風呂に入れたことを喜べへんのや！自分たちがこれ

からどうしていったらいいか、一番真剣に考えているのは障害者自身や！

こっちからそんなことまで考えなくっていいんや、それは傲慢や！」と言

われたことです。このことは、今でも活動を続けるなかで度たび思い出

しては、このことにつながっていく問題だな、とよく思うんです。

矢崎 ぽくも個人的には0さんの回復が一番かな。一時はほんとうにどうなる

か心配した。宮本さんと病院へお見舞いに行った帰り道は、いつも何と

もいえん妙な気分になったけど、自分で歩けるようになった、とうれし涙

を流して話してくれたことを、やっぱり思い出すね。

福士 いろいろなことがめぐってきて、なかなかまとまらないけど、はじめて神

戸に行った頃、自分が想像していた活動内容と、現地に行ってからの活

動内容のギャップが大きかったし、なかでもボランティアに来た人びとと

の出会い、神戸の人びととの出会い、今もいろんな人が浮かぶし、やっ

ぱりこれを思い出に終わらせず、これからどうなっていくのか、を自分で

考えていきたいな。

川上 遅れて今来たところなので、今一つ話の流れが判っていないかも知れ

ないんですけど、心に残っていることと言うと、支援活動に関わっていて、

今振り返ると、自分の持ち場を十分理解することなく舞い上がって、自

分自身が空回りしてしまったようななかにいたような気がします。どう

いうことかと言うと、京都では事務局の仕事、神戸では現地の仕事があ

り、両方がうまく機能してこそよりよい支援活動ができるのに、その両方
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に自分はまたがっていながらどっちつかずの自分があり、自分がどう動

けばよいのかわからなくなってしまっていたような気がします。自分がよ

いと思ってやったことが、よくなかったこともあったのではないか。何か

したい、現地に行きたい、という単純な気持ちが自分が今やらねばなら

ないことを見失わせていたし、空回りしてしまっていたように思います。

そのことが連携のなかで動く支援活動に、共にいた仲間に迷惑をかけて

しまっていました。そのような反省が今、心に残っています。

それと、神戸で出会った障害をもった人や高齢の人が、今なお仮設で

の生活が続いています。仮設を出たくても、家を建て直すことも、他の地

域に越すこともできない状況におられる人があまりに多く、何がその人

達を支えていくことになっていくのかが気がかりで、直接支援活動に参

加できない今、そのことがすごく気になっています。

矢崎 自分のことやったら、去年3月にコーディネーターに決まったことかな。

はじめは何か手伝いたいと思ったけど、ここまで長くやるとは思ってもみ

なかった。それまでボランティアとして働いていたときと比べ、実際余裕

がなかった。でも、この間これほど多くの人と会ったり、話したことはこれ

まで無かったと思うし、そのなかでこれほどの短期問に、身近かに感じ

た数人の方が亡くなったことも、いろいろ考えさせられた。あっという間

の1年間でした。

平田 個人的なことではYさんで、障害者兄弟をかかえていたお母さんが一

所懸命生きていて、震災があってはじめて兄が働いているとだまされて

たのが、その後新しい作業所に行って、前向きに考えるようになって良

かったな。

矢崎 すごいおじいさんの家のことも話題になったな。コーディネーターの自

分としては、現地の活動と京都の事務局会議の方針とのギャップはあっ

たと思う。

みんな 専属のコーディネーターが問にたって、彼一人のことでも大変だったろ

うと思う。甲子園球場のチケット3枚の件も思い出だったな。（笑）。息

抜きの野球観戦が、けっきょく現地責任者と巨人ファンの女の子とのけ

んかの間にたつことになってしまったしね。

川端 今も付き合いの続いている人と出会えたことは、もちろん心に残ってい

るけど、 2人の小さい子供をかかえて、外に出られない、お風呂にも入れ

ないという、どうしようもない状態だったある女性が、とても心に残って
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います。 2~3回訪問して、最後に会ったときは、散歩に出たって、とても

嬉しそうな顔をしていたのに、次に訪問に行こうと思ったとき、「風邪を

ひいた」って言って訪問を断られて、その後、手紙書いたら「ありがとう

ございました。さようなら。」という返事の手紙が帰ってきて付き合いが

終わってしまって…。そんなふうにとだえてしまったから、いまごろどう

しているのかな…って。いまだに気になってしまいます。

〈歩きながらの事務局づくり〉

上田 ぽくの今感じていることの一つに、震災の思い出はだんだんうすれてき

ている。これじゃあ、アカンと自分で感じながら、毎日の生活に流されて

きて、それが何か自己矛盾をしている感じです。

平田 皆さんの心に残る活動を聞きながら、「支援の会」が始まった頃がずい

ぶん昔のことのように思えます。それだけ、いろいろなことがあったのと、

毎日が密度の濃い、充実した時間であったともいえるのではないかな。

現地活動の拠点を設けて以来、現地でのミーティングを終えてから、夜

京都に戻る毎日だったけど、今から考えると、よく身体がもったなあと思

います。愛隣館のみんなの支えもあって、やって来れたと思うけど、まあ

一種の興奮状態のなかで、みんなが体カギリギリのところで頑張ってき

てたんや、と思います。

また、現地にやってくるボランティアは、被災された方が大変な状況に

あるから、何かやらなアカンと意気込んでやってきていたのだけれど、避

難所を回って被災された方と話をするなかで、逆に励まされて、たくまし

くなって帰っていく、というケースを何度も垣問見ました。ほんとうに厳

しい状況におかれた被災者たちが、お互いに助け合いながら、力強く生

活している姿から、勇気づけられていたということが多々あったと思い

ます。

多芸 まあ、いろんな人たちがいろんな関わり方をされたと思うねん。 たとえ

ば、中西君の「支援の会だより」だって良かったし、その後、ちょっと編

集する人が中西君から代わったら、もう「支援の会だより」の雰囲気が

すっかり変わったもんな。それが良いとも悪いともよういわんけど。
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欄谷 上田さん、平田さん、宮本さん、藤井さんと、ぼくの5人で、六甲デイケ

アセンターに行ったときに、「どこかの団体を支援するのではなくて、自

分たち自身で現地事務局を作らなあかん。」と、上田さんらが言ったの

ね。そのとき、「そんなしんどいこと、ぼくはようせん。」と言うてた記憶

がある。でも現地事務所は、数日後には活動をはじめた・・・。「みんなす

ごいな。」と、正直思っている。

ぼくは京都だけで活動させてもらったけど、自分の現場のほっとハウ

スも、京都一時避難の関係で、たくさんの人が手伝いに来てくれた。その

人たちの多くが、今も精神障害者と関係するそれぞれの場で働いたり、

活動していると聞いています。

広野 めぐみホームにも、大きな財産が残っています。ご高齢の2人の方が支

援の会のお手伝いに来てくださったのですが、今でも続けて、めぐみホー

ムの手伝いに週l回来てくださっています。お2人はめぐみホームでさま

ざまな障害を持つ人たちと出会い、いろんなことを教わったと、言ってく

ださっています。

多芸 教会関係の話なんやけど、支援活動をはじめた当初、めぐみホームの

仕事が全くできなくなってしまって、昼御飯を作ることも、掃除も何もで

きひん状態やったんやけど、そんなめぐみホームの状態を知られた宇治

教会の人たちがローテーションを組んで、応援してくれはった。それまで

あんまり社会的なことには積極的に取り組んでこられたとは思えない教

会と思っていたんやけど、今回の「支援の会」の働きにはずいぶんと協

力してくれはったわ。さっき話されていた高齢者の人もそこの教会の人

なんや。

宮本 同じ経験をしても、変わる教会と変わらない教会がありますね。私の神

戸では教会が避難所になっていても、終わったらまたもとの教会に戻っ

た、というのでは悲しいですね。

〈これからの神戸の街〉

司会 では最後に、支援活動の中で見えてきた、神戸のこれからはどうなるの

か？そして、もしも 「支援の会」が今後残せるものがあるなら、その遺産
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は何でしょうか？

上田 今全障連の兵庫支部みたいなところで、問題になっているのは、仮設

住宅に入った障害者を地域に返さずに、行政が施設に収容するという出

来事が、何件か出てきているわけです。いったん施設にはいった障害者

が施設を出ようとするのはほとんど不可能やと思う。

棚谷 京都一時避難に来ている人たちからも、「仮設住宅のなかで、やっと自

分の病いを周囲に理解してもらって、人間関係ができたのに、公営住宅

に移ったら、また、 ーからやり直しです」という声を聞きます。

矢崎 みんな、避難所から仮設に移るときも、そのたびにいちからやり直しだ

ったので、いつになったら落ち着くのか。それは最終的には恒久的な住

宅建設だけど、そのことがみんなの悩みになっています。いいかえれば、

経済的な問題なのかもしれないけど。

柏木 こんどの公営住宅にはセンター （入居者の交流、集会場）はあるの？あ

る程度つくれるのか？地域の人問関係を生み出していくためには、その

中心となるセンターが大切だと思う。

多芸 その一面はあるけど、京都の向島ではそこで住んでいる柏木さんや、

そして乎田君やらが、長い問かかって作ってきた人間関係というものが

あると思うねん。その深い人間関係の結果として、向島の愛隣館研修セ

ンターができたと思うねん。そこに行くまでにはずいぶん長い時間がか

かるんじゃないかと思う。

矢崎 実際、仮設でもふれあいセンターを作っても、そこまで顔を出す人は2

~3割ぐらいしか来ない。そこに出てこない人をどうするのかは、いぜん

残ってくる。

平田 長期的に考えると、仮設住宅の次をどうしたいのかがまだ見えていな

い。公営住宅に戻りたい人はそこでの生活設計があると思うが、それ以

外の仮設に残っている人たちは今後どういう生活設計があるのか。その

ための援助を、たとえば仮設の福祉相談員が一緒に進めて行くには、多

くの仮設住宅をかかえているなかで、個別の相談、ニーズを担いきれな

いでいる。そういう時、行政が一つのアミをかぶせてやっていく流れにな

ってしまうだろうと恐れる。

その時、現在の「支援の会兵庫」が、行政の流れに抗してやるのか、

補完の働きをするのか。ぼくらは直接は言えないけど、今もボランティア

として参加しているなかで、 一緒に意見を交わすことは、ぽくらがこの1
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年学んだ遺産として、障害者とともに地域で生きるとは何かを、役立て

ることではないか。

また、ぽく自身がこの5年問向島でやってきたことは、いわば知り合っ

ている障害者との付き合いであり、自分のところしか見えていなかったと

思う。そこから今、向島ないし伏見に戻って、最近未知の、たとえばウナ

ギの寝床のような家の奥に住んで、5年間に2~3回しか外出したことが

ないような障害者が見えてきたし、介助する親が亡くなった後のことは

考えられない状況があることを知り、ぽく今あらためて思うのですが、こ

ういう障害者も視野に入れたネットワークが必要なのだと、地域ネットワ

ークができて行くなら、そういう今見えていないところにある障害者も視

野に入れたものが、受け皿として必要なのじゃないか。

宮本 ということは、今の支援活動は仮設住宅が中心になっているけれど、も

っと、今見えていない在宅障害者に目をむけなければならないというこ

とですか？

鍋 地域で生きていくということは、積極的に言えば避難所でも、仮設住宅

でも、そこで暮らす人たちが自分たちで地域づくりをしていくべきだ、と

ぼくは思うんです。

昨日もある仮設の出来事で、ボランティアで共同浴室の掃除をしなが

ら思ったのですが、障害者やお年寄りのなかには浴室の掃除ができない

人がいるけれど、それは個人の部屋でなく、共同の浴室やあるいは炊事

場なんだから、同じ仮設に住む人たちが理解し、協力して、みんなで掃

除すればいいのではないか。そういう助け合いがない人間関係では、ど

こに移っても地域づくりなどできないのじゃないかと。そんな神戸の状況

もあって、あるお年寄りは、このままの仮設暮らしが相談員やボランティ

アに声かけてもらえていちばん幸せだという、つぶやきになっているんで

す。

宮本 それは、ボランティアが仮設のお風呂掃除に行くのはおかしい、という

ことになりますか？仮設の規則による問題を解決していかねば、ほんとう

の支援の意味がないということになりますね？

上田 掃除できない障害者は、代わってする人が必要な状況を、仮設の他の

住民に知らせていくこともだいじなことじゃないかと思う。それと、たと

えばヘルパーが代わって掃除することも、もう一歩踏み込んで問題を考

えていくことになると思う。
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矢崎 ボランティアと公的ヘルパーの違いもあいまいになってしまったな。神

戸市のヘルパー派遣の振興協会や、ボランティアの人材派遣センターか

らボランティア派遣を求められても、だれもボランティアする人問がいな

ければしょうがないと、これまで協力してきたけど、どこかチガウゾと思

うようになってきて…。名称にこだわるわけじゃないけど、やっぱり相

手をよく理解していなかったり、ほんとうの意味ではボランティアではな

いんじゃないか、と思えるようにもなってきた。こっちでは相手のことを

理解したつもりでも、相手にとっては初対面となる人を送り出していたの

だが…。まあ、名称なんて、障害者の側からはどうだっていいのだろう

けど。

蓄 「支援の会兵庫」でも、今後のあり方については、ボランティアも含めた

共通理解と方向性を、まだ持っていないと思います。ぼく個人では、そ

の日その日のボランティアとしての介助活動だけではダメで、障害者と

一緒になって将来の生き方を見つけていく必要があると思っています

が。

前に乙訓の里で話し合っていたことは、施設に通ってきている人だけ

ではなく、乙訓なんて小さい地域なんだから、乙訓地域の在宅障害者地

図を持つこと、そして日常的に連絡を取り合っていることなどがなかった

ら、地震の時だけ急に行ってもほとんど何もできないのではないか、とい

うことでした。今回の神戸でどうだったか、知らないのですが。

上田 いや、多分被災当時の状況から考えると、神戸の行政は一人ひとりの

障害者がどこに住み、どこに避難したか、全く把握していなかったでしょ

う。

矢崎 9月頃避難所を回ったとき、福祉事務所の人問に聞いたが掴んでいな

かったな。障害者同志でも何らかの形でグループに所属していないと、

ほとんどわからないだろうし…。行政は、そんなことをしようとは考えて

いないんじゃないですか。ケースワーカーで実際外に出て話を聞くなん

て、ほとんどできていない。まあ、あの状況では無理だろうけど。

平田 神戸の行政は、障害者手帳の発行状況からでも、やろうと思えばやれ

たのに、単にやらなかっただけだ。

矢崎 一方で障害者にも、障害者が受けられるいろんな権利も知らない人が

多かったし、役所の窓口へ行くこともしないし、ぼくらがアドバイスしてい

っしょに行動したりして。
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上田 さらには手帳とってない障害者もいっぱいいるし、役所の窓口も障害者

に対して満足いくように話をしてくれない。

く京都のネットワークを求めて＞

欄谷 精神障害者の場合、たとえば障害者手帳を取っている人は約500人余

り。手帳もない、ヘルパーも入ってない、作業所やいろいろなグループに

も入ってない人が多数派だと思うんです。

神戸を京都に置き換えた時、自分自身のふだんの活動について、反

省を迫られた気がします。ぼくは、病院や作業所で人間関係を作ること

を中心に考えてきた。でも、地震の時だけでなくても、ほんとうに必要な

人問関係・支えは「地域」なんだって。だから病院の面会だけしてたら

いいんじゃないって。

柏木 ぽくは、 「障害」者運動に今まで関わってきたが、それはごくごく一部

でしかなかったのではないか。ある時、ぼくの車椅子を見て「どこにそれ

売っているんですか？私の子どもも障害を持っているんです。」と尋ねら

れたことがある。まだまだ行政がタッチしていない障害者はたくさんい

る。

だから、地域を変えていくということは、障害者だけでなく、健常者も

含めて必要だ。しかしながら、健常者はほとんど変わっていない。向島

でもそうだが、昼間はみんな働きにいって、帰ってくるのは夜。たくさん

の障害者が地域に住んでいても、このような状況では出会うことはほと

んどない。だから、 一緒になって変えていくのは大変難しいと思う。

多芸 事務局と神戸現地で働いてくれていたボランティアの人たちとの問には、

多少の意識のずれというか、考え方の違いもあったように思うんやけど。

我々の基本姿勢というか、根本的な点についてはみんな同じ意識をもっ

てやってきたし、具体的な個々のことについても、同じ方向性を持ち続

けることができたように思っているねん。それは、もともとぼくたちが同

じものを持っていたんとちがうやろか。事務局会議では被災地での活動

にあんまり参加できなかった中西君や銅銀さんや水谷さんが、経験に墓

づいていろんな意見を述べてくださったりして、みんなに方向性を確認
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させてくれはったのもよかったと思っているんや。

そして最初に、平田君に現地総責任者になってほしいとみんなが頼ん

だときに、平田君が引き受けてくれたことは大きなことやったと思う。そ

うでなかったら、なかなか続けてくることはできひんかったと思うねん。

それから、支援活動を続けていくのに、みんなができることを役割分担し

て担ってくれたことも、活動がうまくいったことやと思う。めぐみホームは

活動の本部を担ったけれど、棚谷君は京都での一時避難のコーディネー

ト役を引き受けてくれたし、愛隣館はその避難場所の確保につとめてく

れたし、市民センターはボランティアの連絡役とファックスの発信というし

んどいことを担ってくれはったし、中西君は「支援の会だより」の編集を

続けてくれはったし、みんなが自分のできることを分担し合えたのがよか

ったなあ、と思っている。

棚谷 ぽくは、京都事務局のお金の出し方については、びっくりした。 「ああ、

お金って、こんな豊かな使い方ができるのか！」って感動した。信頼して

「はい、必要なお金は出します。」って言われたとき、じっさい一時避難

でもいろんな工夫を自由にさせてもらえた場面がいくつもありました。

多芸 それも元とをただせば、事務局会議において、緊急を要するお金につ

いては事務局を信頼してまかせてくださったことで、緊急を要することに

も迅速に支援活動ができたように思うんやけど、こういう支援活勁には

必要なことやったと思うんや。

平田 日頃それぞれの場でやっていることを認め合い、つながりがあったから

支援活動が始められた。ぽくと多芸さんとの間でも地震の前はそんなに

日常的に付き合いがあったわけではないし、利用者は行き来してたけど。

銅銀さんかってそうですし、それぞれがそれぞれの場所でやってること

を理解し、認め合い、尊敬し合っていたものが、ひとつになってやり始め

られたからこううまくいったので、これからはどうなるのか。ぽくは終わり

がありそうで無いようなつながりが、このまま終わってしまうと淋しくな

るな。「支援の会」が無くなったら、これからまた以前と同じようになる

のかどうか、財産として何か残すのか。

鋼鎮 僕は京都事務局会議では、方向性を持ってやれてきたこと。今後もだ

れかがやろうといったときは、みんながすっとやれそうな気がする。反

面地道なことは不得意な気がするし、その点は自分たちに厳しい目を持

ったほうがいいのじゃないか。
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それに話はちがいますが、障害者が地域で生きていくということと、

家族関係の問題とは別個にしないと。母子分離だけなら、あえて言えば、

障害者が施設に入れば実現するのだから、親子関係を補完するようなこ

とが、いろんな人々とつながる地域づくりではないと思う。

多芸 かたい話になってしまうけど、これはみんなが言っていることやけど、

町の崩壊、地域の崩壊の中で、いちばん弱い立場の人たちがいちばんし

んどい思いをしたんやと思う。今、仮設に分散させられて、地域がつぶ

されて、これから改めて、いちから地域をつくっていかなければならなく

なったんやと思うんねん。あらたに人間関係を築いていくのはほんとう

に大変やと思う。このことは、ぼくたちにも同じことが問われているよう

に思うねん。この京都で地域を作っていくことがたいせつなんやと思

う。

平田 以前にネットワークを作ったことがあったけど、成功せずに、解散したの

だったが（あの時の切手代くださいよ。）今回は何か残せるものがあると

思う。それをみんなの共有のものとして、あらたなネットワークができな

いだろうか。

銅銀 ぼく自身は、素早い即応力と、同時に根気良い粘り強さを、「支援の

会」の活動から学んだつもりでだいじにしたい。今後、ひとつには伏見を

中心に障害者のネットワークみたいなことができれば。

中酉 地域に根を下ろしたネットワークということでいえば、京都の地において

もそれが必要なこと。未だ十分でないことは、「支援の会」のみんなが

思っていることと思う。これも事務局会議に関わった者が共有して持っ

ている認識だろう。最初に被災地に入った時から、我々は在宅の被災さ

れた障害者に支援の関心を持ったし、神戸の行政をはじめそのようなネ

ットワークがないから、現地に活動拠点を置いて支援活動を続けたのだ

た。また、いずれは被災された地域の方がたが支援活動を維持されるよ

うに、京都の我われとしては引き継いでいった。

これらのなかには、ひとつの基本的なスタンスがずっとある。そして約2

年間の活動を経て、そこから得た新しい課題が、京都の地域に根を下ろ

したネットワークだ。しかし、今ここにいる面々を見ると、各々の個人はふ

だんから関わっている活動が個別にあり、また賛同団体にしても日常の

現場がある。震災という強いィンパクトでは即応力を持って動けたが、さ
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司会

e 

て、これから我々の住むこの地域でほんとうにネットワークを作ろうとす

ると、「支援の会」だけでは大変な労力が必要だ。見えてきた課題を受

けとめきれないという、我われ自身の力量もまた知らなければならな

し‘

私としては、せめて「支援の会」を通じてできたつながりを大切に、点

と点はこれからも結んでおきたいという気持ちだ。

まだ明確な結論まではいきませんでしたが、次の機会を期待して、きょ

うはこの辺りで終わりましょう。ごくろうさまでした。

:" -• る: -• O 
., ;. ；. -’召

.• T"• 
六昏；

→ ● ヽ

・ ·~・・」 ‘： ら．． キ（~" ,) ,i ,'1 • 
;. . る．． ． ：・・ ら i .r~ ト・ , > I.J>・, 
． ， ．！ ，・今ヽ•¢.iし．，：しァ5

． 、 ． 、 ・ ：： ． ，， ； ・・：¢． -
． •., •,. .... ， .....''. ; . ;.、-.・―・ ;•一

• 9 i. ＂', • • •. • • ;・..4i‘・. • -、、一
↓..・． ．, ; i'. ・.贔’’・’ナ.;.,

• ••• j 

と ． 

92つ→屯•，1叶と
キア'lf. 心です¢

9』”9年ら 5祁ぃ
•7 3.5. 

支援の会 1.24 


